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お 願 い

・ご使用の前にこの取扱説明書をお読みになり内容を十分理解してから、

製品を操作して下さい。

・お読みになった後は、いつでも使用できるよう大切に保管して下さい。

・製品の移設・転売の際は、必ず製品と共に取扱説明書を引き継いで下さい。
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安全上のご注意

このたび、プログラマブルコントローラＰＲＯＳＥＣ－Ｔ３シリーズ（Ｔ３／Ｔ３Ｈ）用デバイス

ネットモジュール（ＤＮ３１１）をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。

本書はＤＮ３１１の使用、取り扱いや注意事項について説明しています。

ＤＮ３１１を安心してお使いいただくために、取り付け、運転、保守、点検の前に必ず本書とその

他の関連書類を全て熟読し、機器の知識、安全情報、そして留意事項について習熟してから正しく使

用して下さい。

[重要事項について]

１．ＤＮ３１１は、一般産業機器（各種製造ライン制御、工作機器など）に使用されることを意図

して設計、製造されたものです。

人命にかかわるような状況で使用される機器あるいはシステムに用いられることを目的として

設計、製造されたものではありません。

ＤＮ３１１を輸送機器（列車など）、医療用、航空宇宙用、原子力制御用、海底中継機器ある

いはシステムなど、特殊用途のご使用の場合には、事前に販売担当者までご相談下さい。

２．ＤＮ３１１は厳重な品質管理のもとに製造しておりますが、万一ＤＮ３１１が故障することに

より人命にかかわるような重要な設備および重大な損失の発生が予想される設備への適用に際

しては、重大事故にならないように必ず安全装置を設置して下さい。

３．ＤＮ３１１は、取付け、配線、使用、保守について、制御機器取扱いの一般知識がある方を対

象としています。取扱いを誤った場合には、感電、火災、故障、誤動作の恐れがありますので、

制御機器取扱いの知識および電気的知識が不十分な方は、取付、配線、使用、保守は避けて、

専門知識のある方に依頼して作業して下さい。

４．本書および別冊の関連資料は、プログラマブルコントローラおよび制御機器取扱いの一般知識

がある方を対象に記載しております。

記載内容に不明な点がありましたらご質問下さい。

PROSEC-T3/T3H ﾃﾞﾊﾞｲｽﾓｼﾞｭｰﾙ取扱説明書 ６Ｅ３Ｂ０６８５
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安全上のご注意（続き）

[警告表示について]

この取扱説明書には、管理およびお使いになるかたや他の人への危害と財産の損害を未然に防ぎ、

商品を安全に正しくお使いいただくために、重要な内容を記載しています。次の内容（表示・図記

号）をよく理解してから本文をお読みになり、記載事項をお守り下さい。

また、お読みになった後は、いつでも使用できるように大切に保管して下さい。

表示の説明

表 示 表示の意味

「誤った取扱いをすると人が死亡する、又は重傷を負う可能性のあること」危険
を示します。

「誤った取扱いをすると人が傷害を負う可能性、または物的損害のみが発生注意
する可能性があること」を示します。

傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さない、けが、やけど、感電などを指します。

なお、 に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があり注意
ます。

いずれも重要な内容を記載していますので、必ず守って下さい。

PROSEC-T3/T3H ﾃﾞﾊﾞｲｽﾓｼﾞｭｰﾙ取扱説明書 ６Ｅ３Ｂ０６８５
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安全上のご注意（続き）

■使用上の注意に関して

危険
１．非常停止回路、インターロック回路などはＤＮ３１１を含めたＰＣの

外部で構成して下さい。

ＰＣやＤＮ３１１に故障や誤動作が生じた場合、人身事故に至る危険性

があります。また、機械の破損や事故の恐れもあります。

［Ｔ３／Ｔ３Ｈ本体ハードウェア説明書］

［３．運転準備（ハードウェア）］

注意
２．運転中のプログラム変更、強制出力、ＲＵＮ(運転)、ＨＡＬＴ(停止)

などの操作は十分安全を確認して行って下さい。

操作ミスにより機械の破損や事故の恐れがあります。

［Ｔ３／Ｔ３Ｈ本体ハードウェア説明書］

［プログラマ操作説明書］

［３．運転準備（ハードウェア）］

■動作モード／通信速度設定用ディップスイッチについて

注意
１．ディップスイッチの「ＯＳＥＮ」はＯＦＦ固定で使用して下さい。

ＯＮにすると故障、誤動作の原因になることがあります。

２．ディップスイッチの「ＢＵＳＯＦＦ」をＯＦＦにした場合、バスオフが

発生しても、自動で伝送を再開しますが、ＤＮ３１１がバスオフ状態に

なる原因（通信エラー発生の原因）を解除しない限り、バスオフ状態が

再び発生することがあります。

３．通信速度設定「ＤＲ０／ＤＲ１」を両方ともＯＮに設定すると、Ｔ３／

Ｔ３Ｈ電源投入時に「通信速度設定エラー」が発生します。

・「ＭＳ」ＬＥＤが赤点滅

・７セグメントＬＥＤに「Ｆ７」と自局ノードアドレスが交互に表示

解除方法は、ディップスイッチを正しい設定にした後に、リセット要求

を発行するか、電源を再投入して下さい。

４．通信速度は、ネットワークに接続しているノード全部で同じ設定にして

通信速度がノードにより異なると、スレーブデバイスまたは、下さい。

ＤＮ３１１が異常になり、通信を開始できなくなります。

スレーブデバイスの通信速度の設定は、それぞれの説明書をご覧下さい。

５．Ｔ３／Ｔ３Ｈ電源投入中に通信速度を切り替えないで下さい。

「通信速度設定エラー」が発生します。

解除方法は、ディップスイッチを正しい設定にした後に、リセット要求

を発行するか、電源を再投入して下さい。

特にスレーブデバイスと伝送中に通信速度を変更するようなことはしない

で下さい。

［３．２．１ 動作モード／通信速度設定用ディップスイッチ］
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安全上のご注意（続き）

■ノードアドレス設定用ロータリースイッチについて

注意
１．ＤＮ３１１のノードアドレスに６４～９９の値を設定した場合、Ｔ３／

Ｔ３Ｈ電源投入時にエラー「ノードアドレス設定異常」が発生します。

・「ＭＳ」ＬＥＤが赤点滅

・７セグメントＬＥＤに「Ｆ６」と自局ノードアドレスが交互に表示

解除方法は、ノードアドレスを正しい設定にした後に、リセット要求を

発行するか、電源を再投入して下さい。

２．ＤＮ３１１のノードアドレスが他ノードと同じ値に設定されていた場合

ＤＮ３１１がラン状態になる時に、ＤＮ３１１にエラー「重複ノード

アドレス検出」が発生します。

・「ＭＳ」ＬＥＤが緑点灯／「ＮＳ」ＬＥＤが赤点灯

・７セグメントＬＥＤに「７０」と自局ノードアドレスが交互に表示

解除方法は、ノードアドレスの割付を直した後に、リセット要求を発行

するか、電源を再投入して下さい。

３．Ｔ３／Ｔ３Ｈ電源投入中にノードアドレスを切り替えないで下さい。

「ノードアドレス設定異常」が発生します。

解除方法は、ロータリスイッチを正しい設定にした後に、リセット要求

を発行するか、電源を再投入して下さい。

［３．３．２ ノードアドレス設定用ロータリースイッチ］

■ベースユニットへの実装に関して

注意
１．ＤＮ３１１はＴ３／Ｔ３Ｈ用ですので、必ずベースユニットに取り付けて

使用して下さい。単独での使用および他の用途への使用はおやめ下さい。

感電、ケガの恐れがあり、また故障の原因となります。

２．ＤＮ３１１の着脱、端子台の着脱は必ず電源（Ｔ３側、ネットワーク側）

を切ってから行って下さい。感電、誤動作、故障の原因となります。

３．ＤＮ３１１に電線くずなどの異物が入ることのないようにして下さい。

火災、故障、誤動作の原因となることがあります。

４．コネクタ、ケーブルの接続、およびＤＮ３１１のベースユニットへの

装着は、ストッパ／ねじ止めにより、抜ける、ぐらつくということが

無いように、確実に固定されていることを確認して下さい。

固定が不十分ですと、振動などによる故障、誤動作の原因となります。

［３．３ ベースユニットへの実装］
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安全上のご注意（続き）

■ネットワークへの接続に関して

注意
１．ネットワーク側コネクタへのデバイスネットケーブルの着脱は、ネット

ワーク動作中は行わないで下さい。逆接続やネットワーク電源の短絡等

により、他のノードとの通信ができなくなることがあります。

２．ネットワーク側コネクタにデバイスネットケーブルを接続する場合、

誤配線に注意して下さい。ネットワーク電源の短絡等により、他ノード

との通信ができなくなることがあります。

３．ネットワーク側コネクタを、ＤＮ３１１正面パネルのデバイス側コネクタ

へ着脱する場合、Ｔ３／Ｔ３Ｈ側電源の投入中は行わないで下さい。

ＤＮ３１１の故障、誤動作の原因になることがあります。

４．ネットワーク側コネクタのデバイス側コネクタへの着脱は、着脱部の構造

から逆向きの取付けはできません。無理に押し込まないで下さい。

ネットワーク側コネクタ、デバイス側コネクタが破損します。

５．ケーブルが引っ張られたり、折り曲げられないように配線して下さい。

またケーブルに重い物を乗せないで下さい。断線するおそれがあります。

６．デバイスネットケーブルの設置工事は、十分な安全対策とノイズ対策が

が必要ですので、専門業者に依頼して下さい。

設置方法の規格は を参照して下さい。DeviceNet Volume Release1.3Ⅰ

［３．４ ネットワークへの接続］
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安全上のご注意（続き）

■マスタ／スレーブ、ネットワーク電源の投入／遮断について

注意
１．デバイスネット機器の電源を投入する前に、ネットワーク電源を必ず

供給するようにして下さい。

スレーブデバイスには、ネットワーク電源を自ノードの動作電源にして

いたり、ネットワーク電源が供給されていないとエラー状態になる物が

あるので、必ずネットワーク電源を先に供給して下さい。

またネットワーク電源が供給されないと、ＤＮ３１１はスレーブデバイス

と通信が開始できません。

２．ネットワークには接続しているが、ネットワーク電源が供給されない

ノードが無いようにして下さい。

ネットワーク電源が供給されていないノードは、他のノードの通信の

障害となることがあります。

３．ＤＮ３１１の通信開始までに、スレーブデバイス全部の電源が投入されて

いるようにして下さい。

スレーブデバイスの電源が未投入のままＤＮ３１１通信を開始すると、

起動していないスレーブデバイスについてＤＮ３１１は未応答エラーを

表示します。

４．ネットワークの通信が動作している間にネットワーク電源を遮断しない

で下さい。

ネットワーク全体の通信が停止し、さらにいずれかのノードがバスオフ

状態になります。

５．ＤＮ３１１の通信起動後は、スレーブデバイスの誤動作防止のため、

ネットワークからマスタ機器（ＤＮ３１１）がいなくならないように、

Ｔ３／Ｔ３Ｈ側電源は最後に遮断して下さい。

［３．５ ネットワーク電源／設置］
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安全上のご注意（続き）

■ＤＮ３１１取扱方法（ソフトウェア）

■ＤＮ３１１使用例 に関して

■ＲＡＳ情報

注意
１．４章はＴ３／Ｔ３ＨからＤＮ３１１の各種機能を使用するために必要な

事項について説明しています。５章では、４章で説明した内容を基に、

ＤＮ３１１のパラメータ設定、伝送の起動、スレーブデバイスとの

データ入力／出力および、イベント履歴等のＲＡＳ情報を読み出す手順

およびサンプルプログラムを説明しています。

内容を十分理解されてから、プログラムを作成してください。

サンプルプログラムは基本的な例であり、実システムに適用する際は

十分な検討の必要があります。

［４．ＤＮ３１１取扱方法（ソフトウェア）］

［５．ＤＮ３１１使用例］

［６．ＲＡＳ情報（通信メモリ上のＲＡＳエリアを除く］

■入力／出力データエリアへのスレーブデバイスデータの割付について

注意
１．スレーブデバイスの送信／受信サイズが奇数バイトの場合、出力／入力

。エリアには、実際のサイズ＋１バイト分のエリアが確保されます

２．スレーブデバイスを追加する場合、現在スレーブデバイスに付いている

ノードアドレスより大きい値を付けて下さい。図４．８の場合、新しい

スレーブデバイスのノードアドレスは「４１」以上にして下さい。

新しいスレーブデバイスのノードアドレスを「１８」にすると、ノード

アドレス２０／３０／４０のデータの割付がずれてしまいます。

３．入力／出力データ数が変えられるスレーブデバイス（ 等）は、FLEX­I/O

途中でデータ数を変更しないで下さい。変更したスレーブデバイスより

ノードアドレスの大きいスレーブデバイスの割付がずれてしまいます。

［４．４ 入力／出力データエリアへのスレーブデバイスデータの割付］

■Ｔ３／Ｔ３ＨとＤＮ３１１の動作モードについて

注意
１．Ｔ３／Ｔ３ＨがＨＡＬＴ／ＥＲＲＯＲモードになると、ランモードの

ＤＮ３１１はスタンバイモードになります。

［４．６．１ ＤＮ３１１動作モード］

［５．ＤＮ３１１使用例］
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安全上のご注意（続き）

■ＤＮ３１１のリセット時動作について

注意
１．ＤＮ３１１がリセット処理中は、Ｔ３／Ｔ３ＨからＤＮ３１１に各種

要求を発行したり、データの入力／出力をしないで下さい。

要求が異常完了（ステーションモード異常エラー）するか、モジュール

のセルフチェックエラーとなり、ダウンモードになります。

［４．６．２ リセット要求］

■スレーブデバイスのパラメータ設定について

注意
１．パラメータ設定要求（スレーブデバイス）はスレーブデバイスパラメータ

をＤＮ３１１の不揮発性メモリに設定します。スレーブデバイス構成が

変わらなければ、電源投入のたびに本要求を実行する必要はありません。

また、要求したスレーブデバイスパラメータと、不揮発性メモリ内のスレ

ーブデバイスパラメータが同一の場合、設定処理は実行しません。

２．スレーブデバイス構成を変更した場合は、リセット要求でスレーブデバ

イスパラメータを消去し、新しいスレーブデバイスパラメータを設定

して下さい。

３．ＤＮ３１１の不揮発性メモリ内に、スレーブデバイスパラメータを設定

可能な回数は３００回です。

４．ＤＮ３１１では、ＤＮ３１１からの送信サイズが「０バイト」のスレーブ

デバイス対して、下記の制限事項があります。

・スレーブデバイスが何らかの理由で（スレーブデバイス電源ＯＦＦ、

コネクタ取り外し等）、ＤＮ３１１と通信ができなくなった場合、

ＤＮ３１１側でそのスレーブデバイスが異常であることを認識でき

ません。また異常原因解決後も、スレーブデバイス⇔ＤＮ３１１間の

通信が再開できません。

補足：現在のＤＮ３１１では上記の制限がありますが、内部ソフト

ウェアのバージョンアップにより本件の対策を行う予定です。

［４．６．４ パラメータ設定要求（スレーブデバイス）］

■設置環境、ベースユニットの取り付けに関して

注意
１．Ｔ３／Ｔ３Ｈ本体ハードウェア説明書に記載されている環境で使用して

下さい。

規定以外の環境で使用した場合、感電、火災、故障、誤動作の原因と

なることがあります。

２．Ｔ３／Ｔ３Ｈ本体ハードウェア説明書に記載の取り付け方法に従って

取り付けて下さい。

指定方向以外の取り付け、または取り付けに不備がありますと、落下、

火災、故障、誤動作の原因になることがあります。
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［８．１ 設置環境、ベースユニットの取り付け］

安全上のご注意（続き）

■モジュールの取り付け／取り外しに関して

注意
１．ＤＮ３１１はＴ３／Ｔ３Ｈ用ですので、必ずベースユニットに取り付けて

使用して下さい。単独での使用及び他の用途への使用はおやめ下さい。

感電、ケガの恐れがあり、また故障の原因となります。

２．ＤＮ３１１の着脱および配線の着脱は、必ず電源を切った状態で行って

下さい。

感電、誤動作、故障の原因となります。

３．ＤＮ３１１に電線くずなどの異物が入ることのないようにして下さい。

火災、故障、誤動作の原因となることがあります。

４．コネクタ、ケーブルの接続、およびＤＮ３１１のベースユニットへの

装着は、ストッパ／ネジ止めにより、抜ける、ぐらつくということが

ないように、確実に固定されていることを確認して下さい。

固定が不十分ですと、振動などによる故障、誤動作の原因となります。

［８．２ モジュールの取り付け／取り外し］

■電源配線／接地に関して

注意
１．ケーブルの配線は必ず電源を切った状態で行って下さい。

電源が入った状態での配線作業は、感電の恐れがあります。

２．Ｔ３／Ｔ３Ｈ電源モジュールの配線は、サヤ付きの圧着端子を用いるか、

テープで被覆するなどして、導電部分が露出しないようにして下さい。

また端子台カバーは脱落、破損の無いように取り扱い、配線終了時には

端子台カバーを端子台に確実に取り付けて下さい。

導電部が露出していると感電の恐れがあります。

３．必ず接地を行って下さい。

接地しない場合、感電、誤動作の恐れがあります。

４．ネットワーク側コネクタにデバイスネットケーブルを接続する場合、

誤配線に注意して下さい。ネットワーク電源の短絡等により、他ノード

との通信ができなくなることがあります。

５．ネットワーク側コネクタを、ＤＮ３１１正面パネルのデバイス側コネクタ

へ着脱する場合、Ｔ３／Ｔ３Ｈ側電源の投入中は行わないで下さい。

ＤＮ３１１の故障、誤動作の原因になることがあります。

６．ネットワーク側コネクタをデバイスに取り付ける場合、逆向きの取付け

はできません。無理に押し込まないで下さい。ネットワーク側コネクタ、

デバイス側コネクタが破損します。

７．配線作業は、資格のある専門家が行って下さい。

配線を誤ると火災、故障、感電の恐れがあります。

［８．３ 電源配線／接地］
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安全上のご注意（続き）

■ネットワーク敷設上の基本注意事項に関して

注意
ネットワーク敷設上の基本注意事項

１．デバイスネットケーブルの敷設工事は、十分な安全対策とノイズ対策が

が必要ですので、専門業者に依頼して下さい。

設置方法の規格は を参照して下さい。DeviceNet Volume Release1.3Ⅰ

２．安全対策、規格に詳しい専門業者に敷設工事を依頼されることを推奨

します。

３．デバイスネットのネットワーク構成機器をノイズの多い環境に敷設する

ことは避けて下さい。敷設する必要がある場合は、以下に述べるノイズ

対策を必ず実施して下さい。

［８．４ ネットワーク敷設］

■保守に関して

注意
１．モジュール、端子台、ケーブルの着脱は必ず電源を切った状態で行って

下さい。

電源が入ったままの状態で作業しますと、感電の恐れがあり、また誤動

作、故障の原因となることがあります。

２．システムを常に正常に保ち、不要なトラブルを未然に防ぐために、日常

点検、定期点検、清掃を実施して下さい。

３．ＤＮ３１１が正常に動作しない場合は、「７．トラブルシューティング」

を参考に原因を確認して下さい。

故障発生時は、支社店(販売店)又はサービス代理店に連絡し、返却及び

修理依頼をして下さい。

当社または指定サービス代理店以外での修理は、動作および安全の保証

はいたしかねます。

４．モジュールのハードウェアの分解、改造またはソフトウェアの改造は、

絶対に行わないで下さい。

故障、誤動作により火災、感電、ケガの恐れがあります。

５．点検時にモジュールのコネクタにて電圧を測定する場合には、十分に

注意して作業を行って下さい。感電の恐れがあります。

６．モジュールの交換は、必ずネットワークを停止し、Ｔ３／Ｔ３Ｈ側電源

およびネットワーク電源を切った状態で行って下さい。

感電、誤動作、故障の原因となることがあります。

７．煙が出ている、異臭がするなどの異常状態のままで使用しないで下さい。

火災、感電、故障の原因になります。

このような場合は、直ちに全ての電源を切り、支社店(販売店)または

サービス代理店に連絡して下さい。

お客様による改造、修理は大変危険ですので絶対に行わないで下さい。

［付録（保守）］
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取扱上のお願い

ここでは本取扱説明書内で、ユーザのみなさまに知っておいていただきたい知識や操作をまとめて

あります。安全上のご注意とあわせて熟読し、機器の知識、安全情報、そして留意事項について習熟

してから正しく使用して下さい。説明中の は、ユーザのみなさまに注意していただ「ゴシック文字」

きたい内容に使用しています。

■ネットワーク構成に関して

取扱上のお願い
１．幹線、支線ともノードが接続されていないケーブルだけを延ばしておく

ようなネットワーク構成にはしないで下さい。

２．終端抵抗はノードに取り付けないで下さい。通信エラーの原因になること

があります。

３．終端抵抗は支線の端に取り付けないで下さい。幹線の両端にのみ取り付け

て下さい。

［１．２ デバイスネットのネットワーク構成］

■スイッチ設定に関して

取扱上のお願い
１．ディップスイッチの値の変更には、小型のマイナスドライバを使用して

下さい。

［３．２．１ 動作モード／通信速度設定用ディップスイッチ］

取扱上のお願い
１．ロータリースイッチの値の変更には、小型のマイナスドライバを使用して

下さい。

［３．２．２ ノードアドレス設定用ロータリースイッチ］

ＤＮ３１１へのネットワーク側コネクタの接続■

取扱上のお願い
１．ネットワーク側コネクタにケーブルを差し込む前に、コネクタのケーブル

固定用のネジをゆるめて下さい。ネジが締められたままだと、ケーブルが

固定できません。

２．ＤＮ３１１のデバイス側コネクタの横には、ケーブルの色に対応した

色が印刷されています。ケーブルの色を印刷部分の色と合わせることで、

配線が正しいか確認することができます。

３．ＤＮ３１１とＤＮ２１１（Ｔ２／Ｔ２Ｅ用デバイスネットモジュール）

では、ネットワーク側コネクタの取り付け方向が異なります。

４．デバイスネットを使用してシステムを構成する際には、デバイスネット

ケーブル、電源タップ、デバイスタップ（幹線と支線の接続）が必要に

になります。「３．６ ネットワーク構成機器」をご覧下さい。

ご使用になる際に必要に応じて別途ご用意下さい。

［３．４．２ ＤＮ３１１へのネットワーク側コネクタの接続］
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取扱上のお願い（続き）

■ネットワーク電源構成方法について

取扱上のお願い
１．支線にノードを取り付ける場合、幹線の電流容量だけでなく、支線の

電流容量も考慮して下さい。

２．特に、支線上でノードをディジーチェーン接続する場合は、電流容量が

不足しないようにご注意下さい。

３．ネットワーク電源供給装置は、ネットワークで必要な合計消費電流よりも

電流容量が十分大きい物にして下さい。

［３．５．２ ネットワーク電源構成方法］

■ネットワーク電源供給装置について

取扱上のお願い
１．ネットワーク電源供給装置は、ネットワークで必要な合計消費電流よりも

電流容量が十分大きい物にして下さい。

［３．５．３ ネットワーク電源供給装置］

■ＤＮ３１１のモジュール登録に関して

取扱上のお願い
１．本章の設定を行う前に、Ｔ３／Ｔ３ＨのＩ／Ｏ登録として、ＤＮ３１１を

登録しておいて下さい。Ｉ／Ｏ種別は「ＯＰＴ」です。

［４．ＤＮ３１１取扱方法（ソフトウェア）］

■ＤＮ３１１のノードアドレスについて

取扱上のお願い
１．ＤＮ３１１のノードアドレスは、スレーブデバイスのノードアドレスより

小さい値にして下さい（デバイスネットで使用しているＣＡＮの特性）。

［４．６．３ パラメータ設定要求（自ノード）］
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本書を読み始める前に

このたびは、プログラマブルコントローラＰＲＯＳＥＣ－Ｔ３シリーズ（Ｔ３／Ｔ３Ｈ）をお買い

上げいただき、まことにありがとうございます。

この説明書は、ＰＲＯＳＥＣ－Ｔ３／Ｔ３Ｈで使用するデバイスネットモジュール（ＤＮ３１１と

略します）の仕様、取扱方法、サンプルプログラムについて説明しています。

本製品をご使用の際は、本取扱説明書をお読みの上、正しくお使い下さい。本書の構成は以下のよ

うになっています。

第１章 デバイスネットモジュール概要

ＤＮ３１１の機能、仕様、適用システム、などの概要について説明しています。ＤＮ３１１の

基本性能を理解するためには本章をご覧下さい。

第２章 ＤＮ３１１各部の名称／機能

ＤＮ３１１の各部位の名称、機能等について説明しています。次章のハードウェア設定に必要

な情報が出ていますので、本章をよくご覧になって正しくご使用下さい。

第３章 運転準備（ハードウェア）

ＤＮ３１１を正常に動作させるために必要な、ハードウェア側の準備／設定について説明して

います。

第４章 ＤＮ３１１取扱方法（ソフトウェア）

ＤＮ３１１を正常に動作させるために必要な、Ｔ３／Ｔ３Ｈからのアクセス方法、ソフトウェ

ア側の設定について説明しています。

第５章 ＤＮ３１１使用例

第４章で説明した、ＤＮ３１１の取扱方法のサンプルプログラムを説明しています。

第６章 ＲＡＳ情報（通信メモリ上のＲＡＳエリアを除く）

ＤＮ３１１のＲＡＳ情報（通信メモリ上のＲＡＳエリアを除く）のフォーマット、内容を説明

しています。

第７章 トラブルシューティング

ＤＮ３１１の動作が異常になった場合の、原因の調査方法と対処方法について説明しています。

第８章 据付／配線工事

ＤＮ３１１、Ｔ３／Ｔ３Ｈの設置方法、伝送ケーブルの備え付け方法、工事要領について説明

しています。

付録

保守・点検項目、Ｔ３及びＴ３ＨのＲＥＡＤ／ＷＲＩＴＥ命令の実行時間を説明します。
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なお、本取扱説明書のほかに、Ｔ３／Ｔ３Ｈ本体、命令語、プログラマの説明書が準備されていま

すので、あわせてお読み下さい。

・Ｔ３／Ｔ３Ｈハードウェア説明書(UM-TS03***-J002)

Ｔ３／Ｔ３Ｈの基本部、基本Ｉ／Ｏについて、仕様、取り扱い方法、保守、保全方法を説明して

います。

・Ｔ３／Ｔ３Ｈ本体機能説明書(UM-TS03***-J003)

Ｔ３／Ｔ３ＨのＣＰＵが持つ機能と、その使用方法を説明し、ユーザプログラムを作成するため

に必要な情報について説明しています。

・Ｔシリーズ命令語説明書－ラダー図、ＳＦＣ編(UM-TS03***-J004)

Ｔシリーズがサポートするプログラム言語のうち、ラダー図とＳＦＣについて、各命令語の

仕様詳細を説明しています。

・Ｔシリーズプログラマ操作説明書－入門編(UM-TS03***-J006)

パーソナルコンピュータに、Ｔシリーズプログラム開発システム（Ｔ－ＰＤＳ）を組み込み、

プログラマとして機能させるための手順、及びプログラミングの基本操作について、説明して

います。

・Ｔシリーズプログラマ操作説明書－応用編(UM-TS03***-J007)

Ｔシリーズプログラム開発システム（ＴーＰＤＳ）を使用して、プログラムを作成、デバッグ、

プリントアウト及び保存するための操作方法について説明しています。

・Ｔシリーズコンピュータリンク機能説明書(UM-TS03***-J008)

ＴシリーズのＣＰＵが内蔵しているコンピュータリンク機能について、仕様、取り扱い方法

について説明しています。

登録商標について

・ は の登録商標です。DeviceNet ODVA(OpenDeviceNetVendorAssociation)

・ は、 の登録商標です。PowerTap,T­Port Tap,DeviceBoxTap,FLEX I/O RockwellAutomation Co.,Ltd.

・ はフェニックスコンタクト社の登録商標です。COMBICON
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１．デバイスネットモジュール概要

１．１ デバイスネットモジュール（ＤＮ３１１）の特徴とシステム構成例

ここでは、プログラマブルコントローラＰＲＯＳＥＣ－Ｔ３／ＰＲＯＳＥＣ－Ｔ３Ｈ用のデバイス

ネットモジュール（ＤＮ３１１）の特徴とシステム構成例を説明します。デバイスネットモジュール

（ＤＮ３１１）は、ＰＲＯＳＥＣ－Ｔ３／Ｔ３ＨにＦＡ用デバイスレベルネットワークの１つである、

デバイスネット を接続するためのインタフェースモジュールです。(DeviceNet)

ここからはプログラマブルコントローラＰＲＯＳＥＣ－Ｔ３を「Ｔ３」、ＰＲＯＳＥＣ－Ｔ３Ｈを

「Ｔ３Ｈ」、Ｔ３／Ｔ３Ｈ用デバイスネットモジュールを「ＤＮ３１１」と表記します。

またデバイスネット を「デバイスネット」と表記します。(DeviceNet)

１）デバイスネット に準拠(DeviceNet)

デバイスネット は米国 社がファクトリーオートメーション用の(DeviceNet) Rockwell Automation

ODVA(Open DeviceNetデバイスレベルネットワークとして規格／仕様化したものです。現在は

という非営利団体が中心となり、デバイスネット仕様の維持／拡張、適合製Vendor Association)

品の紹介などの活動を行っています。

ＤＮ３１１はデバイスネット上のマスタ（親局）デバイスとして、国内外のさまざまなメーカー

（ベンダー）が開発しているデバイスネット準拠のスレーブ（子局）デバイスとの間で、データ

の入力／出力を行い、Ｔ３／Ｔ３Ｈとスレーブデバイスとのインタフェースを行います。

２）入力／出力データ量、接続スレーブデバイス数、データ速度とネットワーク長

ＤＮ３１１にはデバイスネットのネットワークが１つ接続できます。ＤＮ３１１と、接続された

スレーブデバイスとの間で、入力／出力可能なデータ量は、入力：３７８ワード／出力：３７８

ワードです（１ワード＝１６点）。接続しているスレーブデバイスへの出力データおよび入力デ

ータの総数が、それぞれ３７８ワードを越えなければ、最大６３台のスレーブデバイスとデータ

の入力／出力ができます（スレーブデバイスに対して出力するデータ量、スレーブデバイスから

入力するデータ量はスレーブデバイスにより異なるので、スレーブデバイスの仕様を確認して下

さい）。

なお、本書で取り扱う出力データ／入力データの定義は下記の図に示すとおりです。

出力データ： Ｔ３／Ｔ３Ｈ → ＤＮ３１１ → スレーブデバイス

入力データ： Ｔ３／Ｔ３Ｈ ← ＤＮ３１１ ← スレーブデバイス

図１．１ 出力データ／入力データの定義

ネットワーク上のデータ速度は、５００ｋｂｐｓ／２５０ｋｂｐｓ／１２５ｋｂｐｓの３種類を

選ぶことができます。データ速度によってネットワークの最大長が変化します（５００ｋｂｐｓ

で１００ｍ、２５０ｋｂｐｓで２５０ｍ、１２５ｋｂｐｓで５００ｍ）。

詳細は、「１．２ デバイスネットのネットワーク構成」で説明します。
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３）データ入力／出力方法

ＤＮ３１１はスレーブデバイスとのデータの入力／出力方法として、デバイスネット規格で規定

されている「ポーリング命令／応答」と「ビットストローブ命令／応答」をサポートしています。

「ポーリング命令／応答」および「ビットストローブ命令／応答」の詳細は「１．４ 基本機

能」で説明します。

４）システム構成例

ＤＮ３１１を使用してどのようなシステムが構成できるかを説明します。ＤＮ３１１は、Ｔ３／

Ｔ３ＨのＩ／Ｏスロットに実装して使用します。Ｔ３／Ｔ３ＨはＤＮ３１１を介して、デバイス

ネット上のスレーブデバイスとデータの入力／出力を行うことができます。

下記の例では、ＤＮ３１１は入力／出力装置、センサ、ドライブ装置といった、デバイスネット

準拠のスレーブデバイスと接続しています。またＴ３／Ｔ３Ｈと上位コントローラの間は、弊社

専用の制御ＬＡＮ（ＴＯＳＬＩＮＥ－Ｓ２０）で接続しています。

デバイスネットの配線では、Ｔ分岐方式とマルチドロップ方式を組み合わせることができるため、

設置環境に合わせた配線が可能です。

上位コンピュータ

Ｔ３Ｈ ：ＰＲＯＳＥＣ－Ｔ３Ｈ

Ｔ３（Ｈ）：ＰＲＯＳＥＣ－Ｔ３/Ｔ３Ｈ

ＥＮ３１１：Ｔ３Ｈ用イーサネットモジュール

Ｓ２０ ：ＴＯＳＬＩＮＥ－Ｓ２０

Ｅｔｈｅｒｎｅｔ

ＴＯＳＬＩＮＥ－Ｓ２０

Ｔ Ｓ Ｔ Ｅ Ｓ Ｄ Ｄ
３ ２ ３ Ｎ ２ Ｎ Ｎ
０ Ｈ ３ ０ ３ ３

１ １ １
１ １ １

デバイスネット

デバイスネット

入力／出力

入力／出力 装置 入力／出力

装置 センサ センサ 装置

ドライブ装置 ドライブ装置

入力／出力装置 センサ

図１．２ システム構成例
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１．２ デバイスネットのネットワーク構成

ここでは、デバイスネットのネットワーク構成について説明します。

１．２．１ ネットワーク構成

デバイスネットのネットワーク構成は、図１．３に示すような、幹線－支線（トランクライン－ド

ロップライン）構成です。

１）ノード

図１．３のノードには、入力／出力装置、センサ、ドライブ装置等のスレーブデバイス、ＤＮ３

１１のようなスレーブデバイスとのデータ交換を行うマスタデバイスがあります。１つのネット

ワークに６４台のノードが接続可能で、マスタデバイスは１ネットワークに１台だけ存在できま

す。マスタデバイス／スレーブデバイスの物理的配置は、特に制限はありません。

ネットワーク上のデバイスネット機器には、他ノードとの識別に使用する番号（ノードアドレス

：ＮＡ）を設定します。ノードアドレスの値の範囲は０～６３の１０進数で、１ネットワークに

接続するデバイスのノードアドレスは、必ず違う値でなければなりません。

２）幹線（トランクライン）

デバイスネット規格では、幹線とは最も離れたノードを結ぶケーブルのことをいいます。幹線上

に直接ノードを取り付けることが可能です（ドロップライン無し接続）。幹線の長さは、ネット

ワークの通信速度により変化します。また幹線の両端には終端抵抗が必要です。

３）支線（ドロップライン）

幹線上のタップから分岐するケーブルは、全て支線（ドロップライン）になります。支線の長さ

はネットワークの通信速度に関係無く、タップから末端ノードまで最大６ｍです（支線の総延長

はネットワークの通信速度により変化します）。支線上には１つまたは複数のノードが接続でき

ます。支線上のノードの配置は、図１．３に示す３つの構成が可能です。

ａ）タップ／マルチポートタップからの短いドロップライン構成

ｂ）ドロップライン上のマルチドロップ構成

ｃ）ドロップライン上のブランチ構成（トランクラインはブランチ構成はできません）

マルチポートタップ 終端
ｃ）ブランチ構成 ノード４５ タップ 抵抗

ノード３５
タップ ノード５０

ノード３０
ノード４０ ノード５５

終端 マルチポート ノード６０
抵抗 タップ タップ

ｂ）マルチドロップ
構成

ノード０

幹線
ノード ノード ノード ノード

支線無し ノード５ １０ １５ ２０ ２５ 支線

ａ）短いドロップライン構成

図１．３ デバイスネットネットワーク構成例
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１．２．２ 幹線／支線とケーブル最大長

デバイスネット規格には、太ケーブル と細ケーブル の規定があります。規(Thick Cable) (Thin Cable)

格の詳細は Ⅰをご覧下さい。現在、太ケーブルと細ケーブルの規格に適合したケDeviceNet Volume

ーブルが市販されていますので、ネットワークの構成に合わせてご購入下さい（「３．６ ネットワ

ーク構成機器」で説明します）。

１）幹線

デバイスネットの幹線は、太ケーブルまたは細ケーブルで構成します（太ケーブル、細ケーブル

の混在も可能です）。細ケーブルは太ケーブルに比べて柔らかいので、ケーブルの敷設が容易で

す。逆に太ケーブルは、細ケーブルよりネットワーク長を長くすることができます。幹線の最大

長は、ネットワークの通信速度と使用するケーブルの種類により変化します。詳細については、

「３）ネットワーク最大長」、で説明します。

２）支線

デバイスネットの支線は細ケーブルで構成します。支線の長さは表１．１の通りです。

支線上のノードの配置は、短いドロップライン構成／マルチドロップ構成／ブランチ構成が可能

ですが、それぞれの場合の支線長と総延長の計算方法を図１．４に示します。

表１．１ 支線の最大長

通信速度 支線長 １ネットワークの総延長

１２５ｋｂｐｓ １５６ｍ

２５０ｋｂｐｓ ６ｍ ７８ｍ

５００ｋｂｐｓ ３９ｍ

マルチポート 終端
ノード４５ タップ タップ 抵抗

ブランチ構成
ｇ

ノード３５ ｆ ノード５０
タップ

ｉ ｅ
ｈ ノード５５

ノード３０
ノード４０

マルチポート ノード６０
終端抵抗 タップ タップ

マルチドロップ
構成

ノード０ ａ
ｂ ｄ

ｃ
ノード ノード

ノード５ １０ １５ ノード ノード
２０ ２５

短いドロップライン構成

各支線長：ａ≦６ｍ、ｂ≦６ｍ、ｃ≦６ｍ、ｄ≦６ｍ（短いドロップライン構成）

ｅ≦６ｍ（マルチドロップ構成）

ｆ＋ｇ≦６ｍ、ｆ＋ｈ≦６ｍ、ｆ＋ｉ≦６ｍ（ブランチ構成）

支線の総延長：ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ＋ｅ＋ｆ＋ｇ＋ｈ＋ｉ

図１．４ 支線長計算例
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３）ケーブル最大長

ネットワーク上の２つのノード間の距離は、デバイスネット規格の「ケーブル最大長」を超える

ことはできません。図１．４では、ノード０からノード６０までの距離が「ケーブル最大長」を

超えるような敷設はできません。

「ケーブル最大長」は、ネットワークの通信速度と、幹線に使用するケーブルの種類により変化

します。

ａ）幹線を太ケーブルまたは細ケーブルのみで構成し、支線を使用しない（幹線上にノードを全

部接続する）場合（図１．５）のケーブル最大長を、表１．２に示します。

この場合は「ノード０～ノードｎ間の幹線最大長」＝「ケーブル最大長」になります。

また「ノード０～ノードｎ間の幹線最大長」＝「ケーブル最大長」の場合、ノード０および

ノードｎより外側に新しくノードを取り付けることはできません。

２ノード間距離 ≦ ケーブル最大長

終端抵抗 終端抵抗

ノード０ ノード２ ノード３ ・・・・・・・ ノードｎ

図１．５ 支線を使用しないネットワークの２ノード間距離

表１．２ ケーブル最大長（太ケーブル／細ケーブルのみ）

通信速度 太ケーブルのみ 細ケーブルのみ

１２５ｋｂｐｓ ５００ｍ １００ｍ

２５０ｋｂｐｓ ２５０ｍ １００ｍ

５００ｋｂｐｓ １００ｍ １００ｍ

２ ノ ー ド 間ｂ）幹線を太ケーブルまたは細ケーブルのみで構成し、さらに支線を使用する場合の

は図１．６のようになります。 は表１．２のとおりです。の最大距離 ケーブル最大長

この場合の「２ノード間の 」は、下記のようになります。幹線の最大長

２ノード間の幹線の最大長 ＝ ケーブル最大長（表１．２の値）

－ 幹線の両端にあるノードの支線長

図１．６の場合、ノード０～ノードｎ間の幹線最大長は、ケーブル最大長（表１．２の値）

から、ノード０とノードｎの支線長を引いた長さになります。

２ノード間距離 ≦ ケーブル最大長

終端抵抗 終端抵抗

ノード２ ノード３ ・・・・・・・

ノード０ ノードｎ

図１．６ 支線を使用したネットワークの２ノード間距離
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２ ノ ー ド 間ｃ）太ケーブルと細ケーブルが混在した幹線を構成し、さらに支線を使用する場合の

は、図１．７のようになります。 は、表１．３の計算式で求めての最大距離 ケーブル最大長

下さい。

この場合の「２ノード間の 」は、下記のようになります。幹線の最大長

２ノード間の幹線の最大長 ＝ ケーブル最大長（表１．３の値）

－ 幹線の両端にあるノードの支線長

図１．７の場合、ノード０～ノードｎ間の幹線最大長は、ケーブル最大長（表１．３の値）

から、ノード０とノードｎの支線長を引いた長さになります。

２ノード間距離 ≦ ケーブル最大長

終端 終端

抵抗 抵抗

L­thin L­thick

ノード０ ・・・・・・・ ノード３ ・・・・・・・ ノードｎ

図１．７ 支線を使用したネットワークの２ノード間距離

表１．３ ケーブル最大長（太ケーブル／細ケーブル混在）

通信速度 計算式

１２５ｋｂｐｓ ＋ ５× ≦ ５００ｍL­thick L­thin

２５０ｋｂｐｓ ＋ ２．５× ≦ ２５０ｍL­thick L­thin

５００ｋｂｐｓ ＋ ≦ １００ｍL­thick L­thin

：細ケーブルを使用した幹線部分の長さ（ｍ）L­thin

：太ケーブルを使用した幹線部分の長さ（ｍ）L­thick

１．２．３ 終端抵抗

デバイスネットでは、信号の反射を軽減し、通信を安定化するために、終端抵抗を幹線の両端に取

り付ける必要があります。終端抵抗の仕様は以下のとおりです。

・１２１Ω

・１％の金属皮膜

・１／４Ｗ

現在、終端抵抗の仕様に適合した製品が市販されていますので、ご購入下さい。「３．６ ネットワ

ーク構成機器」をご覧下さい。

取扱上のお願い
１．幹線、支線ともノードが接続されていないケーブルだけを延ばしておく

ようなネットワーク構成にはしないで下さい。

２．終端抵抗はノードに取り付けないで下さい。通信エラーの原因になること

があります。

３．終端抵抗は支線の端に取り付けないで下さい。幹線の両端にのみ取り付け

て下さい。
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１．３ 準拠規格と商標について

デバイスネット は、米国 社がファクトリーオートメーション用の(DeviceNet) Rockwell Automation

ODVA (Open DeviceNet Vendorデバイスレベルネットワークとして規格／仕様化したもので、現在は

という非営利団体が中心となり、デバイスネットの仕様の維持／拡張、適合製品の紹介Association)

などの活動を行っています。

デバイスネット規格には、 ： と ：Volume DeviceNet Communication Model and Protocol VolumeⅠ Ⅱ

があり、これらの中で、ハードウェアとソフトウェアのDeviceNet Device Profiles and Object Library

規格が定められています。 、 はそれぞれ という形でバージョン管理さVolume Volume Release?.?Ⅰ Ⅱ

れています。

ＤＮ３１１が準拠するデバイスネット規格は、 Ⅰ と Ⅱ でVolume ­Release1.3 Volume ­Release1.2

す。

商標について

・ は の登録商標です。DeviceNet ODVA(OpenDeviceNet Vendor Association)

・ は、 の登録商標です。PowerTap,T­Port Tap,DeviceBoxTap,FLEX I/O RockwellAutomation Co.,Ltd.

・ はフェニックスコンタクト社の登録商標です。COMBICON
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１．４ 基本機能

ここでは、ＤＮ３１１とスレーブデバイス間の通信機能である、以下の２方式について説明します。

１）ポーリング命令／応答方式

２）ビットストローブ命令／応答方式

１．４．１ ポーリング命令／応答方式

ポーリング命令／応答方式は、マスタデバイス⇔スレーブデバイス間で、任意の量のデータ入力／

出力を行うために使用します。

マスタデバイスは自局内に、ネットワーク上の各スレーブデバイスの情報（ノードアドレス、入力

／出力データ量、等のリスト：スキャンリスト）を持っています。ポーリング命令の場合は、マスタ

デバイスがこの情報を基にして、各スレーブデバイスに対して任意の量のデータを出力します。

スレーブデバイスはポーリング命令に対する応答データ（データ量は任意）をマスタデバイスに送

信します（ポーリング応答）。スレーブデバイスがポーリング命令をどう解釈して、ポーリング応答

にどのようなデータを送信するかは、スレーブデバイスの仕様によります。

当然の事ながら、本通信機能はスレーブデバイスがポーリング命令／応答方式に対応していること

が必要です（デバイスネットのスレーブデバイスは、ほとんどこの方式をサポートしています）。

１）ポーリング命令

図１．８の例では、ＤＮ３１１はセンサをポーリングしてセンサ入力情報を入力し、アクチュエ

ータに対して出力制御データを送ろうとしています。

Ｔ３／Ｔ３ＨからＤＮ３１１に対してポーリングの出力データを渡す方法は、５章の「スレーブ

デバイスとの通信」の部分で説明します。

Ｔ３（Ｈ） ＮＡ（ノードアドレス）：

１つのデバイスネットのネットワークに接続している、

マスタ デバイスネット機器が持つノード識別番号。

ＤＮ３１１ 値の範囲は１０進数で０～６３。

ＮＡ＝１ デバイスネットでは、１ネットワークに接続するデバイスの

ノードアドレスは、必ず違う値でなければなりません。

スレーブ１ スレーブ３ スレーブ５

近接センサ 光電センサ ｱｸﾁｭｴｰﾀ

ＮＡ＝１９ ＮＡ＝２２ ＮＡ＝５２

ポーリング命令／ ポーリング応答

図１．８ ポーリング命令／応答方式の例

２）ポーリング応答

ポーリング命令を受け取ったスレーブデバイスは、スレーブデバイスごとに、任意の量の応答デ

ータをマスタデバイスに送信します。

応答データの内容は、スレーブデバイスの仕様によります。

Ｔ３／Ｔ３ＨがＤＮ３１１から、ポーリングの応答データを読み出す方法は、「５．スレーブデ

バイスとの通信」の部分で説明します。
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１．４．２ ビットストローブ命令／応答方式

ビットストローブ命令／応答方式は、マスタデバイス⇔スレーブデバイス間で、少量のデータ入力

／出力を行うために使用します。

ビットストローブ命令では、マスタデバイスがスキャンリストの情報を基にして、各スレーブデバ

イスに対して、一斉に１ビットのデータを出力します。

各スレーブデバイスは、ビットストローブ命令に対する応答（０～８バイト）をマスタデバイスに

送信します（ビットストローブ応答）。スレーブデバイスがビットストローブ命令をどう解釈して、

ビットストローブ応答にどのようなデータを送信するかは、スレーブデバイスの仕様によります。

当然の事ながら、本通信機能はスレーブデバイスがビットストローブ命令／応答方式に対応してい

ることが必要です。

１）ビットストローブ命令

ネットワーク上のビットストローブ対応スレーブデバイスに、一斉同報でデータを送信します。

ビットストローブ命令は、６４ビットの出力データを含んでいて、ネットワーク上のノードアド

レスごとに、１ビットの出力ビットが割り当てられています（図１．９）。

図１．９の例では、ＤＮ３１１はビットストローブ方式でセンサ情報を入力し、出力制御データ

をアクチュエータに送ろうとしています。

Ｔ３／Ｔ３ＨからＤＮ３１１に対して、ビットストローブの出力データを渡す方法は、５章の

「スレーブデバイスとの通信」の部分で説明します。

Ｔ３（Ｈ）

マスタ ビットストローブ命令のデータ

ＤＮ３１１

ＮＡ＝１ ビット番号

０ １ ････ 19 20 21 22 23 24 ････ 51 52 ････ 63

スレーブ１ スレーブ２ スレーブ３ スレーブ４ スレーブ５

近接センサ 近接センサ 光電センサ 光電センサ ｱｸﾁｭｴｰﾀ

ＮＡ＝１９ ＮＡ＝２１ ＮＡ＝２２ ＮＡ＝２３ ＮＡ＝５２

ビットストローブ命令／ ビットストローブ応答

図１．９ ビットストローブ命令／応答方式の例

２）ビットストローブ応答

ビットストローブ命令を受け取ったスレーブデバイスは、スレーブデバイスごとに０～８バイト

の応答データをマスタデバイスに送信します。応答データの内容は、スレーブデバイスの仕様に

よります。

Ｔ３／Ｔ３ＨがＤＮ３１１から、ビットストローブの応答データを読み出す方法は、「５．スレ

ーブデバイスとの通信」の部分で説明します。
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１．４．３ 同期／非同期モードとデータ更新周期

ＤＮ３１１とスレーブデバイス間の通信機能には、前節で説明したように、ポーリング命令／応答

方式とビットストローブ命令／応答方式があります。またＴ３／Ｔ３ＨとＤＮ３１１とのデータ交換

の方法には、同期モードと非同期モードがあります。

ここでは、同期モード／非同期モードについて説明します。

１）同期モード

出力時：Ｔ３／Ｔ３ＨはＤＮ３１１に、スレーブデバイスに対する出力データを予め書き込み、

ポーリング命令／ビットストローブ命令を起動します。

ＤＮ３１１は、ポーリング命令／ビットストローブ命令を起動されると、出力データを

スレーブデバイスに送信します。

入力時：ＤＮ３１１は、ポーリング応答／ビットストローブ応答により、スレーブデバイスから

データを受信します。全スレーブデバイスから受信し終わると、ＤＮ３１１は入力デー

タを整理して、Ｔ３／Ｔ３Ｈに対して、入力完了を表示します。

Ｔ３／Ｔ３Ｈで入力データを読み出す場合は、ＤＮ３１１の入力が完了していることを

確認してから入力データを読み出します。

Ｔ３／Ｔ３Ｈデータ更新周期

Ｔ３／ 出力 入力 出力

Ｔ３Ｈ データ データ データ

出力 出力

指示 入力 指示 入力

完了 完了

出力 入力 出力 入力

ＤＮ３１１ 処理 処理 処理 処理

スレーブ 応答 応答

出力データおよび入力データのＴ３／Ｔ３Ｈ⇔スレーブデバイス間の転送は、Ｔ３／Ｔ３Ｈ側の

プログラムの出力／入力の周期に同期してしています。

このため同期が保証されるデータ値は、スレーブデバイス全体に対する１回分の出力／入力デー

タになります。
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２）非同期モード

出力時：Ｔ３／Ｔ３ＨはＤＮ３１１に、スレーブデバイスに対する出力データを書き込みます。

ＤＮ３１１は、Ｔ３／Ｔ３Ｈの出力データ書き込みのタイミングに関係無く、自局内に

持っているスキャン周期で、書き込まれた出力データをスレーブデバイスに送信します。

Ｔ３／Ｔ３Ｈから出力データを更新されない限り、同じデータをスレーブデバイスに送

信します。

入力時：ＤＮ３１１は、ポーリング応答／ビットストローブ応答により、スレーブデバイスから

データを受信します。全スレーブデバイスから受信し終わると、ＤＮ３１１は入力デー

タを更新します。Ｔ３／Ｔ３Ｈに受信完了は通知しません。

Ｔ３／Ｔ３Ｈは、ＤＮ３１１の入力データ更新のタイミングに関係無く、入力データを

読み出します。

Ｔ３／Ｔ３Ｈデータ更新周期

Ｔ３／ 出力 入力 出力

Ｔ３Ｈ データ データ データ

ＤＮ３１１スキャン

出力 入力 出力 入力 出力 入力 出力

ＤＮ３１１ 処理 処理 処理 処理 処理 処理 処理

スレーブ 応答 応答 応答

出力データおよび入力データのＴ３／Ｔ３Ｈ⇔ＤＮ３１１間転送と、ＤＮ３１１⇔スレーブデバ

イス間転送は、非同期で動作しています。Ｔ３／Ｔ３Ｈ⇔ＤＮ３１１間転送は、Ｔ３／Ｔ３Ｈ側

プログラムの出力／入力の周期に同期し、ＤＮ３１１⇔スレーブデバイス間転送は、ＤＮ３１１

内のスキャン周期に同期しています。

保証されるデータ値は１ワード（１６ビット）単位になりますが、同期モードに比べて、データ

転送処理のためシーケンスプログラムが簡略化されます。

またＤＮ３１１側のスキャン周期が、Ｔ３／Ｔ３Ｈのスキャン周期より短い場合、Ｔ３／Ｔ３Ｈ

⇔スレーブデバイス間の、データ更新の時間遅れは小さくなります。

ＤＮ３１１のスキャン時間は、接続するスレーブデバイスの台数、スレーブデバイスごとの伝送

データ量、接続するスレーブデバイスの性能により変化します。
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１．５ ＤＮ３１１仕様

１．５．１ 機能仕様

ＤＮ３１１の機能仕様は表１．４の通りです。ＤＮ３１１の一般仕様は、Ｔ３／Ｔ３Ｈ本体に準拠

します。

表１．４ 機能仕様

項目 仕 様

モジュール形式 ＤＮ３１１

（ペットネーム）

デバイスネット 準拠(DeviceNet)

媒体アクセス方式 ＣＳＭＡ／ＮＢＡ方式（注）

伝 変調方式 ベースバンド方式

伝送路形式 バス型

送 データ速度 １２５ｋｂｐｓ ２５０ｋｂｐｓ ５００ｋｂｐｓ

ネットワーク最大長 ５００ｍ ２５０ｍ １００ｍ

仕 最大ノード数 ６４台／ネットワーク（マスタ１台、スレーブ６３台）

コネクタ フェニックスMSTBP2.5/5­STF­5.08 AB GY AU SO

様 コンタクト社製TMSTBP 2.5/5­STF­5.08 ABGYAU

接続ケーブル ケーブル（太ケーブル）DeviceNet THICK

ケーブル（細ケーブル）DeviceNet THIN

通信機能 １．ポーリング命令／応答方式（同期／非同期）

２．ビットストローブ命令／応答方式（同期／非同期）

ＲＡＳ機能 １．電源投入時の自己診断

ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＣＡＮコントローラ、

Ｔ３／Ｔ３Ｈインタフェースバッファメモリ

２．Ｔ３／Ｔ３Ｈインタフェースバッファメモリ上の

ＲＡＳ情報

３．ＲＡＳ情報読み出しによる情報

・事象トレース

・ＣＡＮコントローラ（回線）情報

４．時刻設定機能

５．正面パネルの７セグメントＬＥＤによる、モジュール

ステータス／ネットワークステータスの表示

消費電流［ｍＡ］ Ｔ３／Ｔ３Ｈ側（ＤＣ５Ｖ）：６００ｍＡ

ネットワーク側（ＤＣ２４Ｖ）：９０ｍＡ

外形寸法［ｍｍ］ ３５（Ｗ）×２５０（Ｈ）×１１０（Ｄ）

重量［ｇ重］ ４００

ボード仕様 １スロット（スロ ット幅）

実装方法 Ｔ３／Ｔ３Ｈベースユニット（基本／拡張）

Ｉ／Ｏスロット

実装モジュール数 「１．５．２ 実装モジュール数」をご覧下さい

アクセス方法 ＲＥＡＤ／ＷＲＩＴＥ命令

（モジュール制御、データ入力／出力）

Carrier Sense Multiple Access with Non­destructive Bitwise Arbitration（注）ＣＳＭＡ／ＮＢＡ方式：
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１．５．２ 実装モジュール数

ここでは、ＤＮ３１１をＴ３／Ｔ３Ｈに実装できる数量と、Ｔ３／Ｔ３ＨからＤＮ３１１に対して

アクセスする場合の命令実行時間について説明します。

１）ＤＮ３１１の実装可能枚数

ＤＮ３１１の実装可能枚数は、Ｔ３電源モジュールの電源供給能力とＴ３およびＴ３Ｈシステム

全体の消費電流により決定します。

表１．５ ＤＣ５Ｖ供給電流／消費電流

電源モジュール（ＰＳ３６１） ＤＣ５Ｖ供給 ７０００ｍＡ

Ｔ３－ＣＰＵモジュール（ＰＵ３２５） ＤＣ５Ｖ消費電流 ２５００ｍＡ

Ｔ３Ｈ－ＣＰＵモジュール ＤＣ５Ｖ消費電流 ２５００ｍＡ

（ＰＵ３２６Ｈ）

拡張インタフェースモジュール ＤＣ５Ｖ消費電流 ２０ｍＡ

（ＩＦ３１１／ＩＦ３５１）

ＤＮ３１１ ＤＣ５Ｖ消費電流 ６００ｍＡ

基本ベースユニットの実装枚数：（７０００－２５００－２０）÷６００＝７．５ → ７台

拡張ベースユニットの実装枚数：（７０００－２０）÷６００＝１１．６ → １１台

（拡張ベースユニットごとに電源モジュールを接続した場合）

Ｔ３の最大構成は、基本ベースユニット×１台＋拡張ベースユニット×３台なので、ＤＮ３１１

の最大実装可能枚数は、４０台になります。

Ｔ３Ｈの最大構成は、基本ベースユニット×１台＋拡張ベースユニット×６台なので、ＤＮ３１

１の最大実装可能枚数は、７３台になります。

実際には、お客様のご使用になられるシステムで、ＤＮ３１１以外のモジュールをどれくらい実

装するかにより、ＤＮ３１１の最大実装可能枚数は変わります。
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２）Ｔ３／Ｔ３ＨからＤＮ３１１に対してアクセスする場合の命令実行時間

Ｔ３／Ｔ３ＨからＤＮ３１１を通してスレーブデバイスにデータを出力する場合、出力データを

ＷＲＩＴＥ命令でＴ３／Ｔ３ＨからＤＮ３１１に書き込みます。また、ＤＮ３１１を通してスレ

ーブデバイスからデータを入力する場合は、ＲＥＡＤ命令でＤＮ３１１から読み出します。

Ｔ３（ＰＵ３２５）およびＴ３Ｈ（ＰＵ３２５Ｈ／ＰＵ３２６Ｈ）の命令実行時間を表１．６に

示します。

ＤＮ３１１には出力データエリア（スレーブデバイスへの出力データを格納するエリア）と入力

データエリア（スレーブデバイスからの入力データを格納するエリア）が、各３７８ワードずつ

あります。３７８ワードをアクセスする場合のＴ３／Ｔ３ＨのＷＲＩＴＥ／ＲＥＡＤ命令の実行

時間は、表１．７のようになります。ただし、ＲＥＡＤ／ＷＲＩＴＥ命令は一括で２５６ワード

の転送までしかできないので、３７８ワードを転送する場合、２回に分けて転送する必要があり

ます（例：２５６ワードと１２２ワードに分割する）。

スレーブデバイスとの入力／出力データが３７８ワードより小さければ、命令実行時間は小さく

なります。逆に、出力データエリア／入力データエリアを何回にも分けてアクセスする場合は、

アクセスした回数分の命令実行時間が掛かります。（出力データエリア／入力データエリアは、

「４．２ 入力／出力データエリア」で説明します）

表１．６ ＲＥＡＤ／ＷＲＩＴＥ命令実行時間（μｓ）

Ｔ３ Ｔ３Ｈ（基本ベース） Ｔ３Ｈ（拡張ベース）

ＲＥＡＤ命令 ７４９＋１５．０×Ｎ ２６１＋１０．０×Ｎ ２８１＋１３．０×Ｎ

ＷＲＩＴＥ命令 ７３３＋１５．０×Ｎ ２５２＋１０．０×Ｎ ２７９＋１３．０×Ｎ

Ｎ：転送ワード数

表１．７ ＤＮ３１１アクセスの最大実行時間（ｍｓ）（入力／出力とも３７８ワード）

Ｔ３ Ｔ３Ｈ（基本ベース） Ｔ３Ｈ（拡張ベース）

ＲＥＡＤ命令 ７．１９ ４．３０ ５．４８

ＷＲＩＴＥ命令 ７．１４ ４．２８ ５．４７

計 １４．３３ ８．５８ １０．９５

表１．７の値は１台のＤＮ３１１アクセスにかかる時間です。ＤＮ３１１を複数実装する場合は、

。各ＤＮ３１１に対してのアクセスにかかる命令実行時間を計算して、合計して下さい

Ｔ３／Ｔ３Ｈが複数のＤＮ３１１にアクセスする時間とＤＮ３１１にアクセスする以外の入力／

出力および内部処理に掛かる時間の合計が、お客様の必要とするシステムの応答性よりも大きい

場合は、１台のＴ３／Ｔ３ＨではＤＮ３１１全体をカバーできません。お客様のシステム構成に

応じて、ＤＮ３１１を実装するＴ３／Ｔ３Ｈを分けて下さい。
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２．ＤＮ３１１各部の名称／機能

本章では各部の名称と機能について説明します。

２．１ 外形・寸法

図２．１ 外形・寸法図 単位［ｍｍ］
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２．２ 各部の名称

ＤＮ３１１

○ ○ モジュールステータス／ネットワークステータス

ＭＳ ＮＳ 表示用ＬＥＤ

ノードアドレス／エラーコード表示用
７セグメントＬＥＤ

ＮＡ／ＥＲＲＯＲ

ＮＡ－Ｈ ○
ノードアドレス設定用ロータリスイッチ

ＮＡ－Ｌ ○

ＯＮ
0SEN
BUSOFF 動作モード／通信速度設定用ディップスイッチ
DR1
DR0

○

テスト用コネクタ（Ｄ－ＳＵＢ ９ＰＩＮ）

○
ＬＯＡＤＥＲ

○ 赤

□ 白・

□・

･ デバイス側コネクタ（デバイスネット接続用）・

□・

□ 青・

○ 黒

DeviceNet

図２．２ 外観図（正面）
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２．３ 各部の機能

１）モジュールステータス／ネットワークステータス表示用ＬＥＤ（ＭＳ／ＮＳ）

本ＬＥＤは緑／赤の２色点灯が可能で、色の区別と点灯／点滅により、ＤＮ３１１の動作状態

（ＭＳ）とネットワークの状態（ＮＳ）の概要を表示します。

ＬＥＤ 表示状態 表示の意味（主な異常）

ＭＳ 消灯 ・ＤＮ３１１に電源が供給されていない

・ＤＮ３１１に電源は供給されているが、ランモード（※１）に

なっていない

ノードアドレス／エラーコード表示用７セグメントＬＥＤが

自局ノードアドレスを表示していれば、電源供給有り

緑点灯 ・ＤＮ３１１は正常動作中

緑点滅 ・ＤＮ３１１はスイッチ設定読み出し中

赤点滅 ・ＤＮ３１１に回復可能な異常発生

→スイッチ設定異常（ディップスイッチ／ロータリースイッチ）等

赤点灯 ・ＤＮ３１１に回復不可能な異常発生（ダウン状態）

モジュール交換が必要な場合もあります

ＮＳ 消灯 ・ＤＮ３１１に電源が供給されていない（ＭＳを確認）

・ＤＮ３１１に電源は供給されているが、ランモード（※１）に

なっていない（ＭＳを確認）

・ＤＮ３１１に回復不可能な異常発生（ダウン状態：ＭＳを確認）

・ＤＮ３１１にネットワーク電源が供給されていない

緑点灯 ・ＤＮ３１１はスレーブデバイスと正常に通信中

緑点滅 ・ＤＮ３１１とスレーブデバイス間の通信が確立していない

・ＤＮ３１１にスレーブデバイスが１台も登録されていない

赤点滅 ・１台以上のスレーブデバイスと通信ができなくなった

赤点灯 ・ＤＮ３１１でバスオフ（※２）発生による通信停止

・ノードアドレス重複による通信停止

（※１）ランモードについては、「４．６ 動作モード制御」で説明します。

（※２）バスオフ(Busoff)：デバイスネットの各ノードは、伝送路の異常を監視していて、

自ノードが原因で異常が多発していると判断した場合、

自ノードを伝送路から切り離します。この状態をバスオフ状態

と呼びます。
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２）ノードアドレス／エラーコード表示用７セグメントＬＥＤ（ＮＡ／ＥＲＲＯＲ）

ＤＮ３１１が正常にスレーブデバイスと伝送していれば、自局のノードアドレスを表示します。

補足：ノードアドレス…１つのネットワークに接続しているデバイスネット機器（ノード）が

持つ、ノード識別番号。値の範囲は１０進数で０～６３。

デバイスネットでは、１つのネットワークに接続するノードのノード

アドレスは、必ず違う値でなければなりません。

また下記の場合は、本ＬＥＤとモジュールステータス／ネットワークステータス表示用ＬＥＤ

の組合せで、モジュールまたはネットワークの状態を表示します。

・ＤＮ３１１またはネットワーク上に異常が発生した場合

・Ｔ３／Ｔ３Ｈからの要求でエラーが発生した場合

（パラメータ設定や動作モードの制御等はＴ３／Ｔ３Ｈからの要求で行います）

・ＤＮ３１１がダウンした場合

本ＬＥＤとモジュールステータス／ネットワークステータス表示用ＬＥＤの組合せとその意味

については、「６．２ ７セグメントＬＥＤの表示内容」で説明します。

３）動作モード／通信速度設定用ディップスイッチ

ＤＮ３１１のバスオフ発生時の動作モードの設定およびネットワーク上の通信速度（５００ｋ

ｂｐｓ／２５０ｋｂｐｓ、１２５ｋｂｐｓ）の設定をこのディップスイッチで行います。

ディップスイッチの内容および設定方法は「３．２ スイッチ設定」で説明します。

４）ノードアドレス設定用ロータリースイッチ（ＮＡ－Ｈ／ＮＡ－Ｌ）

ＤＮ３１１が接続している、デバイスネットのネットワークでのノードアドレスを設定します。

ネットワーク内の他のノード（スレーブデバイス）とノードアドレスが重複しない限り、ＤＮ

３１１のノードアドレスは０～６３（１０進数）の範囲内で設定することができます。

ロータリースイッチの設定方法は「３．２ スイッチ設定」で説明します。

５）テスト用コネクタ

弊社のメンテナンス専用コネクタで、ご使用にはなれません。

６）デバイス側コネクタ（デバイスネット接続用）

デバイスネットのケーブルをＤＮ３１１に接続するためのコネクタです。ケーブル接続の方法

は、「３．４ ネットワークへの接続」で説明します。
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３．運転準備（ハードウェア）

３．１ ＤＮ３１１設定フローチャート（ハードウェア）

危険
１．非常停止回路、インターロック回路などはＤＮ３１１を含めたＰＣの

外部で構成して下さい。

ＰＣやＤＮ３１１に故障や誤動作が生じた場合、人身事故に至る危険性

があります。また、機械の破損や事故の恐れもあります。

注意
２．運転中のプログラム変更、強制出力、ＲＵＮ(運転)、ＨＡＬＴ(停止)

などの操作は十分安全を確認して行って下さい。

操作ミスにより機械の破損や事故の恐れがあります。

以下にＤＮ３１１の設定方法のフローチャートを示します。

開始

ＤＮ３１１のノードアドレス、動作モードおよび

ＤＮ３１１のノードアドレス／ 通信速度は、正面パネルにあるディップスイッチで

動作モード／通信速度設定 設定します。

詳細は「３．２ スイッチ設定」をご覧下さい。

ＤＮ３１１をＴ３／Ｔ３ＨベースユニットのＩ／Ｏ

ＤＮ３１１をＴ３／Ｔ３Ｈの スロットへ実装します。詳細は「Ｔ３／Ｔ３Ｈ

Ｉ／Ｏスロットへ実装 ハードウェア説明書」の「４．３ モジュールの

取り付け」をご覧下さい。

ネットワーク側コネクタ（ＤＮ３１１に添付）を

ＤＮ３１１をネットワークに接続 使用して、デバイスネットケーブルをＤＮ３１１に

接続します。詳細は「３．４ ネットワークへの

接続」をご覧下さい

デバイスネット機器の通信用電源は、ネットワーク

ＤＮ３１１にネットワーク電源を供給 ケーブルから供給します。詳細は「３．５ ネット

ワーク電源／接地」をご覧下さい。

上記の作業が終了後、Ｔ３／Ｔ３Ｈの電源を投入

Ｔ３／Ｔ３Ｈ電源を供給 します。電源配線／接地方法の詳細は「Ｔ３／Ｔ３Ｈ

ハードウェア説明書」の「４．５ 接地」、

「４．６ 電源配線」をご覧下さい。

終了

図３．１ ＤＮ３１１設定フローチャート
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３．２ スイッチ設定

ＤＮ３１１は正面パネル上にディップスイッチとロータリースイッチを持っており、各スイッチを

使用して、ＤＮ３１１の動作モード、通信速度、ノードアドレスを設定します。

３．２．１ 動作モード／通信速度設定用ディップスイッチ

ＮＡ－Ｈ ○

ＮＡ－Ｌ ○

ＯＮ
0SEN
BUSOFF ←動作モード／通信速度設定用ディップスイッチ
DR1
DR0 工場出荷時設定：全てＯＦＦ

図３．２ 動作モード／通信速度設定用ディップスイッチ部

表３．１ ディップスイッチ設定

ディップスイッチ名称 機能

１ ＯＳＥＮ システムで予約しています。ＯＦＦ固定で使用して下さい

２ ＢＵＳＯＦＦ ＤＮ３１１がバスオフ状態（※１）になった場合の動作モード

を指定します。

ＯＮ ：バスオフになると、ＤＮ３１１は内部のネットワーク

コントローラを初期化して、スタンバイモードになり

ます。バスオフの原因を解除後、Ｔ３／Ｔ３Ｈの命令

で伝送を再開して下さい。

ＯＦＦ：バスオフになると、ＤＮ３１１は内部のネットワーク

コントローラを初期化後、伝送を再開します。

（工場出荷時設定）

３ ＤＲ１ 通信速度を設定します。表３．２を参照して下さい。

４ ＤＲ０

（※１）バスオフ(Busoff)：デバイスネットの各ノードは、伝送路の異常を監視していて、

自ノードが原因で異常が多発していると判断した場合、

自ノードを伝送路から切り離します。

この状態をバスオフ状態と呼びます。

表３．２ 通信速度設定

通信速度 ＤＲ１ ＤＲ０

１２５ｋｂｐｓ ＯＦＦ ＯＦＦ ←工場出荷時設定

２５０ｋｂｐｓ ＯＦＦ ＯＮ

５００ｋｂｐｓ ＯＮ ＯＦＦ

ＯＮ ＯＮ設定禁止
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注意
１．ディップスイッチの「ＯＳＥＮ」はＯＦＦ固定で使用して下さい。

ＯＮにすると故障、誤動作の原因になることがあります。

２．ディップスイッチの「ＢＵＳＯＦＦ」をＯＦＦにした場合、バスオフが

発生しても、自動で伝送を再開しますが、ＤＮ３１１がバスオフ状態に

なる原因（通信エラー発生の原因）を解除しない限り、バスオフ状態が

再び発生することがあります。

３．通信速度設定「ＤＲ０／ＤＲ１」を両方ともＯＮに設定すると、Ｔ３／

Ｔ３Ｈ電源投入時に「通信速度設定エラー」が発生します。

・「ＭＳ」ＬＥＤが赤点滅

・７セグメントＬＥＤに「Ｆ７」と自局ノードアドレスが交互に表示

解除方法は、ディップスイッチを正しい設定にした後に、リセット要求

を発行するか、電源を再投入して下さい。

４．通信速度は、ネットワークに接続しているノード全部で同じ設定にして

通信速度がノードにより異なると、スレーブデバイスまたは、下さい。

ＤＮ３１１が異常になり、通信を開始できなくなります。

スレーブデバイスの通信速度の設定は、それぞれの説明書をご覧下さい。

５．Ｔ３／Ｔ３Ｈ電源投入中に通信速度を切り替えないで下さい。

「通信速度設定エラー」が発生します。

解除方法は、ディップスイッチを正しい設定にした後に、リセット要求

を発行するか、電源を再投入して下さい。

特にスレーブデバイスと伝送中に通信速度を変更するようなことはしない

で下さい。

取扱上のお願い
１．ディップスイッチの値の変更には、小型のマイナスドライバを使用して

下さい。
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３．２．２ ノードアドレス設定用ロータリースイッチ

ＤＮ３１１基板上にはノードアドレス（０～６３：１０進数）設定用のロータリースイッチがあり

ます（図３．３）。ＮＡ－Ｈは１０の位の設定用、ＮＡ－Ｌは１の位の設定用です。ＮＡ－Ｈ／ＮＡ

－Ｌとも０～９の値が設定できるので、設定上は０～９９が設定できますが、６４～９９の値を設定

した場合、ＤＮ３１１はＴ３／Ｔ３Ｈ電源投入時に、ＤＮ３１１にエラー「ノードアドレス設定異

常」が発生します。解除方法は、ノードアドレスを正しい設定にした後に、リセット要求を発行する

か、電源を再投入して下さい。

デバイスネットでは、ノードアドレスは、１つのネットワークに接続しているノード間では必ず異

なる値を持たなくてはなりません。他のノードとＤＮ３１１のノードアドレスが重複した場合、ＤＮ

３１１をラン状態にする時に、ＤＮ３１１にエラー「重複ノードアドレス検出」が発生します。解除

方法はノードアドレスの割付を直した後に、リセット要求を発行するか、電源を再投入して下さい。

ＮＡ－Ｈ ○ ノードアドレス設定用ロータリスイッチ
工場出荷時設定：ＮＡ－Ｈ＝「０」

ＮＡ－Ｌ＝「０」
ＮＡ－Ｌ ○ ロータリースイッチの値の変更には、小型のマイナス

ドライバを使用して下さい。

ＯＮ
0SEN
BUSOFF
DR1
DR0

図３．３ ノードアドレス設定用ロータリスイッチ部

注意
１．ＤＮ３１１のノードアドレスに６４～９９の値を設定した場合、Ｔ３／

Ｔ３Ｈ電源投入時にエラー「ノードアドレス設定異常」が発生します。

・「ＭＳ」ＬＥＤが赤点滅

・７セグメントＬＥＤに「Ｆ６」と自局ノードアドレスが交互に表示

解除方法は、ノードアドレスを正しい設定にした後に、リセット要求を

発行するか、電源を再投入して下さい。

２．ＤＮ３１１のノードアドレスが他ノードと同じ値に設定されていた場合

ＤＮ３１１がラン状態になる時に、ＤＮ３１１にエラー「重複ノード

アドレス検出」が発生します。

・「ＭＳ」ＬＥＤが緑点灯／「ＮＳ」ＬＥＤが赤点灯

・７セグメントＬＥＤに「７０」と自局ノードアドレスが交互に表示

解除方法は、ノードアドレスの割付を直した後に、リセット要求を発行

するか、電源を再投入して下さい。

３．Ｔ３／Ｔ３Ｈ電源投入中にノードアドレスを切り替えないで下さい。

「ノードアドレス設定異常」が発生します。

解除方法は、ロータリスイッチを正しい設定にした後に、リセット要求

を発行するか、電源を再投入して下さい。

取扱上のお願い
１．ロータリースイッチの値の変更には、小型のマイナスドライバを使用

して下さい。
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３．３ ベースユニットへの実装

ＤＮ３１１をＴ３／Ｔ３Ｈ用ベースユニットのＩ／Ｏスロットへ実装し、ロックします。取付方法

の詳細は「Ｔ３／Ｔ３Ｈ本体ハードウェア説明書」の「４．３ モジュールの取り付け／取り外し」

をご覧下さい。

注意
１．ＤＮ３１１はＴ３／Ｔ３Ｈ用ですので、必ずベースユニットに取り付けて

使用して下さい。単独での使用および他の用途への使用はおやめ下さい。

感電、ケガの恐れがあり、また故障の原因となります。

２．ＤＮ３１１の着脱、端子台の着脱は必ず電源（Ｔ３側、ネットワーク側）

を切ってから行って下さい。感電、誤動作、故障の原因となります。

３．ＤＮ３１１に電線くずなどの異物が入ることのないようにして下さい。

火災、故障、誤動作の原因となることがあります。

４．コネクタ、ケーブルの接続、およびＤＮ３１１のベースユニットへの

装着は、ストッパ／ねじ止めにより、抜ける、ぐらつくということが

無いように、確実に固定されていることを確認して下さい。

固定が不十分ですと、振動などによる故障、誤動作の原因となります。

ＤＮ３１１は、１台のＴ３／Ｔ３Ｈに対して「１．５．２ 実装モジュール数」で説明した台数を

実装できます。また基本ベースユニット、拡張ベースユニットに実装することができます。

ＤＮ３１１は弱電系Ｉ／Ｏなので、ユニットの左側に配置し、また強電系Ｉ／Ｏはユニットの右側

に配置して下さい。配線も弱電系、強電系で分離して下さい（ネットワークケーブルの配線は、

「８．４ ネットワーク敷設」で説明します）。

Ｐ I Ｔ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｐ I Ｔ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ

Ｓ F ３ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｓ F ３ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ

３ ３ ３ ３ Ｈ ３ ３ ３ ３

１ １ １ １ １ １ １ １

１ １ １ １ １ １ １ １

Ｉ／Ｏ １０枚用基本ベースユニット（ＢＵ３１Ａ）使用時

図３．４ ベースユニットへの実装例

ＤＮ３１１のＴ３／Ｔ３Ｈ側電源（ＤＣ５Ｖ）の消費電流は０．６Ａです。電源容量の検討は、

「Ｔ３／Ｔ３Ｈ本体ハードウェア説明書」の「１．９ 電源容量の検討」を参照して下さい。
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３．４ ネットワークへの接続

ここでは、ＤＮ３１１にデバイスネットケーブルを接続する方法について説明します。

注意
１．ネットワーク側コネクタへのデバイスネットケーブルの着脱は、ネット

ワーク動作中は行わないで下さい。逆接続やネットワーク電源の短絡等

により、他のノードとの通信ができなくなることがあります。

２．ネットワーク側コネクタにデバイスネットケーブルを接続する場合、

誤配線に注意して下さい。ネットワーク電源の短絡等により、他ノード

との通信ができなくなることがあります。

３．ネットワーク側コネクタを、ＤＮ３１１正面パネルのデバイス側コネクタ

へ着脱する場合、Ｔ３／Ｔ３Ｈ側電源の投入中は行わないで下さい。

ＤＮ３１１の故障、誤動作の原因になることがあります。

４．ネットワーク側コネクタのデバイス側コネクタへの着脱は、着脱部の構造

から逆向きの取付けはできません。無理に押し込まないで下さい。ネット

ワーク側コネクタ、デバイス側コネクタが破損します。

５．ケーブルが引っ張られたり、折り曲げられないように配線して下さい。

またケーブルに重い物を乗せないで下さい。断線するおそれがあります。

６．デバイスネットケーブルの設置工事は、十分な安全対策とノイズ対策が

が必要ですので、専門業者に依頼して下さい。

設置方法の規格は を参照して下さい。DeviceNet Volume Release1.3Ⅰ

また、本書の「８．４ ネットワークの敷設」も併せてお読み下さい。

ＤＮ３１１はプラグ接続コネクタ（オープン型）を採用しており、ＤＮ３１１には図３．５の２種

類のネットワーク側コネクタが添付されています。ＤＮ３１１にデバイスネットケーブルを接続する

順番としては、以下のようになります。

１）ネットワーク側コネクタにデバイスネットケーブルを接続して固定

２）ネットワーク側コネクタをＤＮ３１１正面パネルのデバイス側コネクタに差し込む

下図の左側のコネクタは、ネットワークのディジーチェーン接続の途中にＤＮ３１１を接続できる

ように、ケーブルを差し込む穴の列が上下２段になっています。右側のコネクタは、ネットワークの

末端にＤＮ３１１を接続するように、ケーブルを差し込む穴の列が１段になっています。ＤＮ３１１

をネットワークのどこに接続するかにより、使い分けて下さい。

ケーブルを差し込む穴

ケーブルを

差し込む穴

フェニックスコンタクト フェニックスコンタクト

TMSTBP2.5/5­STF­5.08AB GY AU MSTBP 2.5/5­STF­5.08 A B G Y A U S O

図３．５ ＤＮ３１１に添付のネットワーク側コネクタ
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３．４．１ ネットワーク側コネクタへのデバイスネットケーブルの接続

１）デバイスネットケーブルの準備

ＤＮ３１１のネットワーク側コネクタに接続する、デバイスネットケーブルのケーブル末端は、

オープン型（電源線２本、信号線２本、ドレイン１本がバラ線になっている状態）にして下さい。

またはオープン型に処理されているケーブルをご購入下さい。

ケーブル被覆の色 内 容

黒 電源線（Ｖ－）

青 信号線（ＣＡＮ＿Ｌ）

－ シールド／ドレイン

白 信号線（ＣＡＮ＿Ｈ）

赤 電源線（Ｖ＋）

５～７ｍｍ

約３０ｍｍ

図３．６ デバイスネットケーブル末端処理

２）デバイスネットケーブルをネットワーク側コネクタに接続

ここでは、図３．５の左側のネットワーク側コネクタ（ケーブルを差し込む穴の列が２段の物）

で説明します。図３．７に示すように、ケーブル固定用のネジを予め緩めておいて下さい。ケー

ブルの被覆の色とネットワーク側コネクタに付いている色表示に注意しながら、コネクタにケー

ブルを差し込みます。ケーブル固定用ネジを締めて各ケーブルを固定します。

ケーブル固定用ネジ

色表示

ネットワーク側

コネクタ

黒

青

白 赤

シールド／ドレイン

下の段の穴のケーブル固定

ネジはこちら側にあります

図３．７ ネットワーク側コネクタへのケーブル接続
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３．４．２ ＤＮ３１１へのネットワーク側コネクタの接続

ネットワーク側コネクタを、ＤＮ３１１正面パネルのデバイス側コネクタに差し込みます。ネット

ワーク側コネクタ着脱部の構造から、逆向きの取付けはできません。無理に押し込まないで下さい。

ネットワーク側コネクタの固定用ネジで、ＤＮ３１１に固定して下さい。

ネットワーク

コネクタ固定

ネジ

図３．８ ネットワーク側コネクタの取り付け
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取扱上のお願い
１．ネットワーク側コネクタにケーブルを差し込む前に、コネクタのケーブル

固定用のネジをゆるめて下さい。ネジが締められたままだと、ケーブルが

固定できません。

２．ＤＮ３１１のデバイス側コネクタの横には、ケーブルの色に対応した

色が印刷されています。ケーブルの色を印刷部分の色と合わせることで、

配線が正しいか確認することができます。

３．ＤＮ３１１とＤＮ２１１（Ｔ２／Ｔ２Ｅ用デバイスネットモジュール）

では、ネットワーク側コネクタの取り付け方向が異なります。

４．デバイスネットを使用してシステムを構成する際には、デバイスネット

ケーブル、電源タップ、デバイスタップ（幹線と支線の接続）が必要に

になります。「３．６ ネットワーク構成機器」をご覧下さい｡

ご使用になる際に必要に応じて別途ご用意下さい｡
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３．５ ネットワーク電源／接地

デバイスネットでは、通信用の電源（ＤＣ２４Ｖ）は、ネットワーク側コネクタ経由で、デバイス

ネットケーブルの電源線（Ｖ＋／Ｖ－）から供給します。ここではデバイスネットケーブルにネット

ワーク電源の供給方法およびネットワーク電源の構成方法を説明します。また、ネットワークの接地

方法についても説明します。

３．５．１ ネットワーク電源供給方法

デバイスネットケーブルにネットワーク電源（ＤＣ２４Ｖ）を供給するためには、デバイスネット

で規定されている電源タップ（図３．９）を使用する必要があります。電源タップはＤＣ２４Ｖ電源

供給装置をトランクケーブルに接続するための機器です。電源タップには以下の機能があります。

１）複数のＤＣ２４Ｖ電源供給装置が１本のネットワークに接続された場合に、電位差による電源供

給装置への電流の逆流防止

２）電源タップに直接接続された電源から最大１６Ａをサポート

３）保護回路（ヒューズまたはサーキットブレーカ）が、電源タップからケーブルの各方向に流れる

電流を最大８Ａに制限する

４）ネットワークの接地用端子を提供

電源タップ

信号 ＣＡＮＨ
デバイスネット

信号 ＣＡＮＬ
ケーブル

･シールド／ドレイン
トランクケーブル

･Ｖ－

保護回路 保護回路

･Ｖ＋

ｼｮｯﾄｷｰ

ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ

･ ･ ･

接地端子 Ｖ－ Ｖ＋

↑

ネットワーク電源供給装置

電源供給装置から電源タップまでの

最大ケーブル長は３ｍです。

図３．９ 電源タップ構成

デバイスネットで規定されている電源タップの製品には以下のものがあります。

型 名 １４８５Ｔ－Ｐ２Ｔ５－Ｔ５

(PowerTap)

Rockwell Automationメーカ
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３．５．２ ネットワーク電源構成方法

ここでは、デバイスネットの各ノードにネットワーク電源を供給するための電源供給装置の選定や

供給装置の配置について説明します。

１）デバイスネットケーブルの最大電流

デバイスネットのネットワーク電源は定格ＤＣ２４Ｖです。ネットワークケーブルに流すことが

できる電流は、以下の通りです。

・太ケーブルを使った幹線：最大８Ａ

ケーブル長 0m 25m 50m 100m 150m 200m 250m 300m 350m 400m 450m 500m

最大電流(A) 8.00 8.00 5.42 2.93 2.01 1.53 1.23 1.03 0.89 0.78 0.69 0.63

図３．１０ 幹線の電流（太ケーブル使用時）

太ケーブル最大電流
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・細ケーブルを使った幹線：最大３Ａ

ケーブル長 0m 10m 20m 30m 40m 50m 60m 70m 80m 90m 100m

最大電流(A) 3.00 3.00 3.00 2.06 1.57 1.26 1.06 0.91 0.80 0.71 0.64

図３．１１ 幹線の電流（細ケーブル使用時）

・支線の場合：０．７５～３．０Ａ 計算式：Ｉ＝４．５７／Ｌ（但し、Ｉ＜３Ａ）

Ｉ：支線の最大電流（Ａ）

Ｌ：支線長（０～６ｍ）

取扱上のお願い
１．支線にノードを取り付ける場合、幹線の電流容量だけでなく、支線の

電流容量も考慮して下さい。

２．特に、支線上でノードをマルチドロップ構成で接続する場合は、電流容量

が不足しないようにご注意下さい。

細ケーブル最大電流
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２）ネットワーク電源供給装置の最適な配置方法の求め方

以下の手順に従って、ネットワーク電源装置の位置を求めます。

ａ）ネットワーク上の各ノードで消費するネットワーク電流を合計します。ネットワーク電源を

ノードの動作電源にしているノードは、両方を合計した値を使用します。

ｂ）ネットワークの全長を測定します。

ｃ）幹線に使用しているケーブルの種類（太ケーブル／細ケーブル）と、手順ｂ）で求めたネッ

トワークの全長から、図３．１０／図３．１１を使用して、ケーブルに流すことのできる最

大電流を求めます。

ｄ）ケーブルに流すことのできる最大電流（手順ｃ）よりも、ネットワークで消費する合計電流

（手順ａ）の方が小さい場合は、ネットワークの端に配置したネットワーク電源供給装置か

ら全てのノードに電源を供給できます（＝単一電源終端接続）。

ｅ）ケーブルに流すことのできる最大電流（手順ｃ）よりも、ネットワークで消費する合計電流

（手順ａ）の方が大きい場合は、ネットワークの中心付近にネットワーク電源供給装置を配

置することで、全ノードに電源を供給できるか検討します（＝単一電源中央接続）。

ｆ）単一電源中央接続で、全ノードにネットワーク電源を供給できない場合は、ネットワーク電

源供給装置の台数を増やします。

取扱上のお願い
３．ネットワーク電源供給装置は、ネットワークで必要な合計消費電流よりも

電流容量が十分大きい物にして下さい。

３）単一電源終端接続

ここでは、総延長が２００ｍの幹線（太ケーブル使用）の端に、ネットワーク電源供給装置を配

置する例を示します。ノード毎の消費電流は以下の図のようになっています。

Ｖ＋

電源タップ ノード１ ノード１ ノード１ ノード１ ノード１

Ｖ－ 0.1A 0.15A 0.05A 0.25A 0.1A

２００ｍ

ａ）合計消費電流＝0.1A + 0.15A + 0.05A + 0.25A + 0.1A ＝ 0.65A

ネットワーク ｂ）電源供給の総延長 ＝ ２００ｍ

電源供給装置 ｃ）図３．１０からケーブルに流せる最大電流 ＝ 1.53A

ｄ）合計消費電流 ＜ 最大電流 なので、単一電源終端接続で全ノードに

電源を供給できる

ｅ）ネットワーク電源供給装置は定格電流が０．６５Ａ以上のものを使用

（使用条件等を考慮して、十分余裕のあるものを選定する）

図３．１２ 単一電源終端接続の例
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４）単一電源中央接続

ここでは、総延長が２４０ｍの幹線（太ケーブル使用）の中央に、ネットワーク電源供給装置を

配置する例を示します。ノード毎の消費電流は以下の図のようになっています。

ネットワーク電源供給装置を中央に配置することで、ネットワークの各方向それぞれに最大電流

を供給できるようになります。

セクション１ セクション２

１２０ｍ １２０ｍ

Ｖ＋

ノード ノード ノード 電源 ノード ノード ノード

３ ２ １ タップ ４ ５ ６

0.1A 0.25A 0.2A Ｖ－ 0.15A 0.25A 0.15A

ネットワーク

電源供給装置

図３．１３ 単一電源中央接続の例

ａ）セクション１合計消費電流＝0.1A + 0.25A + 0.2A ＝ 0.55A

ａ’）セクション２合計消費電流＝0.15A + 0.25A + 0.15A ＝ 0.55A

ｂ）セクション１総延長 ＝ セクション２総延長 ＝ １２０ｍ

ｃ）図３．１０からケーブルに流せる最大電流 ＝ 約2.56A

（１００～１５０ｍ間の直線近似で求める）

ｄ）合計消費電流 ＜ 最大電流 なので、単一電源中央接続で全ノードに電源を供給できる

ｅ）ネットワーク電源供給装置には定格電流が１．１Ａ以上のものを使用

（使用条件等を考慮して、十分余裕のあるものを選定する）

単一電源中央接続でセクションの消費電流が、ケーブルの最大電流を越える場合は、以下の対応を

取ります。図３．１４に過負荷となっている単一電源中央接続の例を示します。

ケーブルの最大電流を超えたセクション 対応

２つのセクションのうちどちらか一方 過負荷のセクションから１方のセクションに

ノードを１つ移動する

電源タップの位置を過負荷のセクションに近づける

両セクションとも 電源タップを２つ使用する
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セクション１ セクション２

１２０ｍ １２０ｍ

Ｖ＋

ノード ノード ノード 電源 ノード ノード ノード

３ ２ １ タップ ４ ５ ６

1.1A 1.25A 0.5A Ｖ－ 0.25A 0.25A 0.85A

ネットワーク

電源供給装置

図３．１４ 過負荷の単一電源中央接続の例

ａ）セクション１合計消費電流＝1.1A + 1.25A + 0.5A ＝ 2.85A

ａ’）セクション２合計消費電流＝0.25A + 0.25A + 0.85A ＝ 1.35A

ｂ）セクション１総延長 ＝ セクション２総延長 ＝ １２０ｍ

ｃ）図３．１０からケーブルに流せる最大電流 ＝ 約2.56A

（１００～１５０ｍ間の直線近似で求める）

ｄ）セクション１が合計消費電流 ＞ 最大電流 なので、過負荷となっている

解決策：過負荷のセクションに電源タップを移動します。図３．１５をご覧下さい。
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セクション１ セクション２

１００ｍ １４０ｍ

Ｖ＋

ノード ノード 電源 ノード ノード ノード ノード

３ ２ タップ １ ４ ５ ６

1.1A 1.25A Ｖ－ 0.5A 0.25A 0.25A 0.85A

ネットワーク

電源供給装置

図３．１５ 過負荷の解決策の例

ａ）セクション１合計消費電流＝1.1A + 1.25A ＝ 2.35A

ａ’）セクション２合計消費電流＝0.5A + 0.25A + 0.25A + 0.85A ＝ 1.85A

ｂ）セクション１総延長 ＝ １００ｍ

ｂ’）セクション２総延長 ＝ １４０ｍ

ｃ）図３．１０からセクション１のケーブルに流せる最大電流 ＝ 2.93A

ｃ’）図３．１０からセクション２のケーブルに流せる最大電流 ＝ 約2.19A

（１００～１５０ｍ間の直線近似で求める）

ｄ）セクション１／２とも、合計消費電流 ＜ 最大電流 なので、単一電源中央接続で

全ノードに電源を供給できる

ｅ）ネットワーク電源供給装置には定格電流が４．２Ａ以上のものを使用

（使用条件等を考慮して、十分余裕のあるものを選定する）



- 52 -

PROSEC-T3/T3H用ﾃﾞﾊﾞｲｽﾈｯﾄﾓｼﾞｭｰﾙ取扱説明書 ６Ｅ３Ｂ０６８５

３．５．３ ネットワーク電源供給装置（ＤＣ２４Ｖ）

ＤＮ３１１にはネットワーク電源供給装置は付属しておりませんので、別途ご用意下さい。ネット

ワーク電源供給装置には、以下に示す仕様を満たすものを使用して下さい。

項目 仕様

出力電圧 ＤＣ２４Ｖ±１％

出力電流 １６Ａ以下

入力変動 最大０．３％

負荷変動 最大０．３％

周囲温度の影響 最大０．０３％／℃

入力電圧 １２０Ｖ±１０％

２３０Ｖ±１０％（必要な場合）または

９５～２５０Ｖの範囲で自動切換え

入力周波数 ４７～６２Ｈｚ

出力リップル ２５０ｍＶｐ－ｐ

出力側キャパシティ 最大７０００μＦ

周囲温度 使用時：０～６０℃＊

保存時：－４０～８５℃

＊６０℃での定格出力ディレーティングは許可

瞬間最大出力電流 ６５Ａ未満（ピーク時）

過電圧に対する保護 あり（指定値無し）

過電流に対する保護 あり（最大電流１２５％）

起動時間 最終出力電圧の５％値までに２５０ｍｓ

起動時のオーバーシュート 最大０．２％

安定性 ０～１００％の負荷（全条件）

絶縁 出力－ＡＣ電源間、出力－筐体接地間

準拠 必須：ＵＬ

推奨：ＦＣＣ ＣｌａｓｓＢ、ＣＳＡ、ＴＵＶ、ＶＤＥ

周囲湿度 ２０～９０％（ただし結露のないこと）

サージ電流容量 １０％の予備容量

取扱上のお願い
１．ネットワーク電源供給装置は、ネットワークで必要な合計消費電流よりも

電流容量が十分大きい物にして下さい。
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３．５．４ ネットワーク接地

デバイスネットでは、ネットワークの接地は１点接地（ ）を行います。制御装置専用第３種接地

複数箇所で接地するとグランドがループする可能性があります。逆にネットワークを接地しないと、

外部ノイズで誤動作しやすくなります。

１点接地の設置個所を電源タップとします。前述の電源タップの接地端子と、電源供給装置のＦＧ

端子を接続し、さらに第３種接地をして下さい（図３．１６）。また、なるべくネットワークの物理

的な中央付近で接地してください（ネットワークの中心付近に電源タップを配置して、その電源タッ

プから接地して下さい）。

ネットワーク上に複数の電源が存在する場合は、なるべくネットワークの物理的な中央付近にある

電源タップだけ接地します。

接地線は長さが最大３ｍで、＃８ＡＷＧ電源線を使用して下さい。

電源タップ 電源タップ

接地端子 V- V+ 接地端子 V- V+

･ ･ ･ ･ ･ ･

･ ･ ･ ･ ･ ･

FG V- V+ FG V- V+

電源供給装置 電源供給装置

接地する電源タップ 接地しない電源タップ

図３．１６ ネットワーク設置方法
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３．５．５ 電源投入／遮断手順

ここではスレーブデバイスの電源投入、ネットワーク電源投入、Ｔ３／Ｔ３Ｈ側電源投入およびＤ

Ｎ３１１の起動の順序について説明します。この手順を実行する前に、すべての配線、設定が完了し

ていることを確認して下さい。

１）システム立ち上げ時

ａ）ネットワーク電源

ｂ）スレーブデバイス電源

ｃ）Ｔ３／Ｔ３Ｈ側電源

ｄ）ＤＮ３１１通信起動

ＤＮ３１１はＴ３／Ｔ３Ｈ側電源を投入しただけでは通信を開始しません。自ノードのパラメータ

設定およびスレーブデバイスのパラメータのスキャンリスト登録を行ってから、通信の起動処理を行

います。詳細な手順は「５．２ ＤＮ３１１使用例」をご覧下さい。

注意
１．デバイスネット機器の電源を投入する前に、ネットワーク電源を必ず

供給するようにして下さい。

スレーブデバイスには、ネットワーク電源を自ノードの動作電源にして

いたり、ネットワーク電源が供給されていないとエラー状態になる物が

あるので、必ずネットワーク電源を先に供給して下さい。

またネットワーク電源が供給されないと、ＤＮ３１１はスレーブデバイス

と通信が開始できません。

２．ネットワークには接続しているが、ネットワーク電源が供給されない

ノードが無いようにして下さい。

ネットワーク電源が供給されていないノードは、他のノードの通信の

障害となることがあります。

３．ＤＮ３１１の通信開始までに、スレーブデバイス全部の電源が投入されて

いるようにして下さい。

スレーブデバイスの電源が未投入のままＤＮ３１１通信を開始すると、

起動していないスレーブデバイスについてＤＮ３１１は未応答エラーを

表示します。

２）システム停止時

ａ）スレーブデバイス電源

ｂ）ネットワーク電源

ｃ）（Ｔ３／Ｔ３Ｈの運転モードをＨＡＬＴ）

ｄ）Ｔ３／Ｔ３Ｈ側電源

注意
４．ネットワークの通信が動作している間にネットワーク電源を遮断しない

で下さい。

ネットワーク全体の通信が停止し、さらにいずれかのノードがバスオフ

状態になります。

５．ＤＮ３１１の通信起動後は、スレーブデバイスの誤動作防止のため、

ネットワークからマスタ機器（ＤＮ３１１）がいなくならないように、

Ｔ３／Ｔ３Ｈ側電源は最後に遮断して下さい。
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３．６ ネットワーク構成機器

本項では、マスタデバイス／スレーブデバイス以外の、デバイスネットのネットワーク構成機器に

ついて説明します（図３．１７）。以下に推奨する周辺機器を紹介しますので、必要に応じてご購入

下さい。

なお、各周辺機器についての詳細はメーカにお問い合わせ下さい。

マルチポート 終端

ノード タップ タップ 抵抗

幹線（トランクライン）

ノード

タップ ノード

ノード

ノード ノード

終端 マルチポート ノード

抵抗 タップ タップ

ノード ノード 支線

（ドロップライン）

ノード

ノード ノード

ノード

図３．１７ デバイスネットネットワーク構成例
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１）太ケーブル ：幹線用(ThickCable)

Rockwell Automationメーカ：

品名 カタログＮｏ 備考

コネクタ付き１ｍ 片方にシールドミニコネクタ（オス）1485C­P1N5­M5

反対側にシールドミニコネクタ（メス）

コネクタ付き２ｍ が付属1485C­P2N5­M5

1485C­P3N5­M5コネクタ付き３ｍ

1485C­P5N5­M5コネクタ付き５ｍ

1485C­P10N5­M5コネクタ付き１０ｍ

コネクタ無し５０ｍ 後付用シールドミニコネクタ1485C­P1­A50

（オス）871A­TS5­NM3

コネクタ無し１５０ｍ （メス）1485C­P1­A150 871A­TS5­N3

を取り付け

1485C­P1­A300コネクタ無し３００ｍ

２）細ケーブル ：幹線、支線用(Thin Cable)

Rockwell Automationメーカ：

品名 カタログＮｏ 備考

コネクタ付き１ｍ 片方にシールドミニコネクタ（オス）、1485R­P1M5­C

反対側はオープン型コネクタ用に

コネクタ付き２ｍ バラ線になっています1485R­P2M5­C

1485R­P3M5­Cコネクタ付き３ｍ

コネクタ無し１５０ｍ オープン型コネクタからオープン型1485C­P1­C150

コネクタへディジーチェーン接続する

コネクタ無し３００ｍ 時に使用1485C­P1­C300

からオープン型DeviceBoxTap

コネクタ無し６００ｍ コネクタに接続する時に使用1485C­P1­C600
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３）タップ／マルチポートタップ

RockwellAutomationメーカ：

品名 カタログＮｏ 備考

Ｔ分岐（幹線から支線１本）T­Port Tap 1485P­P1N5­MN5R1

幹線／支線ともシールドミニコネクタ

付きのケーブルを接続する

2ﾎﾟｰﾄ 幹線から支線２本DeviceBox Tap 1485P­P2T5­T5

4ﾎﾟｰﾄ 幹線から支線４本DeviceBox Tap 1485P­P4T5­T5

8ﾎﾟｰﾄ 幹線から支線８本DeviceBox Tap 1485P­P8T5­T5

につながる幹線/支線DeviceBoxTap

のケーブルは、オープンコネクタ用の

バラ線になります

４）その他

Rockwell Automationメーカ：

品名 カタログＮｏ 備考

幹線に電源を供給するためのタップPowerTap 1485T­P2T5­T5

供給容量７．５Ａ、過電流保護付き

に接続する幹線はシールドPowerTap

ミニコネクタ付きではなく、オープン

コネクタ用のバラ線になります

ターミネータ（オス） 幹線をターミネーションします1485A­T1M5

ターミネータ（メス） ミニコネクタ付き または1485A­T1N5 Thick Cable

に使用しますT­PortTap
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４．ＤＮ３１１取扱方法（ソフトウェア）

本章では、ＤＮ３１１の各種機能をＴ３／Ｔ３Ｈのラダープログラムで使用するために必要な事項

について説明します。説明する内容は以下の通りです。

・Ｔ３／Ｔ３Ｈから見たＤＮ３１１通信用メモリの構成、機能

・ＤＮ３１１を動作させるための各種要求コマンドの機能と使用方法

・各種要求コマンドに対するＤＮ３１１の応答コード（完了ステータス）

本章で説明した内容を基に、５章ではＤＮ３１１のパラメータ設定、伝送の起動、スレーブデバイ

スとのデータ入力／出力および、イベント履歴等のＲＡＳ情報を読み出す手順及びサンプルプログラ

ムを説明します。

注意
１．４章はＴ３／Ｔ３ＨからＤＮ３１１の各種機能を使用するために必要な

事項について説明しています。５章では、４章で説明した内容を基に、

ＤＮ３１１のパラメータ設定、伝送の起動、スレーブデバイスとの

データ入力／出力および、イベント履歴等のＲＡＳ情報を読み出す手順

およびサンプルプログラムを説明しています。

内容を十分理解されてから、プログラムを作成してください。

サンプルプログラムは基本的な例であり、実システムに適用する際は

十分な検討の必要があります。

取扱上のお願い
１．本章の設定を行う前に、Ｔ３／Ｔ３ＨのＩ／Ｏ登録として、ＤＮ３１１を

登録しておいて下さい。Ｉ／Ｏ種別は「ＯＰＴ」です。
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４．１ ＤＮ３１１通信用メモリの構成

以下にＴ３／Ｔ３Ｈから見たＤＮ３１１通信用メモリの構成を示します。通信用メモリのアドレス

はワードアドレスです。

００００Ｈ

入力／出力データエリア

７６８ワード

０２ＦＦＨ

０３００Ｈ

ＲＡＳ情報エリア

７２６ワード

０５Ｄ５Ｈ

０５Ｄ６Ｈ

セマフォエリア

５５４ワード

０７ＦＦＨ

図４．１ ＤＮ３１１通信用メモリマップ

１）セマフォエリア

このエリアは、Ｔ３／Ｔ３Ｈから要求を発行してＤＮ３１１にある動作をさせたり、要求に対す

るＤＮ３１１の応答を読み出すために使用するエリアです。

２）ＲＡＳ情報エリア

ＤＮ３１１はこのエリアにＤＮ３１１のモジュール状態、ネットワークおよびスレーブデバイス

との通信の状態を表示します。

３）入力／出力データエリア

このエリアはＤＮ３１１とスレーブデバイス間で交換するデータの格納エリアです。このエリア

にＴ３／Ｔ３Ｈから出力データを書き込み、また入力データを読み出します。

さらにＤＮ３１１とスレーブデバイス間の同期通信に使用する出力セマフォレジスタ、入力セマ

フォレジスタがあります。
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４．２ 入力／出力データエリア

このエリアはＤＮ３１１とスレーブデバイス間で交換するデータの格納エリアです。このエリアに

Ｔ３／Ｔ３Ｈから出力データを書き込み、また入力データを読み出します。

さらにＤＮ３１１とスレーブデバイス間の同期通信に使用する、出力セマフォレジスタ、入力セマ

フォレジスタがあります。図４．２のアドレスは、Ｔ３／Ｔ３Ｈから見たアドレス（ワードアドレ

ス）です。

００００Ｈ

ポーリング／ビットストローブ

入力データエリア

３７８ワード／６０４８ビット

０１７９Ｈ

０１７ＡＨ

ポーリング

出力データエリア

３７８ワード／６０４８ビット

０２Ｆ３Ｈ

０２Ｆ４Ｈ

ビットストローブ出力データエリア

４ワード／６４ビット

０２Ｆ７Ｈ

０２Ｆ８Ｈ ビットストローブ出力データセマフォ（１ワード）

０２Ｆ９Ｈ ポーリング出力データセマフォ（１ワード）

０２ＦＡＨ 入力データセマフォ（１ワード）

０２ＦＢＨ

未使用エリア

５ワード

０２ＦＦＨ

図４．２ 入力／出力データエリア構成
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１）入力データセマフォレジスタ（０２ＦＡＨ：１ワード）

本セマフォレジスタは、ＤＮ３１１からＴ３／Ｔ３Ｈへデータを入力する時に使用します。

（同期転送時のみ有効）。

ポーリング方式／ビットストローブ方式で共用します。

・ＤＮ３１１側動作

ＤＮ３１１は、ポーリング方式またはビットストローブ方式でスレーブデバイスから収集した

データを「ポーリング／ビットストローブ入力データエリア」に書き込み終わった時点で、本

レジスタに「１」を書き込みます。

・Ｔ３／Ｔ３Ｈラダープログラム動作

Ｔ３／Ｔ３Ｈのラダープログラムでは、本レジスタを監視します。

本レジスタに「１」が書き込まれたことを検知したら、「ポーリング／ビットストローブ入力

データエリア」からデータを読み出します。

さらに本レジスタに「０」を書き込んで、ＤＮ３１１に読み出し完了を通知します。

本セマフォレジスタに「０」以外の値を書き込まないでください。

２）ポーリング出力データセマフォレジスタ（０２Ｆ９Ｈ：１ワード）

本セマフォレジスタは、Ｔ３／Ｔ３ＨからＤＮ３１１にポーリングデータを出力する時に使用し

ます（同期転送時のみ有効）。

・Ｔ３／Ｔ３Ｈラダープログラム動作

ラダープログラムでは、「ポーリング出力データエリア」にポーリング方式のスレーブデバイ

スに対して出力するデータを書き込んでから、本レジスタに「１」を書き込み、ＤＮ３１１に

出力開始を指示します。

本セマフォレジスタに「１」以外の値を書き込まないでください。

・ＤＮ３１１側動作

ＤＮ３１１は、本レジスタをＴ３／Ｔ３Ｈから指定された「スキャン間待ち時間」の周期で、

監視しています。本レジスタが「１」に書き込まれたことを検知すると、「ポーリング出力デ

ータエリア」の出力データをスレーブデバイスに対して出力します。

出力が完了した時点で、本レジスタに「０」を書き込みます。

スキャン間待ち時間は「４．６．３ パラメータ設定要求（自ノード）」で説明します。

３）ビットストローブ出力データセマフォレジスタ（０２Ｆ８Ｈ：１ワード）

本セマフォレジスタは、Ｔ３／Ｔ３ＨからＤＮ３１１にビットストローブデータを出力する時に

使用します（同期転送時のみ有効）。

・Ｔ３／Ｔ３Ｈラダープログラム動作

ラダープログラムでは、「ビットストローブ出力データエリア」に、ビットストローブ方式の

スレーブデバイスに対して出力するデータを書き込んでから、本レジスタに「１」を書き込み、

ＤＮ３１１に出力開始を指示します。

本セマフォレジスタに「１」以外の値を書き込まないでください。

・ＤＮ３１１側動作

ＤＮ３１１は、本レジスタをＴ３／Ｔ３Ｈから指定された「スキャン間待ち時間」の周期で、

監視しています。本レジスタが「１」に書き込まれたことを検知すると、「ビットストローブ

出力データエリア」の出力データをスレーブデバイスに対して出力します。

出力が完了した時点で、ＤＮ３１１は本レジスタに「０」を書き込みます。

スキャン間待ち時間は「４．６．３ パラメータ設定要求（自ノード）」で説明します。
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４）ビットストローブ出力データエリア（０２Ｆ４Ｈ～０２Ｆ７Ｈ：４ワード）

ＤＮ３１１がビットストローブ方式でスレーブデバイスに出力するデータを格納するエリア。

Ｔ３／Ｔ３Ｈのラダープログラムは、このエリアに出力データを書き込みます。

ビットストローブ方式の送信データは８バイト（６４ビット）固定であり、エリア内のビットと

スレーブデバイスのノードアドレスの対応関係は以下の通りです。

表４．１ ビットストローブ出力データエリア構成

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

０２Ｆ４Ｈ 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

０２Ｆ５Ｈ 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

０２Ｆ６Ｈ 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32

０２Ｆ７Ｈ 63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48

５）ポーリング出力データエリア（０１７ＡＨ～０２Ｆ３Ｈ：３７８ワード）

ＤＮ３１１がポーリング方式でスレーブデバイスに出力するデータを格納するエリア。

Ｔ３／Ｔ３Ｈのラダープログラムは、このエリアに出力データを書き込みます。

本エリアは３７８ワード（６０４８ビット）分ありますので、ＤＮ３１１がスレーブデバイスに

対して送信するデータ量が上記の量を超えなければ、最大６３台のスレーブデバイスを、１台の

ＤＮ３１１に接続することができます。

本エリアに対して、スレーブデバイスへの出力データをどのように割り付けるかは、

「４．４ 入力／出力データエリアへのスレーブデータの割付」で説明します。

６）ポーリング／ビットストローブ入力データエリア（００００Ｈ～０１７９Ｈ：３７８ワード）

ＤＮ３１１が、ポーリング方式およびビットストローブ方式で、スレーブデバイスから収集した

データを格納するエリア。

Ｔ３／Ｔ３Ｈのラダープログラムは、このエリアから入力データを読み出します。

本エリアは３７８ワード（６０４８ビット）分ありますので、スレーブデバイスがＤＮ３１１に

対して送信するデータ量が上記の量を超えなければ、最大６３台のスレーブデバイスを、１台の

ＤＮ３１１に接続することができます。

本エリアに対して、スレーブデバイスからの入力データをどのように割り付けるかは、

「４．４ 入力／出力データエリアへのスレーブデータの割付」で説明します。

出力データエリア／入力データエリアの概略を図４．３に示します。

Ｔ３／Ｔ３Ｈ ＤＮ３１１ スレーブ

ＲＥＡＤ命令 ポーリング／

入力データ ビットストローブ ポーリング

レジスタエリア 入力データエリア

ＷＲＩＴＥ

命令 ポーリング

出力データ 出力データエリア

レジスタエリア ビット

ビットストローブ ストローブ

出力データエリア

図４．３ 入力／出力データエリア概観
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７）出力／入力データセマフォの使用方法（同期モード時のみ）

出力データセマフォ（ポーリング／ビットストローブ）と入力データセマフォの関係を図４．４

に示します。斜線部は、それぞれのセマフォの値が「１」になっている状態を示します。

Ｔ３／ 出力データ 入力データ 出力データ

Ｔ３Ｈ エリア書込 エリア読出 エリア書込

出力指示 出力指示

｢１｣書込 ｢１｣書込

出力データ 読出完了

セマフォ ｢０｣書込

出力完了 出力

｢０｣書込 完了

入力データ ｢０｣

セマフォ 書込

入力完了

｢１｣書込

ＤＮ３１１ 出力 入力 出力

処理 処理 処理

図４．４ 同期モード時のセマフォ使用方法

８）入力／出力データエリア使用上の注意

・入力データセマフォレジスタは、ポーリング方式とビットストローブ方式の兼用なので、スレ

ーブデバイスにポーリング方式とビットストローブ方式の機器が混在している場合、データの

入力／出力は、

ポーリング方式→ビットストローブ方式→ポーリング方式→ビットストローブ方式→…

のように、片方の処理が完了してから、もう片方の処理を行うようにして下さい。

・入力データエリア／入力データセマフォレジスタに、データの書き込み（ＷＲＩＴＥ命令）を

しないで下さい。入力データが壊れることがあります。

・ポーリング出力データエリア／ビットストローブ出力データエリアに、ＷＲＩＴＥ命令でデー

タの書き込みをする場合、エリア先頭番地および書き込むデータ量に注意して下さい。

他のエリアのデータを壊して、ＤＮ３１１／スレーブデバイスが誤動作することがあります。
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４．３ ＲＡＳ情報エリア

このエリアはＤＮ３１１のモジュール状態、ネットワークおよびスレーブデバイスとの通信の状態

を表示します。本エリアにデータを書き込まないで下さい。正しい値が読めなくなることがあります。

図４．５のアドレスは、Ｔ３／Ｔ３Ｈから見たアドレス（ワードアドレス）です。

０３００Ｈ ネットワーク電源供給有無（１ワード）

０３０１Ｈ バスオフ発生時動作モード（１ワード）

０３０２Ｈ ネットワーク通信速度（１ワード）

０３０３Ｈ 自局ノードアドレス（１ワード）

０３０４Ｈ

入力／出力データ設定情報（６４０ワード）

０５８４Ｈ

予約（１２ワード）

０５９０Ｈ ビットストローブ未応答デバイス（４ワード）

０５９４Ｈ ポーリング未応答デバイス（４ワード）

０５９８Ｈ

予約（１０ワード）

０５Ａ２Ｈ ポーリングデバイス数（１ワード）

０５Ａ３Ｈ ビットストローブデバイス数（１ワード）

０５Ａ４Ｈ オンラインデバイス数（１ワード）

０５Ａ５Ｈ トータルデバイス数（１ワード）

０５Ａ６Ｈ

構成情報（３２ワード）

０５Ｃ６Ｈ

ノードエラーカウンタ（７ワード）

０５ＣＤＨ モジュール初期化完了（１ワード）

０５ＣＥＨ 予約（１ワード）

０５ＣＦＨ ポーリング／ビットストローブスキャン周期

（５ワード）

０５Ｄ４Ｈ ダウン情報（１ワード）

０５Ｄ５Ｈ ステーションステータス（１ワード）

図４．５ ＲＡＳ情報エリア構成
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以下にＲＡＳ情報エリアで確認できる情報の詳細を説明します。

１）ステーションステータス（０５Ｄ５Ｈ：１ワード）

本レジスタは、ＤＮ３１１のステータスをビット構成のフラグで表示します。各ビットは「１」

で有意を示します。

フォーマット

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

DOWN STBY 予約 POLL 予約 TXERR SYNC DPADR
予約 RUN BITS 予約 NCOIN START BUSOFF 予約

図４．６ ステーションステータスビット構成

表４．２ ステーションステータス各ビット内容

ビット 名 称 内 容

１５ ＤＯＷＮ ＤＮ３１１がダウンモードになっている

１４ 予約

１３ ＳＴＢＹ ＤＮ３１１がスタンバイモードになっている

１２ ＲＵＮ ＤＮ３１１がランモードになっている

１１ 予約

１０ ＢＩＴＳ ビットストローブ方式伝送が動作中

９ ＰＯＬＬ ポーリング方式伝送が動作中

８ 予約

７ 予約

６ ＮＣＯＩＮ ＤＮ３１１にスレーブデバイスが１台も登録されていない

５ ＴＸＥＲＲ 登録しているスレーブデバイスで応答が返ってこないものがある

４ ＳＴＡＲＴ ＤＮ３１１は伝送実行中

３ ＳＹＮＣ ＤＮ３１１は同期モードで動作中

２ ＢＵＳＯＦＦ ＤＮ３１１がバスオフ状態になっている

１ ＤＰＡＤＲ ＤＮ３１１が伝送開始時にノードアドレスの重複を検出した

０ 予約

次ページの表４．３に、ＤＮ３１１の各種モードでのステーションステータスのビット構成例を

示します。
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表４．３ ＤＮ３１１のモードとステーションステータス例

ＤＮ３１１のモード 「１」になる ステーション

ビット ステータス

ａ ダウンモード ＤＯＷＮ ８０００Ｈ

ｂ 電源投入後または ＳＴＢＹ ２０００Ｈ

Ｔ３／Ｔ３Ｈからのリセット要求発行後

ｃ ｂ）のモードでＤＮ３１１にスレーブデバイスの ＳＴＢＹ ２０４０Ｈ

登録がない（または消去）した場合 ＮＣＯＩＮ

ｄ ｃ）のモードで、パラメータ設定要求でスレーブ ＳＴＢＹ ２０００Ｈ

デバイスを登録した場合

ｅ Ｔ３／Ｔ３Ｈからモジュール制御要求で ＳＴＢＹ ２０００Ｈ

「スタンバイ」を要求された場合

ｆ Ｔ３／Ｔ３Ｈからモジュール制御要求で ＲＵＮ

「伝送許可、ポーリング方式伝送、非同期モード」 ＳＴＡＲＴ １２１０Ｈ

を要求し、正常に伝送している場合 ＰＯＬＬ

ｇ Ｔ３／Ｔ３Ｈからモジュール制御要求で ＲＵＮ

「伝送許可、ビットストローブ方式伝送、非同期 ＳＴＡＲＴ １４１０Ｈ

モード」を要求し、正常に伝送している場合 ＢＩＴＳ

ｈ Ｔ３／Ｔ３Ｈからモジュール制御要求で ＲＵＮ

「伝送許可、ポーリング方式及びビットストローブ ＳＴＡＲＴ １６１０Ｈ

方式伝送、非同期モード」を要求し、 ＰＯＬＬ

正常に伝送している場合 ＢＩＴＳ

ｉ ｆ）～ｈ）で同期モードを要求している場合 ｆ）～ｈ）の １２１８Ｈ

ビットに加えて １４１８Ｈ

ＳＹＮＣ １６１８Ｈ

ｊ ｆ）～ｉ）のモードでスレーブデバイスとの伝送中 ｆ）～ｉ）の １２３０Ｈ

にスレーブデバイスからの応答が無くなった場合 ビットに加えて １４３０Ｈ

ＴＸＥＲＲ １６３０Ｈ

１２３８Ｈ

１４３８Ｈ

１６３８Ｈ

ｋ バスオフ発生時、ＤＮ３１１のディップスイッチ バスオフ発生前のステーション

「ＢＵＳＯＦＦ」がＯＦＦの場合 ステータスのビットに加えて：

（ＤＮ３１１に伝送再開を任せる場合） ＢＵＳＯＦＦ

ｌ バスオフ発生時、ＤＮ３１１のディップスイッチ ＳＴＢＹ ２００４Ｈ

「ＢＵＳＯＦＦ」がＯＮの場合 ＢＵＳＯＦＦ

（バスオフ発生でスタンバイモードになる場合）

ｍ 伝送開始時にノードアドレスの重複を検出した場合 ＳＴＢＹ ２００２Ｈ

ＤＰＡＤＲ
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２）ダウン情報（０５Ｄ４Ｈ：１ワード）

本レジスタには、ＤＮ３１１がダウンモードになる時に、ダウンモードになる原因を格納します。

またダウンモードになった場合、正面パネルの７セグメント表示器で下記のダウンコードを表示

します。

表４．４ ダウン情報

ダウンコード ダウンモード発生原因

（１６進）

Ｆ０Ｈ ウォッチドッグ・タイムアウト発生

Ｆ１Ｈ メモリバス異常発生

Ｆ２Ｈ ＴＲＡＰ発生

Ｆ３Ｈ ＲＯＭのＢＣＣチェックエラー発生（ＤＮ３１１起動時）

Ｆ４Ｈ ＲＡＭのリード／ライトエラー発生（ＤＮ３１１起動時）

Ｆ５Ｈ Ｔ３／Ｔ３Ｈ通信用メモリのリードライト／エラー発生

（ＤＮ３１１起動時）

Ｆ６Ｈ ＤＮ３１１ノードアドレス設定異常

Ｆ７Ｈ ＤＮ３１１ネットワーク通信速度設定異常

Ｆ８Ｈ 構成データＥＥＰＲＯＭリードエラー発生

３）ポーリング／ビットストローブスキャン周期（０５ＣＦＨ～０５Ｄ３Ｈ：５ワード）

本エリアは、ポーリング方式またはビットストローブ方式伝送時のＤＮ３１１のスキャン時間を

「ミリ秒」単位で格納します。

非同期モード時：ＤＮ３１１が全スレーブデバイスとのデータ入力／出力を実施して、次の入力

／出力を開始するまでの時間を「スキャン周期」と呼びます。

・ポーリング方式のスレーブデバイスのみの場合は、ポーリング入力／出力開始

から次のポーリング入力／出力を開始するまでの時間です。

・ビットストローブ方式のスレーブデバイスのみの場合、ビットストローブ入力

／出力開始から、次のビットストローブ入力／出力を開始するまでの時間です。

・ポーリング方式とビットストローブ方式のスレーブデバイスが混在する場合は、

ビットストローブ入力／出力開始からポーリング入力／出力を実施して、再び

ビットストローブ入力／出力を開始するまでの時間です。

同期モード時：Ｔ３／Ｔ３Ｈが「出力データセマフォ（ビットストローブ／ポーリング）」に

「１」を書き込んでから、ＤＮ３１１が「入力データセマフォ」に「１」を書き

込むまでの時間を「スキャン完了時間」と呼びます。

表４．５ スキャン周期構成

０５ＣＦＨ スキャン周期／スキャン完了時間

０５Ｄ０Ｈ 非同期モード：スキャン周期最小値

０５Ｄ１Ｈ 非同期モード：スキャン周期最大値

０５Ｄ２Ｈ 同期モード：スキャン完了時間最小値

０５Ｄ３Ｈ 同期モード：スキャン完了時間最大値

４）モジュール初期化完了（０５ＣＤＨ：１ワード）

本レジスタは、電源投入またはリセット要求による初期化処理の完了を示します。

「１」：初期化完了

「１」以外：初期化中
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５）ノードエラーカウンタ（０５Ｃ６Ｈ～０５ＣＣＨ：７ワード）

ＤＮ３１１で使用しているＣＡＮコントローラは、伝送エラーの発生頻度により、自局のエラー

ステート（エラーアクティブ⇔エラーパッシブ⇔バスオフ）が変化すると、その変化を通知する

機能を持っています。

またＤＮ３１１で使用しているＣＡＮコントローラは、「オーバーランエラー」の通知機能を持

っています。「オーバーランエラー」とは、ＣＡＮコントローラの受信データ処理が受信データ

の入力速度に追従できずに、スレーブデバイスが送信したデータをＣＡＮコントローラが取り損

ねた場合に発生します。「オーバーランエラー」がＤＮ３１１で発生した場合、ＤＮ３１１はス

レーブデバイスのデータを取り損ねたことになります。

ＤＮ３１１では、現状のエラーステートおよび通信起動時からのエラーステートの変化の履歴を

保持しています。本レジスタは通信起動時からのエラーステートの変化履歴と送信および受信の

総回数を示します。

表４．６ ノードエラーカウンタ構成

０５Ｃ６Ｈ 現状エラーステート（１６進）

０５Ｃ７Ｈ 通信起動時からの送信回数

０５Ｃ８Ｈ 通信起動時からの受信回数

０５Ｃ９Ｈ エラーアクティブ発生回数

０５ＣＡＨ エラーパッシブ発生回数

０５ＣＢＨ バスオフ発生回数

０５ＣＣＨ オーバーランエラー発生回数

現状エラーステート エラーコード（１６進）

初期モード ００Ｈ

エラーアクティブ状態 ０１Ｈ

エラーパッシブ状態 ０２Ｈ

バスオフ状態 ０３Ｈ

オーバーランエラー発生 ０４Ｈ

予約 上記以外
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６）スレーブデバイス構成情報（０５Ａ６Ｈ～０５Ｃ５Ｈ：３２ワード）

本エリアは、ＤＮ３１１に設定されている（不揮発性メモリに保存されている）、スレーブデバ

イスのスキャンタイプ情報を表示しています。

表４．７ スレーブデバイス構成情報

アドレス Ｆ ８ ７ ０

０５Ａ６Ｈ ノードアドレス：１ ノードアドレス：０

０５Ａ７Ｈ ノードアドレス：３ ノードアドレス：２

０５Ａ８Ｈ ノードアドレス：５ ノードアドレス：４

０５Ａ９Ｈ ノードアドレス：７ ノードアドレス：６

０５ＡＡＨ ノードアドレス：９ ノードアドレス：８

０５ＡＢＨ ノードアドレス：１１ ノードアドレス：１０

０５ＡＣＨ ノードアドレス：１３ ノードアドレス：１２

０５ＡＤＨ ノードアドレス：１５ ノードアドレス：１４

０５ＡＥＨ ノードアドレス：１７ ノードアドレス：１６

０５ＡＦＨ ノードアドレス：１９ ノードアドレス：１８

０５Ｂ０Ｈ ノードアドレス：２１ ノードアドレス：２０

０５Ｂ１Ｈ ノードアドレス：２３ ノードアドレス：２２

０５Ｂ２Ｈ ノードアドレス：２５ ノードアドレス：２４

０５Ｂ３Ｈ ノードアドレス：２７ ノードアドレス：２６

０５Ｂ４Ｈ ノードアドレス：２９ ノードアドレス：２８

０５Ｂ５Ｈ ノードアドレス：３１ ノードアドレス：３０

０５Ｂ６Ｈ ノードアドレス：３３ ノードアドレス：３２

０５Ｂ７Ｈ ノードアドレス：３５ ノードアドレス：３４

０５Ｂ８Ｈ ノードアドレス：３７ ノードアドレス：３６

０５Ｂ９Ｈ ノードアドレス：３９ ノードアドレス：３８

０５ＢＡＨ ノードアドレス：４１ ノードアドレス：４０

０５ＢＢＨ ノードアドレス：４３ ノードアドレス：４２

０５ＢＣＨ ノードアドレス：４５ ノードアドレス：４４

０５ＢＤＨ ノードアドレス：４７ ノードアドレス：４６

０５ＢＥＨ ノードアドレス：４９ ノードアドレス：４８

０５ＢＦＨ ノードアドレス：５１ ノードアドレス：５０

０５Ｃ０Ｈ ノードアドレス：５３ ノードアドレス：５２

０５Ｃ１Ｈ ノードアドレス：５５ ノードアドレス：５４

０５Ｃ２Ｈ ノードアドレス：５７ ノードアドレス：５６

０５Ｃ３Ｈ ノードアドレス：５９ ノードアドレス：５８

０５Ｃ４Ｈ ノードアドレス：６１ ノードアドレス：６０

０５Ｃ５Ｈ ノードアドレス：６３ ノードアドレス：６２

スキャンタイプ コード（１６進）

未設定 ００Ｈ

ビットストローブ方式 ０１Ｈ

ポーリング方式 ０２Ｈ

ポーリング＆ストローブ ０３Ｈ

予約 上記以外
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７）トータルデバイス数（０５Ａ５Ｈ：１ワード）

Ｔ３／Ｔ３Ｈからのパラメータ設定要求で指定された、ネットワーク上で動作するスレーブデバ

イスの個数を示します（設定情報）。

８）オンラインデバイス数（０５Ａ４Ｈ：１ワード）

現在、ＤＮ３１１とデータ入力／出力を実行中のスレーブデバイスの個数を示します（実行情

報）。

９）ビットストローブデバイス数（０５Ａ３Ｈ：１ワード）

Ｔ３／Ｔ３Ｈからのパラメータ設定要求で指定された、ネットワーク上で動作するビットストロ

ーブ方式スレーブデバイスの個数を示します（設定情報）。

１０）ポーリングデバイス数（０５Ａ２Ｈ：１ワード）

Ｔ３／Ｔ３Ｈからのパラメータ設定要求で指定された、ネットワーク上で動作するポーリング方

式スレーブデバイスの個数を示します（設定情報）。

補足：ポーリング方式／ビットストローブ方式の両方をサポートしているスレーブデバイスの場

合、ビットストローブデバイス／ポーリングデバイスの両方にカウントされます。

１１）ポーリング未応答デバイスマップ（０５９４Ｈ～０５９７Ｈ：４ワード）

ＤＮ３１１にスレーブデバイスとして登録してあるポーリング方式のスレーブデバイスで、ＤＮ

３１１からの送信に対して応答しないスレーブデバイスを１デバイス１ビットで示します（ＯＮ

で未応答）。表４．８の枠内の数字はスレーブデバイスのノードアドレスです。

表４．８ ポーリング未応答スレーブデバイス

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

０５９４Ｈ 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

０５９５Ｈ 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

０５９６Ｈ 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32

０５９７Ｈ 63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48

１２）ビットストローブ未応答デバイスマップ（０５９０Ｈ～０５９３Ｈ：４ワード）

ＤＮ３１１にスレーブデバイスとして登録してあるビットストローブ方式のスレーブデバイスで、

ＤＮ３１１からの送信に対して応答しないスレーブデバイスを１デバイス１ビットで示します

（ＯＮで未応答）。表４．９の枠内の数字はスレーブデバイスのノードアドレスです。

表４．９ ビットストローブ未応答スレーブデバイス

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

０５９０Ｈ 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

０５９１Ｈ 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

０５９２Ｈ 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32

０５９３Ｈ 63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48
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１３）入力／出力データ設定情報（０３０４Ｈ～０５８３Ｈ：６４０ワード）

入力／出力データエリアのどの部分に、スレーブデバイスの入力／出力データが割り付けられて

いるかをスレーブデバイス（ノードアドレス：ＮＡ）ごとに示します。

入力／出力データ設定情報は、１スレーブデバイスあたり１０ワードです。各ノードの情報が格

納されるエリアの先頭アドレスを図４．７に示します。また、１スレーブデバイスあたりの内容

を表４．１０に示します。

本エリアにデータが入るのは、スレーブデバイスパラメータの設定後、動作モード制御要求で、

ＤＮ３１１をランモード（伝送可能状態）にした時点です。

また存在しないスレーブデバイスのエリアには「０」が設定されます。

０３０４Ｈ ＮＡ＝０ ０３Ｅ０Ｈ ＮＡ＝２２ ０４ＢＣＨ ＮＡ＝４４

０３０ＥＨ ＮＡ＝１ ０３ＥＡＨ ＮＡ＝２３ ０４Ｃ６Ｈ ＮＡ＝４５

０３１８Ｈ ＮＡ＝２ ０３Ｆ４Ｈ ＮＡ＝２４ ０４Ｄ０Ｈ ＮＡ＝４６

０３２２Ｈ ＮＡ＝３ ０３ＦＥＨ ＮＡ＝２５ ０４ＤＡＨ ＮＡ＝４７

０３２ＣＨ ＮＡ＝４ ０４０８Ｈ ＮＡ＝２６ ０４Ｅ４Ｈ ＮＡ＝４８

０３３６Ｈ ＮＡ＝５ ０４１２Ｈ ＮＡ＝２７ ０４ＥＥＨ ＮＡ＝４９

０３４０Ｈ ＮＡ＝６ ０４１ＣＨ ＮＡ＝２８ ０４Ｆ８Ｈ ＮＡ＝５０

０３４ＡＨ ＮＡ＝７ ０４２６Ｈ ＮＡ＝２９ ０５０２Ｈ ＮＡ＝５１

０３５４Ｈ ＮＡ＝８ ０４３０Ｈ ＮＡ＝３０ ０５０ＣＨ ＮＡ＝５２

０３５ＥＨ ＮＡ＝９ ０４３ＡＨ ＮＡ＝３１ ０５１６Ｈ ＮＡ＝５３

０３６８Ｈ ＮＡ＝１０ ０４４４Ｈ ＮＡ＝３２ ０５２０Ｈ ＮＡ＝５４

０３７２Ｈ ＮＡ＝１１ ０４４ＥＨ ＮＡ＝３３ ０５２ＡＨ ＮＡ＝５５

０３７ＣＨ ＮＡ＝１２ ０４５８Ｈ ＮＡ＝３４ ０５３４Ｈ ＮＡ＝５６

０３８６Ｈ ＮＡ＝１３ ０４６２Ｈ ＮＡ＝３５ ０５３ＥＨ ＮＡ＝５７

０３９０Ｈ ＮＡ＝１４ ０４６ＣＨ ＮＡ＝３６ ０５４８Ｈ ＮＡ＝５８

０３９ＡＨ ＮＡ＝１５ ０４７６Ｈ ＮＡ＝３７ ０５５２Ｈ ＮＡ＝５９

０３Ａ４Ｈ ＮＡ＝１６ ０４８０Ｈ ＮＡ＝３８ ０５５ＣＨ ＮＡ＝６０

０３ＡＥＨ ＮＡ＝１７ ０４８ＡＨ ＮＡ＝３９ ０５６６Ｈ ＮＡ＝６１

０３Ｂ８Ｈ ＮＡ＝１８ ０４９４Ｈ ＮＡ＝４０ ０５７０Ｈ ＮＡ＝６２

０３Ｃ２Ｈ ＮＡ＝１９ ０４９ＥＨ ＮＡ＝４１ ０５７ＡＨ ＮＡ＝６３

０３ＣＣＨ ＮＡ＝２０ ０４Ａ８Ｈ ＮＡ＝４２

０３Ｄ６Ｈ ＮＡ＝２１ ０４Ｂ２Ｈ ＮＡ＝４３

図４．７ 入力／出力データ設定情報アドレス
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例）「ノードアドレス＝１」の場合の入力／出力データ設定情報

・入力データオフセットは、入力データエリアの先頭（００００Ｈ）からの、オフセットアド

レス（バイト単位）です。

・出力データオフセットは、出力データエリアの先頭（０２Ｆ４Ｈ）からの、オフセットアド

レス（バイト単位）です

・ビットストローブ出力データのオフセットとバイト数の項目が無いのは、ビットストローブ

出力データエリアがあるからです

表４．１０ 「ノードアドレス＝１」の場合の入力／出力データ設定情報

０３０ＥＨ ビットストローブ入力データオフセット

０３０ＦＨ ビットストローブ入力データバイト数

０３１０Ｈ ポーリング入力データオフセット

０３１１Ｈ ポーリング入力データバイト数

０３１２Ｈ 予約

０３１３Ｈ 予約

０３１４Ｈ ポーリング出力データオフセット

０３１５Ｈ ポーリング出力データバイト数

０３１６Ｈ 予約

０３１７Ｈ 予約

１４）自局ノードアドレス（０３０３Ｈ：１ワード）

正面パネルにあるロータリースイッチで設定した、自局のノードアドレスが１６進数で格納され

ます（００Ｈ～３ＦＨ）。

１５）ネットワーク通信速度（０３０２Ｈ：１ワード）

正面パネルにあるディップスイッチで設定した、ネットワーク通信速度が格納されます。

００Ｈ：未使用（設定禁止）

０１Ｈ：５００ｋｂｐｓ

０２Ｈ：２５０ｋｂｐｓ

０３Ｈ：１２５ｋｂｐｓ

１６）バスオフ発生時動作モード（０３０１Ｈ：１ワード）

ＤＮ３１１が自局のバスオフ状態を検出した場合の、ＤＮ３１１の動作モード設定を格納します。

００Ｈ：バスオフを検出した場合、モジュールをスタンバイモードにして、ＣＡＮコントローラ

を初期化します。伝送を再開する手順は通常の伝送開始手順と同様です。

伝送開始手順は５章で説明します。

０１Ｈ：バスオフを検出した場合、モジュールの動作モードはそのままにして、ＣＡＮコントロ

ーラを初期化し、可能であれば通信を再開します。

１７）ネットワーク電源供給有無（０３００Ｈ：１ワード）

ネットワーク電源の供給モードをを格納します。

００Ｈ：ネットワーク電源供給正常

０１Ｈ：ネットワーク電源供給異常
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４．４ 入力／出力データエリアへのスレーブデバイスデータの割付

入力／出力データエリアへの、スレーブデバイスの受信／送信データの割付は、ノードアドレスの

小さい順に割り付けられます。例えば表４．１１スレーブデバイス構成の場合、入力データエリア／

出力データエリアの割付は図４．８のように、先頭から詰めて割り付けられます。

割り付けが行われるのは、スレーブデバイスパラメータの設定後、動作モード制御要求でランモード

（伝送可能状態）にした時点です。

表４．１１ スレーブデバイス構成（サンプル）

ノードアドレス 送信サイズ 受信サイズ

１０ ２バイト ４バイト

１１ ４バイト ２バイト

１２ ６バイト ６バイト

２０ ３バイト ４バイト

３０ ４バイト １バイト

４０ ４バイト ６バイト

図４．８ スレーブデバイス構成（サンプル）での入力／出力データエリア

出力データエリア 入力データエリア

Ｆ･････････････････０ Ｆ･････････････････０

０１７ＡＨ ＮＡ＝１０ ００００Ｈ
ＮＡ＝１０

０１７ＢＨ ０００１Ｈ
ＮＡ＝１１

０１７ＣＨ ０００２Ｈ ＮＡ＝１１

０１７ＤＨ ０００３Ｈ

０１７ＥＨ ＮＡ＝１２ ０００４Ｈ ＮＡ＝１２

０１７ＦＨ ０００５Ｈ

０１８０Ｈ ＮＡ ０００６Ｈ
＝２０ ＮＡ＝２０

０１８１Ｈ 割付無し ０００７Ｈ

０１８２Ｈ ０００８Ｈ 割付無し ＮＡ=３０
ＮＡ＝３０

０１８３Ｈ ０００９Ｈ

０１８４Ｈ ０００ＡＨ ＮＡ＝４０
ＮＡ＝４０

０１８５Ｈ ０００ＢＨ

注意
１．スレーブデバイスの送信／受信サイズが奇数バイトの場合、出力／入力

。エリアには、実際のサイズ＋１バイト分のエリアが確保されます

２．スレーブデバイスを追加する場合、現在スレーブデバイスに付いている

ノードアドレスより大きい値を付けて下さい。図４．８の場合、新しい

スレーブデバイスのノードアドレスは「４１」以上にして下さい。

新しいスレーブデバイスのノードアドレスを「１８」にすると、ノード

アドレス２０／３０／４０のデータの割付がずれてしまいます。

３．入力／出力データ数が変えられるスレーブデバイス（FLEX-I/O等）は、

途中でデータ数を変更しないで下さい。変更したスレーブデバイスより

ノードアドレスの大きいスレーブデバイスの割付がずれてしまいます。
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４．５ セマフォエリア

このエリアは、Ｔ３／Ｔ３Ｈから要求を発行してＤＮ３１１にある一定の動作をさせたり、要求に

対するＤＮ３１１の応答を読み出すために使用するエリアです。図４．９のアドレスは、Ｔ３／Ｔ３

Ｈから見たアドレス（ワードアドレス）です。

０５Ｄ６Ｈ

予約（１３８ワード）

０６６０Ｈ

確認応答エリア（２００ワード）

０７２８Ｈ

要求エリア（２００ワード）

０７Ｆ０Ｈ 予約（２ワード）

０７Ｆ２Ｈ 確認応答フラグレジスタ（１ワード）

０７Ｆ３Ｈ 要求フラグレジスタ（１ワード）

０７Ｆ４Ｈ

予約（１１ワード）

０７ＦＦＨ リクエストレジスタ（１ワード）

図４．９ セマフォエリア構成
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Ｔ３／Ｔ３Ｈ→ＤＮ３１１１）リクエストレジスタ（０７ＦＦＨ：１ワード）：

本レジスタは、Ｔ３／Ｔ３ＨからＤＮ３１１に対して要求を発行する場合、ＤＮ３１１に対して

要求があることを通知するために使用します。

Ｔ３／Ｔ３Ｈのラダープログラムで、「要求フラグレジスタ」に「１」を書き込んだ後、本レジ

スタに「１」を書き込みます。

「０」：通知なし

「１」：通知あり

本レジスタは、ＤＮ３１１が「要求エリア」の要求を読み出した後、ＤＮ３１１が「０」に設定

します。

Ｔ３／Ｔ３Ｈ→ＤＮ３１１２）要求フラグレジスタ（０７Ｆ３Ｈ：１ワード）：

本レジスタは、Ｔ３／Ｔ３ＨからＤＮ３１１に対して要求を発行する場合に使用します。

Ｔ３／Ｔ３Ｈのラダープログラムで、「要求エリア」に要求データを書き込んだ後、本レジスタ

に「１」を書き込みます。

「０」：要求なし

「１」：Ｔ３／Ｔ３ＨからＤＮ３１１に要求あり

「０、１以外」：予約

本レジスタは、ＤＮ３１１が「要求エリア」の要求を読み出した後、ＤＮ３１１が「０」に設定

します。

ＤＮ３１１→Ｔ３／Ｔ３Ｈ３）確認応答フラグレジスタ（０７Ｆ２Ｈ：１ワード）：

本レジスタは、Ｔ３／Ｔ３ＨからＤＮ３１１に発行した要求に、ＤＮ３１１が応答を返している

ことをＴ３／Ｔ３Ｈに通知するために使用します。

Ｔ３／Ｔ３Ｈのラダープログラムで、ＤＮ３１１に要求発行後、本レジスタに「１」が設定され

るのを監視します。本レジスタに「１」が設定されたら、「確認応答エリア」からＤＮ３１１の

応答データを読み出した後、本レジスタに「０」を書き込みます。

「０」：応答なし

「１」：ＤＮ３１１からＴ３／Ｔ３Ｈに応答あり

「０、１以外」：予約

Ｔ３／Ｔ３Ｈ→ＤＮ３１１４）要求エリア（０７２８Ｈ～０７ＥＦＨ：２００ワード）：

Ｔ３／Ｔ３ＨからＤＮ３１１に要求を発行する場合、要求データを書き込むエリアです。

要求データは、「０７２８Ｈ」を先頭に書き込みます。

Ｔ３／Ｔ３ＨからＤＮ３１１に対する要求には以下の６種類があります。

ａ）リセット要求

ｂ）パラメータ設定要求（自ノード）

ｃ）パラメータ設定要求（スレーブデバイス）

ｄ）ＤＮ３１１動作モード制御要求

ｅ）ＲＡＳ情報読み出し要求

ｆ）時刻設定要求

上記の６種類の要求はそれぞれ要求データの構成が異なります。要求データの構成は「４．６

ＤＮ３１１に対する各種要求」で説明します。

ＤＮ３１１→Ｔ３／Ｔ３Ｈ５）確認応答エリア（０６６０Ｈ～０７２７Ｈ：２００ワード）：

Ｔ３／Ｔ３ＨからＤＮ３１１に要求を発行した場合、ＤＮ３１１がＴ３／Ｔ３Ｈに対する応答デ

ータを設定するエリアです。応答データは、「０６６０Ｈ」を先頭に設定されます。

応答データの構成は「４．６ ＤＮ３１１に対する各種要求」で説明します。
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６）セマフォエリア使用方法

１）～５）で説明した各種エリア／レジスタの使用方法を図４．１０に示します。図中の斜線部

は、各レジスタが「１」の状態を示します。

ａ）確認応答フラグレジスタをＲＥＡＤ命令で読み出し「０」であることを確認する。

「０」以外である場合は「０」を書き込む（初回だけ）。

ｂ）ＤＮ３１１への要求データを要求エリアにＷＲＩＴＥ命令で書き込む（０７２８Ｈが先頭）。

ｃ）要求フラグレジスタに「１」をＷＲＩＴＥ命令で書き込む。

ｄ）リクエストレジスタに「１」をＷＲＩＴＥ命令で書き込む。

ｅ）確認応答フラグレジスタをＲＥＡＤ命令で読み出し「１」になるまで待つ。

ｆ）確認応答フラグレジスタが「１」になったら、確認応答エリアからＲＥＡＤ命令で、

ＤＮ３１１の応答データを読み出す（０６６０Ｈが先頭）。

ｇ）確認応答フラグレジスタにＷＲＩＴＥ命令で「０」を書き込む。

→ｂ）に戻る

要求エリア 確認応答

Ｔ３／Ｔ３Ｈ 書込 エリア読出

要求あり 確認応答フラグ 確認応答

要求フラグ レジスタ読出 エリア

レジスタ 読出完了

要求通知

リクエスト

レジスタ

要求エリア

確認応答 読出完了

フラグレジスタ

応答あり

ＤＮ３１１

ＤＮ３１１ 内部処理

要求エリア読出 確認応答エリア書込

図４．１０ 各種要求時のセマフォ使用方法

７）セマフォエリア使用上の注意

・要求エリア、確認応答エリアが１組しかないのため、Ｔ３／Ｔ３Ｈからの１個の要求に対する

ＤＮ３１１の確認応答が返ってから、次の要求を発行して下さい。

・確認応答エリア／確認応答フラグレジスタに、データの書き込み（ＷＲＩＴＥ命令）をしない

で下さい。応答データが壊れることがあります。

・要求エリアに、ＷＲＩＴＥ命令でデータの書き込みをする場合、エリア先頭番地および書き込

むデータ量に注意して下さい。

他のエリアのデータを壊して、ＤＮ３１１が誤動作することがあります。
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４．６ ＤＮ３１１に対する各種要求

ここでは、Ｔ３／Ｔ３ＨからＤＮ３１１に対して発行する各種要求を説明します。Ｔ３／Ｔ３Ｈか

らＤＮ３１１に対する要求は６種類あります。

また６種類の要求はＤＮ３１１の動作モードにより実行可能な要求／不可能な要求に分けられます。

ＤＮ３１１の動作モードは「４．６．１ ＤＮ３１１動作モード」で説明します。各種要求と動作モ

ードの関係については表４．１２に示します。

６種類の要求の詳細は、「４．６．２ リセット要求」以降で説明します。

表４．１２ 各種要求一覧

動作モード ダウン 初期化 スタンバイモード(STBY) ラン

要求名 モード モード 自ノード 自ノード モード

[要求コード] (DOWN) (INIT) パラメータ未設定 パラメータ設定済 (RUN)

リセット

[００１１Ｈ] △ × ○ ○ ○

パラメータ設定

（自ノード） × × ○ ○ ×

[００１２Ｈ]

パラメータ設定

（スレーブデバイス） × × ○ ○ ×

[００１２Ｈ]

動作モード制御

[００１３Ｈ] × × × ○ ○

ＲＡＳ情報読み出し

[００１５Ｈ] ○ × ○ ○ ○

時刻設定

[００１８Ｈ] × × ○ ○ ○

○：要求可能です

△：要求可能ですが、ダウンした原因によりエラー応答になる場合もあります

ダウンモード発生原因は「表４．４ ダウン情報」をご覧下さい

×：要求不可能…要求するとエラー応答になります

エラーコードは「４．７ 完了ステータス」で説明します
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４．６．１ ＤＮ３１１動作モード

ＤＮ３１１の動作モードには、以下のモードがあります。

１）イニシャライズモード

・電源投入又はリセット要求により、ＤＮ３１１がリセット処理中のモードです。

・リセット処理が正常に完了すれば、「スタンバイモード」になります。

・リセット処理が異常完了（セルフテストでエラー等）すると、「ダウンモード」になります。

・本モード中は、Ｔ３／Ｔ３Ｈ側ユーザプログラムからの命令を発行しないで下さい。

２）スタンバイモード

・電源投入又はリセット要求による、リセット処理が正常完了した後になるモードです。

・ランモードから動作モード制御要求で本モードにすることができます。

・本モードのみ、ＤＮ３１１に自ノード／スレーブデバイスのパラメータを設定が可能です。

・本モードからは、自ノードのパラメータ設定を行わないと「ランモード」にできません。

３）ランモード

・自ノードのパラメータ設定後、動作モード制御要求で本モードにすることができます。

・ＤＮ３１１がスレーブデバイスと伝送ができるモードです。

・スレーブデバイスとの伝送方式（ポーリング方式／ビットストローブ方式）の選択が可能です。

・Ｔ３／Ｔ３Ｈ⇔ＤＮ３１１間の転送モード（同期モード／非同期モード）の選択が可能です。

４）ダウンモード

・ＤＮ３１１が非回復性の異常状態になったことを示すモードです。

・リセット要求で「スタンバイモード」にすることができますが、リセット要求がエラー応答に

なる場合は、電源再投入で復帰して下さい。

・ダウンモードの発生原因は「表４．４ ダウン情報」をご覧下さい

図４．１１にＤＮ３１１動作モードの遷移図を示します。四角の枠内がＤＮ３１１の動作モードを

示します。太い四角の枠で囲まれている動作モードがユーザプログラムで制御できるＤＮ３１１の動

作モードです。また図中の太い矢印がユーザプログラムで指定できる要求です。

電源ダウン

電源投入

自己チェック正常完了

イニシャライズ スタンバイ

リセット要求
ａ）スタンバイ要求

ｂ）Ｔ３／Ｔ３Ｈを

自己チェック リセット要求 ＲＵＮ→ＨＡＬＴ

異常完了 リセット要求 ラン要求 ｃ）バスオフ発生

または 正面のＤＩＰ－ＳＷ

電源再投入 ｢ＢＵＳＯＦＦ｣が

ＯＮの場合

非回復性エラー発生

ダウン ラン(伝送可能)

図４．１１ ＤＮ３１１動作モード

注意
１．Ｔ３／Ｔ３ＨがＨＡＬＴ／ＥＲＲＯＲモードになると、ランモードの

ＤＮ３１１はスタンバイモードになります。
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４．６．２ リセット要求

１）機能

Ｔ３／Ｔ３ＨからＤＮ３１１に対するリセット要求です。ＤＮ３１１はリセット要求を受信する

と、モジュールのイニシャライズ処理を実行します。

また本要求で、ＤＮ３１１内部の不揮発性メモリに保存しているスキャンリスト（ネットワーク

に接続しているスレーブデバイスのパラメータ）を消去することができます。

正常時：リセット要求を実行すると、パラメータ設定要求待ち（スタンバイモード)になります。

リセット要求の正常完了時はＴ３／Ｔ３Ｈに対する応答は無いので、正常完了を確認す

るためには、ステーションステータス（０５Ｄ５Ｈ）が、初期化モードからスタンバイ

モードに遷移することを確認して下さい。

異常時：リセット要求が受け付けられない場合はエラー応答（完了ステータス）をＴ３／Ｔ３Ｈ

に返します。

リセット要求 リセット完了

ＩＮＺビット（１４ビット）

ＳＴＢＹビット（１２ビット）

ＮＣＯＩＮビット（６ビット）

（スキャンリストクリア時）

ステーションステータス ４０００Ｈ ２０００Ｈ／２０４０Ｈ

図４．１２ リセット要求時のステーションステータス動作

２）データ部フォーマット

ａ）要求 要求エリア

０７２８Ｈ 要求コード（００１１Ｈ）

０７２９Ｈ スキャンリストクリア ０：クリアしない

１：クリアする

ｂ）確認応答（異常時のみ） 確認応答エリア

０６６０Ｈ 要求コード（００１１Ｈ）

０６６１Ｈ 完了ステータス

完了ステータスについては、「４．７ 完了ステータス」をご覧下さい。

３）実行時間：Ｔ３／Ｔ３Ｈからリクエストレジスタに「１」を書き込んで、ステーションステータ

スが、「４０００Ｈ」から、「２０００Ｈ／２０４０Ｈ」になるまで

・不揮発性メモリにスキャンリストが 場合：スキャンリストクリア無し…約１秒有る

スキャンリストクリア有り…約９秒

・不揮発性メモリにスキャンリストが 場合：スキャンリストクリア無し…約９秒無い

スキャンリストクリア有り…約９秒

４）その他

・リセット要求受付後、初期化処理中は７セグメントＬＥＤは消灯しています。

・不揮発性メモリにスキャンリストが無い状態で、電源投入時の立ち上がり時間も約９秒です。

注意
１．ＤＮ３１１がリセット処理中は、Ｔ３／Ｔ３ＨからＤＮ３１１に各種

要求を発行したり、データの入力／出力をしないで下さい。

要求が異常完了（ステーションモード異常エラー）するか、モジュール

のセルフチェックがエラーとなり、ダウンモードになります。
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４．６．３ パラメータ設定要求（自ノード）

１）機能

本要求はＤＮ３１１の「自ノードパラメータ」を設定するのに使用します。本要求はＤＮ３１１

がスタンバイモード時にしか発行できません。「自ノードパラメータ」及び「スレーブデバイス

パラメータ」を設定した後、「４．６．５ 動作モード制御要求」でＤＮ３１１を伝送可能状態

「ランモード」にします。

スレーブデバイスパラメータが、すでにＤＮ３１１内の不揮発性メモリの中に設定してあれば、

「自ノードパラメータ」のみを設定して、「動作モード制御要求」でＤＮ３１１をランモードに

します（自ノードパラメータは不揮発性メモリに設定できません）。

２）データ部フォーマット

ａ）要求

要求エリア

０７２８Ｈ 要求コード（００１２Ｈ）

０７２９Ｈ 要求種別＝０

０７２ＡＨ ポート番号＝０

０７２ＢＨ 自局ノードアドレス 設定値：０～６３

０７２ＣＨ ポーリング送信モード 設定値：０、１

０７２ＤＨ スキャン間待ち時間 設定値：２～１０，０００ｍｓｅｃ

０７２ＥＨ バックグラウンドポール率 設定値：１～６５５３５

０７２ＦＨ 再送カウンタ 設定値：１固定

０７３０Ｈ 伝送タイミング 設定値：ｍｓ単位

ｂ）確認応答

確認応答エリア

０６６０Ｈ 要求コード（００１２Ｈ）

０６６１Ｈ 完了ステータス

完了ステータスについては、「４．７ 完了ステータス」をご覧下さい。

ｃ）自局パラメータ

表４．１３ 自局パラメータ（その１）

パラメータ 内 容

ポーリング送信モード ０：スレーブデバイス全体に対してポーリング要求を行い、

一括でポーリング応答を待つ方式

１：１スレーブデバイス毎にポーリング要求後、ポーリング

応答を待つ方式

スキャン間待ち時間 スレーブデバイス全体へのアクセスが終了してから、次の

アクセスを開始するまでの待ち時間を指定します

最小値：２ｍｓ、最大値：１０，０００ｍｓ

バックグラウンド バックグラウンドポーリングを指定（スレーブパラメータで

ポール率 設定）されたデバイスを、ポール率に設定されたスキャン間

隔でアクセスします

例）５を設定すると、５スキャン毎にアクセスします

本パラメータはポーリング方式デバイス／ビットストローブ

方式デバイスの両方に有効です

再送カウンタ 固定で「１」を設定します
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表４．１４ 自局パラメータ（その２）

パラメータ 内 容

伝送タイミング ＤＮ３１１のアクセスがある間隔以上無い場合に、スレーブ

デバイスが伝送のタイムアウトを検出するための値

スレーブデバイスへのスキャン周期以上の値を設定します

（通常は１００ｍｓ以上）

・バックグラウンドポーリングのスレーブデバイスがある

場合、（スキャン周期×ポール率）以上の時間となります

同期モード通信 ユーザプログラムによる送信間隔・ の場合は

を設定する必要がありますより長い値

ｄ）ポーリング送信モードの補足

ポーリング送信モードの選択で、ポーリング方式スレーブデバイスが無応答になった場合の、

ＤＮ３１１の対処方法が変化します。

◎ポーリング送信モード＝０の場合

・マスタデバイスは、ポーリング方式スレーブデバイスの応答とは非同期にポーリング要求を

行い、要求実行後２０ｍｓまで、スレーブデバイスのポーリング応答を待ちます。

２０ｍｓの応答待ち時間を過ぎると、次のスキャンを開始します。

・無応答スレーブデバイスがある限り、毎スキャン２０ｍｓの応答待ちをします。

・無応答スレーブデバイスがある場合の実スキャン周期は、下記のようになります。

実スキャン周期＝正常時の実スキャン周期＋２０ｍｓ

◎ポーリング送信モード＝１の場合

・マスタデバイスは、ポーリング方式スレーブデバイスの応答を確認して、順次、各スレーブ

デバイスへのポーリング要求を行います。スレーブデバイスのポーリング応答が無い場合は

２０ｍｓまで待ち、次のスレーブデバイスに対してポーリング要求を行います。

・無応答スレーブデバイスに対するタイムアウトが３回連続して発生すると、そのスレーブデ

バイスはＤＮ３１１のスキャンリストから除外されます。これによりＤＮ３１１は残りの正

常なスレーブデバイスと伝送を行い、応答待ち時間も発生しません。

・スキャンリストから除外するのは、３回連続で無応答タイムアウトが発生した場合のみです。

あるスレーブデバイスが２回連続して無応答タイムアウト状態になり、次のスキャンで応答

を返した場合は、無応答タイムアウトの回数はクリアされます。

・ＤＮ３１１はスキャンリストから外されたスレーブデバイスに対して、一定周期で応答確認

を行い、スレーブデバイスが応答すれば、スキャンリストに再登録します。

・ｎ台のスレーブデバイスが同時に無応答になった場合、３回タイムアウトするまでの実スキ

ャン周期は、下記のようになります。

実スキャン周期＝正常時の実スキャン周期＋ｎ台×２０ｍｓ

ｅ）ビットストローブ方式スレーブデバイスが無応答になった場合

ポーリング送信モードの選択に依らず、マスタデバイスはビットストローブ要求を行い、要求

実行後２０ｍｓ間、スレーブデバイスのビットストローブ応答を待ちます。

２０ｍｓの応答待ち時間を過ぎると、次のスキャンを開始します。

・無応答スレーブデバイスがある限り、毎スキャン２０ｍｓの応答待ちをします。

・無応答スレーブデバイスがある場合の実スキャン周期は、下記のようになります。

実スキャン周期＝正常時の実スキャン周期＋２０ｍｓ

取扱上のお願い
１．ＤＮ３１１のノードアドレスは、スレーブデバイスのノードアドレスより

小さい値にして下さい（デバイスネットで使用しているＣＡＮの特性）。
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４．６．４ パラメータ設定要求（スレーブデバイス）

１）機能

本要求は、ＤＮ３１１に「スレーブデバイスパラメータ」を設定するのに使用します。本要求は

ＤＮ３１１がスタンバイモード時にしか発行できません。

１回のパラメータ設定要求で設定できるスレーブデバイスは、最大１０スレーブまでです。

本要求で、「スレーブデバイスパラメータ」はＤＮ３１１の不揮発性メモリにも設定されるので、

スレーブデバイス構成が変わらなければ、電源投入のたびに本要求を実行する必要はありません。

不揮発性メモリ内のスレーブデバイスパラメータと要求したスレーブデバイスパラメータが同一

の場合、不揮発性メモリに書き込みを行いません。

スレーブデバイス構成が変更になった場合、不揮発性メモリ上のスレーブデバイスパラメータを

消去し、新しいスレーブデバイスパラメータを登録して下さい。

ＤＮ３１１の不揮発性メモリにスレーブデバイスパラメータを設定可能な回数は３００回です。

２）データ部フォーマット

ａ）要求

要求エリア

０７２８Ｈ 要求コード（００１２Ｈ）

０７２９Ｈ 要求種別＝１

０７２ＡＨ 要求デバイス個数 本要求で設定するスレーブデバイス数

０７２ＢＨ ポート番号 ０固定

０７２ＣＨ スレーブノードアドレス 設定値：０～６３

０７２ＤＨ ベンダーＩＤ ※１

０７２ＥＨ 製品タイプ ※１

０７２ＦＨ 製品コード ※１

０７３０Ｈ スキャンタイプ 設定値：０、１、２

０７３１Ｈ ポールバックグラウンド 設定値：０、１

０７３２Ｈ ビットストローブ受信サイズ ※１ １個目のスレーブ

０７３３Ｈ ポーリング受信サイズ ※１ デバイス設定情報

０７３４Ｈ 予約 ０固定

０７３５Ｈ ポーリング送信サイズ ※１

０７３６Ｈ 予約 ０固定

０７３７Ｈ メジャーレビジョン ※１

０７３８Ｈ マイナーレビジョン ※１

０７３９Ｈ 予約 ０固定

０７３ＡＨ 予約 ０固定

０７３ＢＨ ポート番号

０７３ＣＨ スレーブノードアドレス ２個目のスレーブ

０７３ＤＨ ベンダーＩＤ デバイス設定情報

：

※１：スレーブデバイスの取扱説明書をご覧下さい。

ポーリング送信／受信サイズ、ビットストローブ受信サイズはバイト単位で指定します

ｂ）確認応答

確認応答エリア

０６６０Ｈ 要求コード（００１２Ｈ）

０６６１Ｈ 完了ステータス

完了ステータスについては、「４．７ 完了ステータス」をご覧下さい。
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ｃ）スレーブデバイスパラメータ

スレーブデバイスパラメータは、下記の表４．１５に示すパラメータ以外はスレーブデバイス

な お Ｄ Ｎ ３ １ １ で は 、 Ｄ Ｎ ３ １ １ か ら の 送 信 サ イ ズ が 「 ０ バ イの取扱説明書をご覧下さい。

ト」 のスレーブデバイス対して、下記の制限事項があります。

制限事項

スレーブデバイスが何らかの理由（スレーブデバイス側電源ＯＦＦ、コネクタ取り外し、

等）で、ＤＮ３１１と通信ができなくなった場合、ＤＮ３１１はそのスレーブデバイス

が異常であることを認識できません。

また異常原因解決後も、スレーブデバイス⇔ＤＮ３１１間の通信が再開できません。

補足：現在のＤＮ３１１では上記の制限がありますが、内部ソフトウェアのバージョン

アップにより本件の対策を行う予定です。

表４．１５ スレーブデバイスパラメータ

パラメータ 内 容

スキャンタイプ スレーブデバイスの伝送方法を指定します

０：ビットストローブ ０、１、２以外

１：ポーリング ：設定不可（予約）

２：ビットストローブとポーリング

ポールバック デバイスにＤＮ３１１がアクセスする間隔を指定します

グラウンド ００：スキャンポーリング（毎スキャンアクセス）

０１：バックグラウンドポーリング

（ポール率で指定された回数のスキャンごとにアクセス）

３）その他

約４秒かかります。・スレーブデバイスパラメータ設定は、１スレーブあたり

・スレーブデバイスパラメータ設定中は７セグメントＬＥＤに自ノードアドレスを します。点滅表示

注意
１．パラメータ設定要求（スレーブデバイス）はスレーブデバイスパラメータ

をＤＮ３１１の不揮発性メモリに設定します。スレーブデバイス構成が

変わらなければ、電源投入のたびに本要求を実行する必要はありません。

また、要求したスレーブデバイスパラメータと、不揮発性メモリ内のスレ

ーブデバイスパラメータが同一の場合、設定処理は実行しません。

２．スレーブデバイス構成を変更した場合は、リセット要求でスレーブデバ

イスパラメータを消去し、新しいスレーブデバイスパラメータを設定

して下さい。

３．ＤＮ３１１の不揮発性メモリ内に、スレーブデバイスパラメータを設定

可能な回数は３００回です。

４．ＤＮ３１１では、ＤＮ３１１からの送信サイズが「０バイト」のスレーブ

デバイス対して、下記の制限事項があります。

・スレーブデバイスが何らかの理由で（スレーブデバイス電源ＯＦＦ、

コネクタ取り外し等）、ＤＮ３１１と通信ができなくなった場合、

ＤＮ３１１側でそのスレーブデバイスが異常であることを認識でき

ません。また異常原因解決後も、スレーブデバイス⇔ＤＮ３１１間の

通信が再開できません。

補足：現在のＤＮ３１１では上記の制限がありますが、内部ソフトウェア

のバージョンアップにより本件の対策を行う予定です。



- 84 -

PROSEC-T3/T3H用ﾃﾞﾊﾞｲｽﾈｯﾄﾓｼﾞｭｰﾙ取扱説明書 ６Ｅ３Ｂ０６８５

４．６．５ 動作モード制御要求

１）機能

ＤＮモジュールの動作モードを指示します。

ＤＮ３１１がダウンモード、イニシャライズモードでなければ要求可能です。

ＤＮ３１１がスタンバイモードで、自ノードパラメータが設定されていないとランモード（伝送

可能状態）にすることはできません。

ＤＮ３１１をランモードにすると、入力／出力データエリアにスレーブデバイスデータが割り付

けられます。

２）データ部フォーマット

ａ）要求

要求エリア

０７２８Ｈ 要求コード（００１３Ｈ）

０７２９Ｈ 指定情報

指定情報：各ビット１で有意

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

STBY BITS START

RUN POLL SYNC

図４．１３ 指定情報ビット構成

表４．１６ 指定情報ビット内容

ＢＩＴ 名 称 内 容

１３ ＳＴＢＹ スタンバイ要求 ランモードからスタンバイモードへ変更

１２ ＲＵＮ ラン要求 スタンバイモードからランモードへ変更

１０ ＢＩＴＳ ビットストローブ方式伝送許可

９ ＰＯＬＬ ポーリング方式伝送許可

４ ＳＴＡＲＴ １：ポーリング、ビットストローブ伝送開始 ０：伝送停止

３ ＳＹＮＣ Ｔ３／Ｔ３Ｈ⇔ＤＮ３１１転送モード…１：同期／０：非同期

ｂ）確認応答

確認応答エリア

０６６０Ｈ 要求コード（００１３Ｈ）

０６６１Ｈ 完了ステータス

完了ステータスについては、「４．７ 完了ステータス」をご覧下さい。

３）その他

・次の要求の組み合わせは禁止します。

①スタンバイ要求とラン要求を同時に要求する

②すでになっているモード（スタンバイ／ラン）を要求する

・実際のモード変更確認はステーションステータスを参照して下さい。

・ＢＩＴ１０、９、４、３の設定を変更する場合は、一旦スタンバイ状態にしてから、ラン要求と

一緒に新しい設定を要求して下さい。

・ＢＩＴ１０、９、４、３を「１」にしてスタンバイ要求はできません
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４．６．６ ＲＡＳ情報読み出し要求

１）機能

Ｔ３／Ｔ３ＨからＤＮ３１１のＲＡＳ情報を読み出します。この要求で読み出すＲＡＳ情報は、

ＲＡＳ情報エリアにある情報とは別で、ＲＡＳ履歴カウンタ、イベント履歴、実行ノード情報

（ＤＮ３１１で把握しているスレーブデバイスの実行情報）の３種類です。

ＤＮ３１１がイニシャライズモードでなければいつでも読み出すことができます。

読み出したＲＡＳ情報データの内容は、「６．３ ＲＡＳ情報読み出しデータ」で説明します。

２）データ部フォーマット

ａ）要求

要求エリア

０７２８Ｈ 要求コード（００１５Ｈ）

０７２９Ｈ 要求情報種別

０７２ＡＨ 開始位置 破線部分はイベント履歴の場合のみ有効

０７２ＢＨ 読み出し個数 最大２０個分のイベント履歴を読み出し

要求種別：１…ＲＡＳ履歴、２…イベント履歴、３…実行ノード情報、４…ＲＡＳ情報クリア

開始位置：イベント履歴のどこから読み出すかを指定します

０指定…最新イベント

ｂ）確認応答

確認応答エリア

０６６０Ｈ 要求コード（００１５Ｈ）

０６６１Ｈ 完了ステータス

０６６２Ｈ ＲＡＳ情報ワード数 読み出したＲＡＳデータのワード数

０６６３Ｈ ＲＡＳ情報

：

：

完了ステータスについては、「４．７ 完了ステータス」をご覧下さい。
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４．６．７ 時刻設定要求

１）機能

ＤＮ３１１内部の時刻設定を行います。この時刻は「ＲＡＳ情報読み出し要求」で読み出す、

イベント履歴のデータとして使用されます。

ＤＮ３１１がダウンモード、イニシャライズモードの場合は要求できません。

２）データ部フォーマット

ａ）要求

要求エリア

０７２８Ｈ 要求コード（００１８Ｈ）

０７２９Ｈ 月 年

０７２ＡＨ 時 日

０７２ＢＨ 秒 分

ｂ）確認応答

確認応答エリア

０６６０Ｈ 要求コード（００１８Ｈ）

０６６１Ｈ 完了ステータス

完了ステータスについては、「４．７ 完了ステータス」をご覧下さい。

３）その他

・年／月／日／時／分／秒はＢＣＤコードで入力して下さい。

・年の項目には、西暦の下２桁を入力して下さい。２０００年は００年と入力して下さい。

例）１９９７年９月３０日１２時２０分００秒の場合、

０７２８Ｈ ００１８Ｈ

０７２９Ｈ ０９９７Ｈ

０７２ＡＨ １２３０Ｈ

０７２ＢＨ ００２０Ｈ

・ここで設定された時刻は、ＥＮ３１１内部のタイマで更新されるので、Ｔ３／Ｔ３Ｈの時刻と

ずれることがあります。１日に１回、時刻設定を行うことをお勧めします。
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４．７ 完了ステータス

ＤＮ３１１がＴ３／Ｔ３Ｈに返す完了ステータスを以下に示します。

正常完了以外は、ＤＮ３１１正面パネルの７セグメント表示器にエラーコードが自ノードアドレス

と交互に表示されます。エラーコード表示は、次の要求が正常完了すれば表示を停止します。

表４．１７ 完了ステータス一覧表

完了ステータス コード 内 容

正常完了 ０００１Ｈ 要求が正常に完了したことを示します

自局故障 ００Ａ０Ｈ ダウンモード時に要求禁止の処理を要求した場合

シリアル番号 ００Ａ１Ｈ ＤＮ３１１に設定してあるシリアル番号が消えている

未登録 場合→再設定が必要なので修理依頼をして下さい

自局パラメータ ００Ａ２Ｈ 自局パラメータ未設定時に要求禁止の処理を要求した

未設定 場合

レングス異常 ００Ａ３Ｈ ビットストローブ出力データ書込要求のデータ量が

８バイト以上の場合

ステーション ００Ａ４Ｈ ラン時に要求禁止の処理を要求した場合

モード異常 スタンバイ時に要求禁止の処理を要求した場合

００Ａ５Ｈ 予約

伝送禁止状態 ００Ａ６Ｈ 伝送禁止状態でＴ３／Ｔ３Ｈから伝送に関連する処理

を要求した場合

フォーマット異常 ００Ｂ０Ｈ 要求された処理コードがサポート範囲外の場合

００Ｂ１Ｈ 制御要求の要求ステータスで禁止されている

ステータスを要求した場合

００Ｂ２Ｈ 時刻設定で要求年が不正の場合

００Ｂ３Ｈ 時刻設定で要求月が不正の場合

００Ｂ４Ｈ 時刻設定で要求日が不正の場合

００Ｂ５Ｈ 時刻設定で要求時が不正の場合

００Ｂ６Ｈ 時刻設定で要求分が不正の場合

００Ｂ７Ｈ 時刻設定で要求秒が不正の場合

００Ｂ８Ｈ パラメータ設定要求、明示的メッセージ要求で

ノードアドレスが不正の場合（０～６３以外）

構成データ異常 ００Ｃ０Ｈ パラメータ設定要求の構成データ内に不正がある

場合（詳細はトレース情報参照）

００Ｃ１Ｈ スレーブデバイスのデータを入力／出力データエリア

に割付けられない(制御要求「ＲＵＮ」発行時)

メモリプール ００Ｃ２Ｈ ＤＮ３１１内部ＯＳがメモリ確保に失敗した場合

電源再投入によりモジュールをリセットして下さい獲得異常

要求個数異常 ００Ｃ３Ｈ 入力データ読出要求、出力データ書込要求で

読み出しデバイス個数が不正の場合
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５．ＤＮ３１１使用例

本章では、Ｔ３／Ｔ３ＨからＤＮ３１１を動作させる例とサンプルラダープログラムを説明します。

注意
１．本章はＴ３／Ｔ３ＨからＤＮ３１１の各種機能を使用する例と、サンプル

プログラムを説明しています。

またＤＮ３１１を使用する上で必要と考えられる項目も説明しています。

内容を十分理解されてから、プログラムを作成してください。

サンプルプログラムは基本的な例であり、実システムに適用する際は

十分な検討の必要があります。

２．Ｔ３／Ｔ３ＨがＲＵＮモードからＨＡＬＴ／ＥＲＲＯＲモードになると、

ＤＮ３１１がランモードの場合、ランモードからスタンバイモードに

なります。

５．１ ＤＮ３１１動作順序

図５．１にＤＮ３１１の電源投入からモジュール設定、出力データ書き込み、入力データ読み出し

の流れの例を示します。

電源投入

モジュール設定

自局、スレーブデバイス

パラメータ設定

動作モード設定：ランモード

スレーブデバイス確認

出力データ書き込み スレーブデータ

同期モード 入力／出力

または

非同期モード

入力データ読み出し

図５．１ ＤＮ３１１動作フロー
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５．２ モジュール設定手順

ここでは、ＤＮ３１１のモジュール設定手順および起動手順を、図５．２のフローチャートに基づ

いて説明します。

電源投入 リセット要求

ＤＮ３１１モジュールセルフチェック

注意：リセット処理中は、ＤＮ３１１にＤＮ３１１の処理

各種要求を発行しないで下さい。

→要求が「ステーションモード異常」

で異常完了しますユーザプログラム

での処理

７セグメントＬＥＤ表示

ＤＮ３１１に設定したノード

アドレスが表示されます

動作モードチェック

ステーションステータスでモジュールの動作

モードを確認します

Ｎｏ ＤＮ３１１異常

スタンバイモード？ モジュールを交換して

下さい

Ｙｅｓ

自ノードパラメータ設定

パラメータ設定要求を使用してＤＮ３１１の

パラメータを設定します

スレーブデバイスパラメータ設定 ※スキャンリストが作成

スレーブデバイスのパラメータを設定して 済みであれば不要です

スキャンリストを作成します

ＤＮ３１１起動

必要な通信モードを指定してから動作モード

制御要求で通信を起動します

ＭＳ／ＮＳ－ＬＥＤ自己チェック

スレーブデバイスとの回線確立

ＭＳ／ＮＳ－ＬＥＤ：緑点灯

７セグメントＬＥＤ：ノードアドレス

図５．２ モジュール設定手順
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５．２．１ モジュール設定でのＤＮ３１１アクセス方法

モジュール設定でのＤＮ３１１のアクセス方法を説明します。この方法は、ＤＮ３１１のセマフォ

エリアを使用します。セマフォエリアは、Ｔ３／Ｔ３Ｈから各種要求を発行して、ＤＮ３１１にある

一定の動作をさせたり、要求に対するＤＮ３１１の応答を読み出すために使用するエリアです。

セマフォエリア内の各エリア／各レジスタの詳細は、「４．５ セマフォエリア」をご覧下さい。

１）セマフォエリア使用方法

セマフォエリア内の各種エリア／レジスタの使用方法を図５．３に示します。図中の斜線部は、

各レジスタが「１」の状態を示します。

ａ）確認応答フラグレジスタをＲＥＡＤ命令で読み出し「０」であることを確認する。

「０」以外である場合は「０」を書き込む（初回だけ）。

ｂ）ＤＮ３１１への要求データを要求エリアにＷＲＩＴＥ命令で書き込む（０７２８Ｈが先頭）。

ｃ）要求フラグレジスタに「１」をＷＲＩＴＥ命令で書き込む。

ｄ）リクエストレジスタに「１」をＷＲＩＴＥ命令で書き込む。

ｅ）確認応答フラグレジスタをＲＥＡＤ命令で読み出し「１」になるまで待つ。

ｆ）確認応答フラグレジスタが「１」になったら、確認応答エリアからＲＥＡＤ命令で、

ＤＮ３１１の応答データを読み出す（０６６０Ｈが先頭）。

ｇ）確認応答フラグレジスタにＷＲＩＴＥ命令で「０」を書き込む。

→ｂ）に戻る

要求エリア 確認応答

Ｔ３／Ｔ３Ｈ 書込 エリア読出

要求あり 確認応答フラグ 確認応答

要求フラグ レジスタ読出 エリア

レジスタ 読出完了

要求通知

リクエスト

レジスタ

要求エリア

確認応答 読出完了

フラグレジスタ

応答あり

要求エリア読出 ＤＮ３１１ 確認応答エリア書込

ＤＮ３１１ 内部処理

図５．３ 各種要求時のセマフォ使用方法

２）セマフォエリア使用上の注意

・要求エリア、確認応答エリアが１組しかないのため、Ｔ３／Ｔ３Ｈからの１個の要求に対する

ＤＮ３１１の確認応答が返ってから、次の要求を発行して下さい。

・確認応答エリア／確認応答フラグレジスタに、データの書き込み（ＷＲＩＴＥ命令）をしない

で下さい。応答データが壊れることがあります。

・要求エリアに、ＷＲＩＴＥ命令でデータの書き込みをする場合、エリア先頭番地および書き込

むデータ量に注意して下さい。

他のエリアのデータを壊して、ＤＮ３１１が誤動作することがあります。
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３）ＲＥＡＤ命令の使用例

|R0000 |
1|-| |-+[ 01493 MOV RW116][ 00001 MOV RW117]------------------------------|
| |／＊ 読み出し先、読み出しワード数指定 ＊／ |
| | |
| +[ H0001 READ RW116 -> D1665][ RST R0000]--------------------------|
| ／＊ ＲＥＡＤ命令実行、実行後Ｒ００００クリア ＊／ |

ＲＥＡＤ命令の説明

Ｈ０００１：モジュール指定…上位２桁：ユニットの指定、下位２桁：スロットの指定

の場合、基本ユニットのスロット１を示します。Ｈ０００１

基本ユニット スロット１（スロット１０の場合： ）Ｈ０００Ａ

ＲＷ１１６：読み出し先を指定します。この場合、ステーションステータスレジスタ

「１４９３（０５Ｄ５Ｈ）」を指定しています。

ＲＷ１１７：読み出しワード数「１」を指定します。

Ｄ１６６５：読み出したステーションステータスを格納するレジスタを指定します。

この場合は「Ｄ１６６５」に読み出したステーションステータスを格納します。

「Ｒ００００」をＯＮにすることでステーションステータスを「Ｄ１６６５」に格納します

４）ＷＲＩＴＥ命令の使用方法

|R0112 |
1|-| |-+[ 00001 MOV D0091]------------------------------------------------|
| |／＊ 書込データ準備 ＊／ |
| | |
| +[ 02047 MOV RW104][ 00001 MOV RW105]------------------------------|
| |／＊ 書き込み先、書き込みワード数指定 ＊／ |
| | |
| +[D0091 WRITE RW104 -> H0001][ RST R0112]------------------------|
| ／＊ ＷＲＩＴＥ命令実行、実行後Ｒ０１１２クリア ＊／ |

ＷＲＩＴＥ命令の説明

Ｈ０００１：モジュール指定…上位２桁：ユニットの指定、下位２桁：スロットの指定

の場合、基本ユニットのスロット１を示します。Ｈ０００１

基本ユニット スロット１（スロット１０の場合： ）Ｈ０００Ａ

ＲＷ１０４：書き込み先を指定します。この場合、ＤＮ３１１のリクエストレジスタ

「２０４７（０７ＦＦＨ）」を指定しています。

ＲＷ１０５：書き込みワード数「１」を指定します。

Ｄ００９１：リクエストレジスタに書き込むデータが入っているレジスタを指定します。

この場合は「Ｄ００９１」に書き込むデータ「１」が格納されています。

「Ｒ０１１２」をＯＮにすることで「Ｄ００９１」に入っているデータ「１」をリクエスト

レジスタに書き込みます。
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５．２．２ モジュール設定サンプルプログラムの構成

モジュール設定のサンプルプログラムを下記の図の構成で説明します。

Ｔ－ＰＤＳ
ビットストローブ方式スレーブデバイス

光電スイッチ
スロット０ ＮＡ：８
に実装

Ｔ Ｄ 光電スイッチ
３ Ｎ ＮＡ：２２
Ｈ ３
１
１

ＮＡ：０

ＡＤ ＤＯ ＤＩ ＡＤ ＤＯ ＤＩ ＡＤ ＤＯ ＤＩ

リモートＩ／Ｏ リモートＩ／Ｏ リモートＩ／Ｏ

ＮＡ：１ ＮＡ：６ ＮＡ：２０

ポーリング方式デバイス

Series9000photoelectricsensor(Rockwell Automation)光電スイッチ：

ビットストローブ方式スレーブデバイス

受信データサイズ：１バイト

FLEXI/O(RockwellAutomation)リモートＩ／Ｏ：

ポーリング方式スレーブデバイス

ＡＤ： …ＦＬＥＸ－Ｉ／Ｏアダプタモジュール…1794­ADN

ＤＯ： …ＤＣ２４Ｖ、１６点ＤＯモジュール1794­OB16

ＤＩ： …ＤＣ２４Ｖ、１６点ＤＩモジュール…1794­IB16

送信データサイズ：４バイト（２ワード）

受信データサイズ：６バイト（３ワード）

送信データ 受信データ

Ａ ＤＯへの出力データ Ｂ ＡＤからの入力データ

Ａ＋１ ＤＩへの出力データ Ｂ＋１ ＤＯからの入力データ

Ｂ＋２ ＤＩからの入力データ

※ と の詳細情報は、 の取扱説明書Series9000photoelectricsensor FLEXI/O RockwellAutomation

をご覧下さい。
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５．２．３ リセット要求

詳細は「４．６．２ リセット要求」をご覧下さい。

要求エリア Ｆ ０ レジスタ割付

０７２８Ｈ ００１１Ｈ リセット要求コード Ｄ０１００

０７２９Ｈ ０００１Ｈ スキャンリストクリア有り Ｄ０１０１

確認応答エリア レジスタ割付

０６６０Ｈ ００１１Ｈ リセット要求コード Ｄ０３００

０６６１Ｈ 完了ステータス（異常応答時） Ｄ０３０１

Ｄ０５００

Ｄ０５０１

セマフォレジスタ レジスタ割付

０７Ｆ３Ｈ 要求フラグレジスタ Ｄ００９０

０７ＦＦＨ リクエストレジスタ Ｄ００９１

０７Ｆ２Ｈ 確認応答フラグレジスタ（読出） Ｄ００９２

０７Ｆ２Ｈ 確認応答フラグレジスタ（書込） Ｄ００９４

ＲＡＳ情報 レジスタ割付

０５Ｄ５Ｈ ステーションステータス Ｄ１６６５

ワークレジスタ レジスタ割付

要求エリアアドレス格納 ０７２８Ｈ ＲＷ１００

要求データ長格納 ０００２Ｈ ＲＷ１０１

要求フラグレジスタアドレス格納 ０７Ｆ３Ｈ ＲＷ１０２

要求フラグレジスタ長格納 ０００１Ｈ ＲＷ１０３

リクエストレジスタアドレス格納 ０７ＦＦＨ ＲＷ１０４

リクエストレジスタ長格納 ０００１Ｈ ＲＷ１０５

確認応答フラグレジスタアドレス格納 ０７Ｆ２Ｈ ＲＷ１０６

確認応答フラグレジスタ長格納 ０００１Ｈ ＲＷ１０７

確認応答エリアアドレス格納 ０６６０Ｈ ＲＷ１０８

確認応答データ長格納 ０００２Ｈ ＲＷ１０９

ＲＡＳ情報読み出しアドレス格納 ０５Ｄ５Ｈ ＲＷ１１６

ＲＡＳ情報読み出しデータ長格納 ０００１Ｈ ＲＷ１１７

次ページサンプルプログラムのＲ００１１がリセット要求起動リレーです。
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|R0011 R0110 |
1|-| |---------------------------------------------------------------( )--|
| |
|R0110 |
2|-| |-+[ 00017 MOV D0100][ 00001 MOV D0101]------------------------------|
| | |
| | |
| +[ 01832 MOV RW100][ 00002 MOV RW101]------------------------------|
| | || | |
| +-|^|--[D0100 WRITE RW100 -> H0000][ SET R0111]------------------|
| ／＊ 要求エリア書き込み：リセット要求 ＊／ |
|R0111 |
3|-| |-+[ 00001 MOV D0090]------------------------------------------------|
| | || | |
| +[ 02035 MOV RW102][ 00001 MOV RW103]------------------------------|
| | || | |
| +[D0090 WRITE RW102 -> H0000][ SET R0112][ RST R0111]------------|
| ／＊ 要求フラグレジスタに「１」書き込み ＊／ |
|R0112 |
4|-| |-+[ 00001 MOV D0091]------------------------------------------------|
| | |
| | |
| +[ 02047 MOV RW104][ 00001 MOV RW105]------------------------------|
| | || | |
| +[D0091 WRITE RW104 -> H0000][ SET R0113][ RST R0112]------------|
| ／＊ リクエストレジスタに「１」書き込み ＊／ |
|R0113 |
5|-| |--[00200 TON T020][ SET R0114][ SET R0113]------------------------|
| ／＊ ２秒間待ち ＊／ |
|R0114 |
6|-| |-+[ 02034 MOV RW106][ 00001 MOV RW107]------------------------------|
| | || | |
| +[H0000 READ RW106 -> D0092]------------------------------------|
| |／＊ 確認応答フラグレジスタ読み出し ＊／ || | |
| +[D0092 = 00001][ SET R0115][ RST R0114]------------------------|
| |／＊ 確認応答フラグレジスタ＝１ならＲ０１１５をＯＮ ＊／ || | |
| +[D0092 <> 00001][ SET R0118][ RST R0114]------------------------|
| ／＊ 確認応答フラグレジスタ＝０ならＲ０１１８をＯＮ ＊／ |
|R0115 |
7|-| |-+[ 01632 MOV RW108][ 00002 MOV RW109]------------------------------|
| | |
| | |
| +[H0000 READ RW108 -> D0300][D0301･D0300 DMOV D0501･D0500]------|
| |／＊ 確認応答エリア（エラーステータス）読み出し ＊／ |
| | |
| +[D0300 = 00017][ SET R0116][ RST R0115]------------------------|
| |
|R0116 |
8|-| |-+[ 00000 MOV D0094]------------------------------------------------|
| | || | |
| +[ 02034 MOV RW106][ 00001 MOV RW107]------------------------------|
| | || | |
| +[D0094 WRITE RW106 -> H0000][ RST R0116][ RST R0011]------------|
| ／＊ 確認応答フラグレジスタに「０」書き込み ＊／ |
|R0118 |
9|-| |-+[ 01493 MOV RW116][ 00001 MOV RW117]------------------------------|
| | || | |
| +[H0000 READ RW116 -> D1665]------------------------------------|
| |／＊ ステーションステータス読み出し ＊／ |
| | |
| +[D1665 = 08192][D0101 = 00000][ RST R0118][ RST R0011]------|
| | || | |
| +[D1665 = 08256][D0101 = 00001][ RST R0118][ RST R0011]------|
| ／＊ ステーションステータス確認後、Ｒ００１１リセット ＊／ |
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５．２．４ パラメータ設定要求（自ノード）

詳細は「４．６．３ パラメータ設定要求（自ノード）」をご覧下さい。

要求エリア Ｆ ０ レジスタ割付

０７２８Ｈ ００１２Ｈ パラメータ設定要求コード Ｄ０１００

０７２９Ｈ ００００Ｈ 自ノードパラメータ設定 Ｄ０１０１

０７２ＡＨ ００００Ｈ 「０」固定 Ｄ０１０２

０７２ＢＨ ００００Ｈ ノードアドレス（０） Ｄ０１０３

０７２ＣＨ ００００Ｈ ポーリング送信モード指定 Ｄ０１０４

０７２ＤＨ ０００ＡＨ スキャン間待ち時間（１０ｍｓ） Ｄ０１０５

０７２ＥＨ ０００１Ｈ バックグラウンドポール率 Ｄ０１０６

０７２ＦＨ ０００１Ｈ 「１」固定 Ｄ０１０７

０７３０Ｈ ００６４Ｈ 伝送タイミング（１００ｍｓ） ＤＯ１０８

確認応答エリア レジスタ割付

０６６０Ｈ ００１２Ｈ パラメータ設定要求コード Ｄ０３００

０６６１Ｈ 完了ステータス Ｄ０３０１

Ｄ０５０５

Ｄ０５０６

セマフォレジスタ レジスタ割付

０７Ｆ３Ｈ 要求フラグレジスタ Ｄ００９０

０７ＦＦＨ リクエストレジスタ Ｄ００９１

０７Ｆ２Ｈ 確認応答フラグレジスタ（読出） Ｄ００９２

０７Ｆ２Ｈ 確認応答フラグレジスタ（書込） Ｄ００９４

ワークレジスタ レジスタ割付

要求エリアアドレス格納 ０７２８Ｈ ＲＷ１００

要求データ長格納 ０００９Ｈ ＲＷ１０１

要求フラグレジスタアドレス格納 ０７Ｆ３Ｈ ＲＷ１０２

要求フラグレジスタ長格納 ０００１Ｈ ＲＷ１０３

リクエストレジスタアドレス格納 ０７ＦＦＨ ＲＷ１０４

リクエストレジスタ長格納 ０００１Ｈ ＲＷ１０５

確認応答フラグレジスタアドレス格納 ０７Ｆ２Ｈ ＲＷ１０６

確認応答フラグレジスタ長格納 ０００１Ｈ ＲＷ１０７

確認応答エリアアドレス格納 ０６６０Ｈ ＲＷ１０８

確認応答データ長格納 ０００２Ｈ ＲＷ１０９

ＲＡＳ情報読み出しアドレス格納 ０５Ｄ５Ｈ ＲＷ１１６

ＲＡＳ情報読み出しデータ長格納 ０００１Ｈ ＲＷ１１７
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５．２．５ パラメータ設定要求（スレーブデバイス）

詳細は「４．６．４ パラメータ設定要求（スレーブデバイス）」をご覧下さい。

要求エリア Ｆ ０ レジスタ割付

０７２８Ｈ ００１２Ｈ パラメータ設定要求コード Ｄ０１００

０７２９Ｈ ０００１Ｈ スレーブパラメータ設定 Ｄ０１０１

０７２ＡＨ ０００５Ｈ スレーブデバイス個数（５） Ｄ０１０２

０７２ＢＨ ００００Ｈ 「０」固定 Ｄ０１０３

０７２ＣＨ ０００１Ｈ ノードアドレス（１） Ｄ０１０４

０７２ＤＨ ０００１Ｈ ベンダＩＤ（１） Ｄ０１０５

０７２ＥＨ ０００ＣＨ プロダクトタイプ（１２） Ｄ０１０６

０７２ＦＨ ０００１Ｈ プロダクトコード（１） Ｄ０１０７

０７３０Ｈ ０００１Ｈ スキャンタイプ：ポーリング Ｄ０１０８

０７３１Ｈ ００００Ｈ スキャン毎ポーリング Ｄ０１０９

０７３２Ｈ ００００Ｈ ＢＳ受信サイズ（バイト） Ｄ０１１０ １台目

０７３３Ｈ ０００６Ｈ ＰＬ受信サイズ（バイト） Ｄ０１１１

０７３４Ｈ ００００Ｈ 「０」固定 Ｄ０１１２

０７３５Ｈ ０００４Ｈ ＰＬ送信サイズ（バイト） Ｄ０１１３

０７３６Ｈ ００００Ｈ 「０」固定 Ｄ０１１４

０７３７Ｈ ０００１Ｈ メジャーレビジョン（１） Ｄ０１１５

０７３８Ｈ ０００４Ｈ マイナーレビジョン（４） Ｄ０１１６

０７３９Ｈ ００００Ｈ 「０」固定 Ｄ０１１７

０７３ＡＨ ００００Ｈ 「０」固定 Ｄ０１１８

０７３ＢＨ ００００Ｈ 「０」固定 Ｄ０１１９

０７３ＣＨ ０００６Ｈ ノードアドレス（６） Ｄ０１２０

０７３ＤＨ ０００１Ｈ ベンダＩＤ（１） Ｄ０１２１ ２台目

０７３ＥＨ ０００ＣＨ プロダクトタイプ（１２） ＤＯ１２２

０７３ＦＨ ０００１Ｈ プロダクトコード（１） Ｄ０１２３

０７４０Ｈ ０００１Ｈ スキャンタイプ：ポーリング Ｄ０１２４

０７４１Ｈ ００００Ｈ スキャン毎ポーリング Ｄ０１２５

確認応答エリア レジスタ割付

０６６０Ｈ ００１２Ｈ パラメータ設定要求コード Ｄ０３００

０６６１Ｈ 完了ステータス Ｄ０３０１

Ｄ０５１０

Ｄ０５１１

セマフォレジスタ レジスタ割付

０７Ｆ３Ｈ 要求フラグレジスタ Ｄ００９０

０７ＦＦＨ リクエストレジスタ Ｄ００９１

０７Ｆ２Ｈ 確認応答フラグレジスタ（読出） Ｄ００９３

０７Ｆ２Ｈ 確認応答フラグレジスタ（書込） Ｄ００９４
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ワークレジスタ レジスタ割付

要求エリアアドレス格納 ０７２８Ｈ ＲＷ１００

要求データ長格納 ００５３Ｈ ＲＷ１０１

要求フラグレジスタアドレス格納 ０７Ｆ３Ｈ ＲＷ１０２

要求フラグレジスタ長格納 ０００１Ｈ ＲＷ１０３

リクエストレジスタアドレス格納 ０７ＦＦＨ ＲＷ１０４

リクエストレジスタ長格納 ０００１Ｈ ＲＷ１０５

確認応答フラグレジスタアドレス格納 ０７Ｆ２Ｈ ＲＷ１０６

確認応答フラグレジスタ長格納 ０００１Ｈ ＲＷ１０７

確認応答エリアアドレス格納 ０６６０Ｈ ＲＷ１０８

確認応答データ長格納 ０００２Ｈ ＲＷ１０９

ＲＡＳ情報読み出しアドレス格納 ０５Ｄ５Ｈ ＲＷ１１６

ＲＡＳ情報読み出しデータ長格納 ０００１Ｈ ＲＷ１１７

次ページサンプルプログラムのＲ００１２が、自ノードおよびスレーブデバイスパラメータ設定

要求の起動リレーです。
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|R0012 R0120 |
1|-| |---------------------------------------------------------------( )--|
| |
|R0120 |
2|-| |-+[ 00018 MOV D0100][ 00000 MOV D0101][ 00000 MOV D0102]------------|
| | |
| | |
| +[ 00000 MOV D0103][ 00000 MOV D0104][ 00010 MOV D0105]------------|
| | |
| | |
| +[ 00001 MOV D0106][ 00001 MOV D0107][ 00100 MOV D0108]------------|
| | |
| | |
| +[ 01832 MOV RW100][ 00009 MOV RW101]------------------------------|
| | |
| | |
| +-|^|--[D0100 WRITE RW100 -> H0000][ SET R0121]------------------|
| ／＊ 要求エリア書き込み：自ノードパラメータ設定要求 ＊／ |
|R0121 |
3|-| |-+[ 00001 MOV D0090]------------------------------------------------|
| | |
| | |
| +[ 02035 MOV RW102][ 00001 MOV RW103]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D0090 WRITE RW102 -> H0000][ SET R0122][ RST R0121]------------|
| ／＊ 要求フラグレジスタに「１」書き込み ＊／ |
|R0122 |
4|-| |-+[ 00001 MOV D0091]------------------------------------------------|
| | |
| | |
| +[ 02047 MOV RW104][ 00001 MOV RW105]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D0091 WRITE RW104 -> H0000][ SET R0123][ RST R0122]------------|
| ／＊ リクエストレジスタに「１」書き込み ＊／ |
|R0123 |
5|-| |-+[ 02034 MOV RW106][ 00001 MOV RW107]------------------------------|
| | |
| | |
| +[H0000 READ RW106 -> D0092]------------------------------------|
| |／＊ 確認応答フラグレジスタ読み出し ＊／ |
| | |
| +[D0092 = 00001][ SET R0124][ RST R0123]------------------------|
| |
|R0124 |
6|-| |-+[ 01632 MOV RW108][ 00002 MOV RW109]------------------------------|
| | |
| | |
| +[H0000 READ RW108 -> D0300][D0301･D0300 DMOV D0506･D0505]------|
| |／＊ 確認応答エリア（完了ステータス）読み出し ＊／ |
| | |
| +[D0300 = 00018][D0301 = 00001][ SET R0125][ RST R0124]------|
| |
|R0125 |
7|-| |-+[ 00000 MOV D0094]------------------------------------------------|
| | |
| | |
| +[ 02034 MOV RW106][ 00001 MOV RW107]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D0094 WRITE RW106 -> H0000][ RST R0125][ SET R0126]------------|
| ／＊ 確認応答フラグレジスタに「０」書き込み ＊／ |
|R0001 R0001 |
8|-| |---------------------------------------------------------------( )--|
| |
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|R0126 |
9|-| |--[ 00018 MOV D0100][ 00001 MOV D0101][ 00005 MOV D0102]------------|
| ／＊ スレーブデバイス５台設定 ＊／ |
|R0126 |
10|-| |-+[ 00000 MOV D0103][ 00001 MOV D0104][ 00001 MOV D0105]------------|
| | |
| | |
| +[ 00012 MOV D0106][ 00001 MOV D0107][ 00001 MOV D0108]------------|
| | |
| | |
| +[ 00000 MOV D0109][ 00000 MOV D0110][ 00006 MOV D0111]------------|
| | |
| | |
| +[ 00000 MOV D0112][ 00004 MOV D0113][ 00000 MOV D0114]------------|
| | |
| | |
| +[ 00001 MOV D0115][ 00004 MOV D0116][ 00000 MOV D0117]------------|
| | |
| | |
| +[ 00000 MOV D0118]------------------------------------------------|
| ／＊ １台目 ＊／ |
|R0126 |
11|-| |-+[ 00000 MOV D0119][ 00006 MOV D0120][ 00001 MOV D0121]------------|
| | |
| | |
| +[ 00012 MOV D0122][ 00001 MOV D0123][ 00001 MOV D0124]------------|
| | |
| | |
| +[ 00000 MOV D0125][ 00000 MOV D0126][ 00006 MOV D0127]------------|
| | |
| | |
| +[ 00000 MOV D0128][ 00004 MOV D0129][ 00000 MOV D0130]------------|
| | |
| | |
| +[ 00001 MOV D0131][ 00004 MOV D0132][ 00000 MOV D0133]------------|
| | |
| | |
| +[ 00000 MOV D0134]------------------------------------------------|
| ／＊ ２台目 ＊／ |
|R0126 |
12|-| |-+[ 00000 MOV D0135][ 00020 MOV D0136][ 00001 MOV D0137]------------|
| | |
| | |
| +[ 00012 MOV D0138][ 00001 MOV D0139][ 00001 MOV D0140]------------|
| | |
| | |
| +[ 00000 MOV D0141][ 00000 MOV D0142][ 00006 MOV D0143]------------|
| | |
| | |
| +[ 00000 MOV D0144][ 00004 MOV D0145][ 00000 MOV D0146]------------|
| | |
| | |
| +[ 00001 MOV D0147][ 00004 MOV D0148][ 00000 MOV D0149]------------|
| | |
| | |
| +[ 00000 MOV D0150]------------------------------------------------|
| ／＊ ３台目 ＊／ |
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|R0126 |
13|-| |-+[ 00000 MOV D0151][ 00008 MOV D0152][ 00001 MOV D0153]------------|
| | |
| | |
| +[ 00006 MOV D0154][ 00006 MOV D0155][ 00000 MOV D0156]------------|
| | |
| | |
| +[ 00000 MOV D0157][ 00001 MOV D0158][ 00000 MOV D0159]------------|
| | |
| | |
| +[ 00000 MOV D0160][ 00000 MOV D0161][ 00000 MOV D0162]------------|
| | |
| | |
| +[ 00001 MOV D0163][ 00003 MOV D0164][ 00000 MOV D0165]------------|
| | |
| | |
| +[ 00000 MOV D0166]------------------------------------------------|
| ／＊ ４台目 ＊／ |
|R0126 |
14|-| |-+[ 00000 MOV D0167][ 00022 MOV D0168][ 00001 MOV D0169]------------|
| | |
| | |
| +[ 00006 MOV D0170][ 00006 MOV D0171][ 00000 MOV D0172]------------|
| | |
| | |
| +[ 00000 MOV D0173][ 00001 MOV D0174][ 00000 MOV D0175]------------|
| | |
| | |
| +[ 00000 MOV D0176][ 00000 MOV D0177][ 00000 MOV D0178]------------|
| | |
| | |
| +[ 00001 MOV D0179][ 00003 MOV D0180][ 00000 MOV D0181]------------|
| | |
| | |
| +[ 00000 MOV D0182]------------------------------------------------|
| ／＊ ５台目 ＊／ |
|R0126 |
15|-| |-+[D0102 * 00016 -> D0266･D0265][D0265 + 00003 -> D0266]|
| | |
| | |
| +[ 01832 MOV RW100][D0266 MOV RW101]------------------------------|
| | |
| | |
| +-|^|--[D0100 WRITE RW100 -> H0000][ SET R0127]------------------|
| ／＊ 要求エリア書き込み：スレーブデバイスパラメータ設定要求 ＊／|
|R0127 |
16|-| |-+[ 00001 MOV D0090]------------------------------------------------|
| | |
| | |
| +[ 02035 MOV RW102][ 00001 MOV RW103]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D0090 WRITE RW102 -> H0000][ SET R0128][ RST R0127]------------|
| ／＊ 要求フラグレジスタに「１」書き込み ＊／ |
|R0128 |
17|-| |-+[ 00001 MOV D0091]------------------------------------------------|
| | |
| | |
| +[ 02047 MOV RW104][ 00001 MOV RW105]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D0091 WRITE RW104 -> H0000][ SET R0129][ RST R0128]------------|
| ／＊ リクエストレジスタに「１」書き込み ＊／ |
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|R0129 |
18|-| |-+[ 02034 MOV RW106][ 00001 MOV RW107]------------------------------|
| | |
| | |
| +[H0000 READ RW106 -> D0093]------------------------------------|
| |／＊ 確認応答フラグレジスタ読み出し ＊／ |
| | |
| +[D0093 = 00001][ SET R012A][ RST R0129]------------------------|
| |
|R012A |
19|-| |-+[ 01632 MOV RW108][ 00002 MOV RW109]------------------------------|
| | |
| | |
| +[H0000 READ RW108 -> D0300][D0301･D0300 DMOV D0511･D0510]------|
| |／＊ 確認応答エリア（完了ステータス）読み出し ＊／ |
| | |
| +[D0300 = 00018][D0301 = 00001][ SET R012B][ RST R012A]------|
| |
|R012B |
20|-| |-+[ 00000 MOV D0094]------------------------------------------------|
| | |
| | |
| +[ 02034 MOV RW106][ 00001 MOV RW107]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D0094 WRITE RW106 -> H0000][ RST R012B][ RST R0126]------------|
| | |
| | |
| +[ RST R0012]------------------------------------------------------|
| ／＊ 確認応答フラグレジスタに「０」書き込み ＊／ |
|R0001 R0001 |
21|-| |---------------------------------------------------------------( )--|
| |
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５．２．６ 動作モード制御要求

詳細は「４．６．５ 動作モード制御要求」をご覧下さい。

要求エリア Ｆ ０ レジスタ割付

０７２８Ｈ ００１３Ｈ 動作モード制御要求コード Ｄ０１００

０７２９Ｈ １２１０Ｈ 指定情報 ＤＯ１０１

確認応答エリア レジスタ割付

０６６０Ｈ ００１３Ｈ 動作モード制御要求コード Ｄ０３００

０６６１Ｈ 完了ステータス Ｄ０３０１

Ｄ０５１５

Ｄ０５１６

セマフォレジスタ レジスタ割付

０７Ｆ３Ｈ 要求フラグレジスタ Ｄ００９０

０７ＦＦＨ リクエストレジスタ Ｄ００９１

０７Ｆ２Ｈ 確認応答フラグレジスタ（読出） Ｄ００９２

０７Ｆ２Ｈ 確認応答フラグレジスタ（書込） Ｄ００９４

ＲＡＳ情報 レジスタ割付

０３０４Ｈ Ｄ１０００

： 入力／出力データ設定情報 ：

０５８３Ｈ Ｄ１６３９

０５Ｄ５Ｈ ステーションステータス Ｄ１６６５

ワークレジスタ レジスタ割付

要求エリアアドレス格納 ０７２８Ｈ ＲＷ１００

要求データ長格納 ０００２Ｈ ＲＷ１０１

要求フラグレジスタアドレス格納 ０７Ｆ３Ｈ ＲＷ１０２

要求フラグレジスタ長格納 ０００１Ｈ ＲＷ１０３

リクエストレジスタアドレス格納 ０７ＦＦＨ ＲＷ１０４

リクエストレジスタ長格納 ０００１Ｈ ＲＷ１０５

確認応答フラグレジスタアドレス格納 ０７Ｆ２Ｈ ＲＷ１０６

確認応答フラグレジスタ長格納 ０００１Ｈ ＲＷ１０７

確認応答エリアアドレス格納 ０６６０Ｈ ＲＷ１０８

確認応答データ長格納 ０００２Ｈ ＲＷ１０９

ＲＡＳ情報読み出しアドレス格納 ０５Ｄ５Ｈ ＲＷ１１６

ＲＡＳ情報読み出しデータ長格納 ０００１Ｈ ＲＷ１１７

入力／出力データ設定情報アドレス格納 ＲＷ１１８

入力／出力データ設定情報データ長格納 ＲＷ１１９
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入力／出力データエリアのスレーブデバイスデータの割り付け（入力／出力データ設定情報）は、

Ｄ１０００～Ｄ１６３９に読み出されます。この情報を基に、入力／出力データエリアをＲＥＡＤ／

ＷＲＩＴＥ命令で読み出し／書き込みするためのパラメータを求めておきます。

表５．１ ＲＥＡＤ／ＷＲＩＴＥ命令のパラメータ

ノード 内 容 レジスタ

アドレス

１ ＢＳ入力データ先頭番地 Ｄ２５００

ＢＳ入力データワード数 Ｄ２５０１

ポーリング入力データ先頭番地 Ｄ２５０２

ポーリング入力データワード数 Ｄ２５０３

ポーリング出力データ先頭番地 Ｄ２５０４

ポーリング出力データワード数 Ｄ２５０５

６ ＢＳ入力データ先頭番地 Ｄ２５３６

ＢＳ入力データワード数 Ｄ２５３７

ポーリング入力データ先頭番地 Ｄ２５３８

ポーリング入力データワード数 Ｄ２５３９

ポーリング出力データ先頭番地 Ｄ２５４０

ポーリング出力データワード数 Ｄ２５４１

８ ＢＳ入力データ先頭番地 Ｄ２５４８

ＢＳ入力データワード数 Ｄ２５４９

ポーリング入力データ先頭番地 Ｄ２５５０

ポーリング入力データワード数 Ｄ２５５１

ポーリング出力データ先頭番地 Ｄ２５５２

ポーリング出力データワード数 Ｄ２５５３

２０ ＢＳ入力データ先頭番地 Ｄ２６２０

ＢＳ入力データワード数 Ｄ２６２１

ポーリング入力データ先頭番地 Ｄ２６２２

ポーリング入力データワード数 Ｄ２６２３

ポーリング出力データ先頭番地 Ｄ２６２４

ポーリング出力データワード数 Ｄ２６２５

２２ ＢＳ入力データ先頭番地 Ｄ２６３２

ＢＳ入力データワード数 Ｄ２６３３

ポーリング入力データ先頭番地 Ｄ２６３４

ポーリング入力データワード数 Ｄ２６３５

ポーリング出力データ先頭番地 Ｄ２６３６

ポーリング出力データワード数 Ｄ２６３７

次ページサンプルプログラムのＲ００１３が、動作モード制御要求の起動リレーです。
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|R0013 R0130 |
1|-| |---------------------------------------------------------------( )--|
| |
|R0130 |
2|-| |-+[ 00019 MOV D0100][ 04624 MOV D0101]------------------------------|
| | |
| | |
| +[ 01832 MOV RW100][ 00002 MOV RW101]------------------------------|
| | |
| | |
| +-|^|--[D0100 WRITE RW100 -> H0000][ SET R0131]------------------|
| ／＊ 要求エリア書き込み：動作モード制御要求 ＊／ |
|R0131 |
3|-| |-+[ 00001 MOV D0090]------------------------------------------------|
| | |
| | |
| +[ 02035 MOV RW102][ 00001 MOV RW103]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D0090 WRITE RW102 -> H0000][ SET R0132][ RST R0131]------------|
| ／＊ 要求フラグレジスタに「１」書き込み ＊／ |
|R0132 |
4|-| |-+[ 00001 MOV D0091]------------------------------------------------|
| | |
| | |
| +[ 02047 MOV RW104][ 00001 MOV RW105]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D0091 WRITE RW104 -> H0000][ SET R0133][ RST R0132]------------|
| ／＊ リクエストレジスタに「１」書き込み ＊／ |
|R0133 |
5|-| |-+[ 02034 MOV RW106][ 00001 MOV RW107]------------------------------|
| | |
| | |
| +[H0000 READ RW106 -> D0092]------------------------------------|
| |／＊ 確認応答フラグレジスタ読み出し ＊／ |
| | |
| +[D0092 = 00001][ SET R0134][ RST R0133]------------------------|
| |
|R0134 |
6|-| |-+[ 01632 MOV RW108][ 00002 MOV RW109]------------------------------|
| | |
| | |
| +[H0000 READ RW108 -> D0300][D0301･D0300 DMOV D0516･D0515]------|
| |／＊ 確認応答エリア（完了ステータス）読み出し ＊／ |
| | |
| +[D0300 = 00019][D0301 = 00001][ SET R0135][ RST R0134]------|
| |
|R0135 |
7|-| |-+[ 01493 MOV RW116][ 00001 MOV RW117]------------------------------|
| | |
| | |
| +[H0000 READ RW116 -> D1665]------------------------------------|
| |／＊ ステーションステータス読み出し ＊／ |
| | |
| +[D1665 = D0101][ SET R0136][ RST R0135]------------------------|
| |
|R0136 |
8|-| |-+[ 00000 MOV D0094]------------------------------------------------|
| | |
| | |
| +[ 02034 MOV RW106][ 00001 MOV RW107]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D0094 WRITE RW106 -> H0000][ RST R0136][ SET R0019][ RST R0013]|
| ／＊ 確認応答フラグレジスタに「０」書き込み ＊／ |
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|R0019 R0190 |
9|-| |---------------------------------------------------------------( )--|
| |
|R0190 |
10|-| |-+[ 00772 MOV RW118][ 00250 MOV RW119][H0000 READ RW118 -> D1000]|
| | |
| | |
| +[ 01022 MOV RW118][ 00250 MOV RW119][H0000 READ RW118 -> D1250]|
| | |
| | |
| +[ 01272 MOV RW118][ 00140 MOV RW119][H0000 READ RW118 -> D1500]|
| |／＊ 入力／出力データ設定情報（０３０４Ｈ～）読み出し ＊／ |
| | |
| +-|^|--[ SET R0191]------------------------------------------------|
| |
|R0191 |
11|-| |-+[D1010 / 00002 -> D2900][D2900 + D2901 -> D2500]------|
| | |
| | |
| +[D1011 / 00002 -> D2902][D2902 + D2903 -> D2501]------|
| | |
| | |
| +[D1012 / 00002 -> D2904][D2904 + D2905 -> D2502]------|
| | |
| | |
| +[D1013 / 00002 -> D2906][D2906 + D2907 -> D2503]------|
| | |
| | |
| +[D1016 / 00002 -> D2908][D2908 + D2909 -> D2910]------|
| | |
| | |
| +[D2910 + 00378 -> D2504]------------------------------------|
| | |
| | |
| +[D1017 / 00002 -> D2911][D2911 + D2912 -> D2505]------|
| ／＊ ノードアドレス＝１のスレーブ入力／出力データ設定情報 ＊／ |
|R0191 |
12|-| |-+[D1060 / 00002 -> D2900][D2900 + D2901 -> D2536]------|
| | |
| | |
| +[D1061 / 00002 -> D2902][D2902 + D2903 -> D2537]------|
| | |
| | |
| +[D1062 / 00002 -> D2904][D2904 + D2905 -> D2538]------|
| | |
| | |
| +[D1063 / 00002 -> D2906][D2906 + D2907 -> D2539]------|
| | |
| | |
| +[D1066 / 00002 -> D2908][D2908 + D2909 -> D2910]------|
| | |
| | |
| +[D2910 + 00378 -> D2540]------------------------------------|
| | |
| | |
| +[D1067 / 00002 -> D2911][D2911 + D2912 -> D2541]------|
| ／＊ ノードアドレス＝６のスレーブ入力／出力データ設定情報 ＊／ |
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|R0191 |
13|-| |-+[D1080 / 00002 -> D2900][D2900 + D2901 -> D2548]------|
| | |
| | |
| +[D1081 / 00002 -> D2902][D2902 + D2903 -> D2549]------|
| | |
| | |
| +[D1082 / 00002 -> D2904][D2904 + D2905 -> D2550]------|
| | |
| | |
| +[D1083 / 00002 -> D2906][D2906 + D2907 -> D2551]------|
| | |
| | |
| +[D1086 / 00002 -> D2908][D2908 + D2909 -> D2910]------|
| | |
| | |
| +[D2910 + 00378 -> D2552]------------------------------------|
| | |
| | |
| +[D1087 / 00002 -> D2911][D2911 + D2912 -> D2553]------|
| ／＊ ノードアドレス＝８のスレーブ入力／出力データ設定情報 ＊／ |
|R0191 |
14|-| |-+[D1200 / 00002 -> D2900][D2900 + D2901 -> D2620]------|
| | |
| | |
| +[D1201 / 00002 -> D2902][D2902 + D2903 -> D2621]------|
| | |
| | |
| +[D1202 / 00002 -> D2904][D2904 + D2905 -> D2622]------|
| | |
| | |
| +[D1203 / 00002 -> D2906][D2906 + D2907 -> D2623]------|
| | |
| | |
| +[D1206 / 00002 -> D2908][D2908 + D2909 -> D2910]------|
| | |
| | |
| +[D2910 + 00378 -> D2624]------------------------------------|
| | |
| | |
| +[D1207 / 00002 -> D2911][D2911 + D2912 -> D2625]------|
| ／＊ ノードアドレス＝２０のスレーブ入力／出力データ設定情報 ＊／|
|R0191 |
15|-| |-+[D1220 / 00002 -> D2900][D2900 + D2901 -> D2632]------|
| | |
| | |
| +[D1221 / 00002 -> D2902][D2902 + D2903 -> D2633]------|
| | |
| | |
| +[D1222 / 00002 -> D2904][D2904 + D2905 -> D2634]------|
| | |
| | |
| +[D1223 / 00002 -> D2906][D2906 + D2907 -> D2635]------|
| | |
| | |
| +[D1226 / 00002 -> D2908][D2908 + D2909 -> D2910]------|
| | |
| | |
| +[D2910 + 00378 -> D2636]------------------------------------|
| | |
| | |
| +[D1227 / 00002 -> D2911][D2911 + D2912 -> D2637]------|
| |／＊ ノードアドレス＝２２のスレーブ入力／出力データ設定情報 ＊／|
| | |
| +[ RST R0191][ RST R0019][ SET R0020]------------------------------|
| |
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５．２．７ ＲＡＳ情報読み出し

詳細は「４．６．６ ＲＡＳ情報読み出し」をご覧下さい。

要求エリア Ｆ ０ レジスタ割付

０７２８Ｈ ００１５Ｈ ＲＡＳ情報読み出し要求コード Ｄ０１００

０７２９Ｈ ０００２Ｈ 要求情報種別（イベント履歴） ＤＯ１０１

０７２ＡＨ ００００Ｈ 開始位置（最新～） ＤＯ１０２

０７２ＢＨ ０００２Ｈ 読み出し個数（２） ＤＯ１０３

確認応答エリア レジスタ割付

０６６０Ｈ ００１５Ｈ ＲＡＳ情報読み出し要求コード Ｄ０３００

０６６１Ｈ 完了ステータス Ｄ０３０１

０６６２Ｈ ００１０Ｈ ＲＡＳ情報ワード数（１６） Ｄ０３０２

０６６３Ｈ 事象コード Ｄ０３０３

０６６４Ｈ 詳細情報１ Ｄ０３０４

０６６５Ｈ 詳細情報２ Ｄ０３０５

０６６６Ｈ 詳細情報３ Ｄ０３０６

０６６７Ｈ 詳細情報４ Ｄ０３０７

０６６８Ｈ 月 年 Ｄ０３０８

０６６９Ｈ 時 日 Ｄ０３０９

０６６ＡＨ 秒 分 Ｄ０３１０

０６６ＢＨ 事象コード Ｄ０３１１

０６６ＣＨ 詳細情報１ Ｄ０３１２

０６６ＤＨ 詳細情報２ Ｄ０３１３

０６６ＥＨ 詳細情報３ Ｄ０３１４

０６６ＦＨ 詳細情報４ Ｄ０３１５

０６７０Ｈ 月 年 Ｄ０３１６

０６７１Ｈ 時 日 Ｄ０３１７

０６７２Ｈ 秒 分 Ｄ０３１８

Ｄ０５２０

Ｄ０５２１

セマフォレジスタ レジスタ割付

０７Ｆ３Ｈ 要求フラグレジスタ Ｄ００９０

０７ＦＦＨ リクエストレジスタ Ｄ００９１

０７Ｆ２Ｈ 確認応答フラグレジスタ（読出） Ｄ００９２

０７Ｆ２Ｈ 確認応答フラグレジスタ（書込） Ｄ００９４
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ワークレジスタ レジスタ割付

要求エリアアドレス格納 ０７２８Ｈ ＲＷ１００

要求データ長格納 ０００４Ｈ ＲＷ１０１

要求フラグレジスタアドレス格納 ０７Ｆ３Ｈ ＲＷ１０２

要求フラグレジスタ長格納 ０００１Ｈ ＲＷ１０３

リクエストレジスタアドレス格納 ０７ＦＦＨ ＲＷ１０４

リクエストレジスタ長格納 ０００１Ｈ ＲＷ１０５

確認応答フラグレジスタアドレス格納 ０７Ｆ２Ｈ ＲＷ１０６

確認応答フラグレジスタ長格納 ０００１Ｈ ＲＷ１０７

確認応答エリアアドレス格納 ０６６０Ｈ ＲＷ１０８

確認応答データ長格納 ００１３Ｈ ＲＷ１０９

ＲＡＳ情報読み出しアドレス格納 ０５Ｄ５Ｈ ＲＷ１１６

ＲＡＳ情報読み出しデータ長格納 ０００１Ｈ ＲＷ１１７

次ページサンプルプログラムのＲ００１５が、ＲＡＳ情報読み出し要求の起動リレーです。
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|R0015 R0150 |
1|-| |---------------------------------------------------------------( )--|
| |
|R0150 |
1|-| |-+[ 00021 MOV D0100][ 00002 MOV D0101][ 00000 MOV D0102]------------|
| | |
| | |
| +[ 00002 MOV D0103]------------------------------------------------|
| | |
| | |
| +[ 01832 MOV RW100][ 00004 MOV RW101]------------------------------|
| | |
| | |
| +-|^|--[D0100 WRITE RW100 -> H0000][ SET R0151]------------------|
| ／＊ 要求エリア書き込み：ＲＡＳ情報読み出し要求 ＊／ |
|R0151 |
2|-| |-+[ 00001 MOV D0090]------------------------------------------------|
| | |
| | |
| +[ 02035 MOV RW102][ 00001 MOV RW103]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D0090 WRITE RW102 -> H0000][ SET R0152][ RST R0151]------------|
| ／＊ 要求フラグレジスタに「１」書き込み ＊／ |
|R0152 |
3|-| |-+[ 00001 MOV D0091]------------------------------------------------|
| | |
| | |
| +[ 02047 MOV RW104][ 00001 MOV RW105]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D0091 WRITE RW104 -> H0000][ SET R0153][ RST R0152]------------|
| ／＊ リクエストレジスタに「１」書き込み ＊／ |
|R0153 |
4|-| |-+[ 02034 MOV RW106][ 00001 MOV RW107]------------------------------|
| | |
| | |
| +[H0000 READ RW106 -> D0092]------------------------------------|
| |／＊ 確認応答フラグレジスタ読み出し ＊／ |
| | |
| +[D0092 = 00001][ SET R0154][ RST R0153]------------------------|
| |
|R0154 |
5|-| |-+[ 01632 MOV RW108][ 00019 MOV RW109]------------------------------|
| | |
| | |
| +[H0000 READ RW108 -> D0300][D0301･D0300 DMOV D0521･D0520]------|
| |／＊ 確認応答エリア（完了ステータス＋ＲＡＳ情報）読み出し ＊／ |
| | |
| +[D0300 = 00021][D0301 = 00001][ SET R0155][ RST R0154]------|
| |
|R0155 |
6|-| |-+[ 00000 MOV D0094]------------------------------------------------|
| | |
| | |
| +[ 02034 MOV RW106][ 00001 MOV RW107]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D0094 WRITE RW106 -> H0000][ RST R0155][ RST R0015]------------|
| ／＊ 確認応答フラグレジスタに「０」書き込み ＊／ |
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５．２．８ 時刻設定要求

詳細は「４．６．７ 時刻設定要求」をご覧下さい。

要求エリア Ｆ ０ レジスタ割付

０７２８Ｈ ００１８Ｈ 時刻設定要求 ＤＯ１００

０７２９Ｈ 月 年 ０５９７Ｈ Ｄ０１０１

０７２ＡＨ 時 日 １５１２Ｈ Ｄ０１０２

０７２ＢＨ 秒 分 ００３０Ｈ Ｄ０１０３

確認応答エリア レジスタ割付

０６６０Ｈ ００１８Ｈ 時刻設定要求 Ｄ０３００

０６６１Ｈ 完了ステータス Ｄ０３０１

Ｄ０５３０

Ｄ０５３１

セマフォレジスタ レジスタ割付

０７Ｆ３Ｈ 要求フラグレジスタ Ｄ００９０

０７ＦＦＨ リクエストレジスタ Ｄ００９１

０７Ｆ２Ｈ 確認応答フラグレジスタ（読出） Ｄ００９２

０７Ｆ２Ｈ 確認応答フラグレジスタ（書込） Ｄ００９４

ワークレジスタ レジスタ割付

要求エリアアドレス格納 ０７２８Ｈ ＲＷ１００

要求データ長格納 ０００４Ｈ ＲＷ１０１

要求フラグレジスタアドレス格納 ０７Ｆ３Ｈ ＲＷ１０２

要求フラグレジスタ長格納 ０００１Ｈ ＲＷ１０３

リクエストレジスタアドレス格納 ０７ＦＦＨ ＲＷ１０４

リクエストレジスタ長格納 ０００１Ｈ ＲＷ１０５

確認応答フラグレジスタアドレス格納 ０７Ｆ２Ｈ ＲＷ１０６

確認応答フラグレジスタ長格納 ０００１Ｈ ＲＷ１０７

確認応答エリアアドレス格納 ０６６０Ｈ ＲＷ１０８

確認応答データ長格納 ０００２Ｈ ＲＷ１０９

ＲＡＳ情報読み出しアドレス格納 ０５Ｄ５Ｈ ＲＷ１１６

ＲＡＳ情報読み出しデータ長格納 ０００１Ｈ ＲＷ１１７

次ページサンプルプログラムのＲ００１８が、時刻設定要求の起動リレーです。
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|R0018 R0180 |
1|-| |---------------------------------------------------------------( )--|
| |
|R0180 |
1|-| |-+[ 00024 MOV D0100][ 01431 MOV D0101][ 05394 MOV D0102]------------|
| | |
| | |
| +[ 00048 MOV D0103]------------------------------------------------|
| | |
| | |
| +[ 01832 MOV RW100][ 00004 MOV RW101]------------------------------|
| | |
| | |
| +-|^|--[D0100 WRITE RW100 -> H0000][ SET R0181]------------------|
| ／＊ 要求エリア書き込み：時刻設定要求 ＊／ |
|R0181 |
2|-| |-+[ 00001 MOV D0090]------------------------------------------------|
| | |
| | |
| +[ 02035 MOV RW102][ 00001 MOV RW103]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D0090 WRITE RW102 -> H0000][ SET R0182][ RST R0181]------------|
| ／＊ 要求フラグレジスタに「１」書き込み ＊／ |
|R0182 |
3|-| |-+[ 00001 MOV D0091]------------------------------------------------|
| | |
| | |
| +[ 02047 MOV RW104][ 00001 MOV RW105]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D0091 WRITE RW104 -> H0000][ SET R0183][ RST R0182]------------|
| ／＊ リクエストレジスタに「１」書き込み ＊／ |
|R0183 |
4|-| |-+[ 02034 MOV RW106][ 00001 MOV RW107]------------------------------|
| | |
| | |
| +[H0000 READ RW106 -> D0092]------------------------------------|
| |／＊ 確認応答フラグレジスタ読み出し ＊／ |
| | |
| +[D0092 = 00001][ SET R0184][ RST R0183]------------------------|
| |
|R0184 |
5|-| |-+[ 01632 MOV RW108][ 00002 MOV RW109]------------------------------|
| | |
| | |
| +[H0000 READ RW108 -> D0300][D0301･D0300 DMOV D0531･D0530]------|
| |／＊ 確認応答エリア（完了ステータス）読み出し ＊／ |
| | |
| +[D0300 = 00024][D0301 = 00001][ SET R0185][ RST R0184]------|
| |
|R0185 |
6|-| |-+[ 00000 MOV D0094]------------------------------------------------|
| | |
| | |
| +[ 02034 MOV RW106][ 00001 MOV RW107]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D0094 WRITE RW106 -> H0000][ RST R0185][ RST R0018]------------|
| ／＊ 確認応答フラグレジスタに「０」書き込み ＊／ |
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５．３ スレーブデータ入力／出力

ＤＮ３１１を動作モード制御要求で「ランモード」に設定した後は、スレーブに出力するデータの

書き込み、スレーブから入力したデータの読み出しを行います。「１．４ 基本機能」で説明したと

おり、ＤＮ３１１とスレーブデバイス間の通信機能には、ポーリング命令／応答方式とビットストロ

ーブ命令／応答方式があります。またＴ３／Ｔ３ＨとＤＮ３１１とのデータ交換の方法には、同期モ

ードと非同期モードがあります。ここでは、同期モードおよび非同期モードでのＴ３／Ｔ３Ｈ⇔ＤＮ

３１１のデータ入力／出力について説明します。

５．３．１ スレーブデバイス確認

スレーブ入力／出力データの読み出し／書き込みの前に、スレーブデバイスとの通信回線の確認を

スレーブデバイスとの通信の確認は、正面パネルの「ＭＳ／ＮＳ」の緑点灯と「７セグ推奨します。

プログラムで確認する場合は、ＲＡＳ情報メントＬＥＤ」の自ノードアドレス表示で確認できます。

エリア内のトータルデバイス数（０５Ａ５Ｈ）とオンラインデバイス数（０５Ａ４Ｈ）が同数になっ

また、トータルデバイス数とオンラインデバイス数に差がある場合は、ポーたことで確認できます。

リング未応答デバイスマップとビットストローブ未応答デバイスマップで、未応答のスレーブデバイ

スを確認できます。

本章のサンプルプログラムは、トータルデバイス数とオンラインデバイス数でスレーブデバイスの

確認を行い、数が異なる場合はデータの更新を停止するプログラムになっています。

・トータルデバイス数（０５Ａ４Ｈ）：

パラメータ設定要求で指定された、スレーブデバイスの個数を示します（設定情報）。

・オンラインデバイス数（０５Ａ４Ｈ）：

現在、ＤＮ３１１とデータ入力／出力を実行中のスレーブデバイスの個数を示します（実行情報）。

・ポーリング未応答デバイスマップ：

ＤＮ３１１に応答しないスレーブデバイスを１デバイス１ビットで示します（ＯＮで未応答）。

表５．２の枠内の数 字はスレーブデバイスのノードアドレスです。

表５．２ ポーリング未応答スレーブデバイス

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

０５９４Ｈ 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

０５９５Ｈ 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

０５９６Ｈ 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32

０５９７Ｈ 63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48

・ビットストローブ未応答デバイスマップ：

ＤＮ３１１に応答しないスレーブデバイスを、１デバイス１ビットで示します（ＯＮで未応答）。

表５．３の枠内の 数字は、スレーブデバイスのノードアドレスです。

表５．３ ビットストローブ未応答スレーブデバイス

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

０５９０Ｈ 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

０５９１Ｈ 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

０５９２Ｈ 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32

０５９３Ｈ 63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48
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５．３．２ 非同期モードデータ入力／出力

出力時：Ｔ３／Ｔ３ＨからＤＮ３１１の出力データエリアに、スレーブデバイスに対する出力データ

を書き込みます。ＤＮ３１１はＴ３／Ｔ３Ｈの出力データ書き込みのタイミングに関係無く、

ＤＮ３１１のスキャン周期で、書き込まれた出力データをスレーブデバイスに送信します。

出力データが更新されない限り、ＤＮ３１１は同じデータを送信し続けます。

入力時：ＤＮ３１１はポーリング応答／ビットストローブ応答により、スレーブデバイスからデータ

を受信します。全スレーブデバイスから受信し終わると、ＤＮ３１１は入力データエリアの

データを更新します。Ｔ３／Ｔ３Ｈに受信完了は通知しません。Ｔ３／Ｔ３Ｈ側はＤＮ３１

１の入力データ更新のタイミングに関係無く、入力データを読み出します。

Ｔ３／Ｔ３Ｈデータ更新周期

Ｔ３／ 出力 入力 出力
Ｔ３Ｈ データ データ デー

ＤＮ３１１スキャン

出力 入力 出力 入力 出力 入力 出力
ＤＮ３１１ 処理 処理 処理 処理 処理 処理 処理

スレーブ 応答 応答 応答

図５．４ 非同期モードデータ入力／出力

入力データエリア レジスタ割付

００００Ｈ Ｄ２１００

０００１Ｈ ノードアドレス＝１ Ｄ２１０１

０００２Ｈ Ｄ２１０２

０００３Ｈ Ｄ２１０３

０００４Ｈ ノードアドレス＝６ Ｄ２１０４

０００５Ｈ Ｄ２１０５

０００６Ｈ ノードアドレス＝８ Ｄ２１０６

０００７Ｈ Ｄ２１０７

０００８Ｈ ノードアドレス＝２０ Ｄ２１０８

０００９Ｈ Ｄ２１０９

０００ＡＨ ノードアドレス＝２２ Ｄ２１１０

出力データエリア レジスタ割付

０１７ＡＨ ノードアドレス＝１ Ｄ１７１０

０１７ＢＨ Ｄ１７１１

０１７ＣＨ ノードアドレス＝６ Ｄ１７１２

０１７ＤＨ Ｄ１７１３

０１７ＥＨ ノードアドレス＝２０ Ｄ１７１４

０１７ＦＨ Ｄ１７１５

ビットストローブ出力データエリア レジスタ割付

０２Ｆ４Ｈ Ｄ１７００

０２Ｆ５Ｈ Ｄ１７０１

０２Ｆ６Ｈ Ｄ１７０２

０２Ｆ７Ｈ Ｄ１７０３
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ＲＡＳ情報 レジスタ割付

０５Ａ２Ｈ ポーリングデバイス数 Ｄ１６６６

０５Ａ３Ｈ ビットストローブデバイス数 Ｄ１６６７

０５Ａ４Ｈ オンラインデバイス数 Ｄ１６６８

０５Ａ５Ｈ トータルデバイス数 Ｄ１６６９

０５９０Ｈ Ｄ１６７０

０５９１Ｈ ビットストローブ Ｄ１６７１

０５９２Ｈ 未応答デバイス Ｄ１６７２

０５９３Ｈ Ｄ１６７３

０５９４Ｈ Ｄ１６７４

０５９５Ｈ ポーリング Ｄ１６７５

０５９６Ｈ 未応答デバイス Ｄ１６７６

０５９７Ｈ Ｄ１６７７

０５Ｄ５Ｈ ステーションステータス Ｄ１６６５

ワークレジスタ レジスタ割付

ＲＡＳ情報読み出しアドレス格納 ＲＷ１１６

ＲＡＳ情報読み出しデータ長格納 ＲＷ１１７

動作モード制御要求の要求モード格納 Ｄ１６９０

ノードアドレス＝１ ポーリング入力データ先頭番地 Ｄ２５０２

ポーリング入力データワード数 Ｄ２５０３

ポーリング出力データ先頭番地 Ｄ２５０４

ポーリング出力データワード数 Ｄ２５０５

ノードアドレス＝６ ポーリング入力データ先頭番地 Ｄ２５３８

ポーリング入力データワード数 Ｄ２５３９

ポーリング出力データ先頭番地 Ｄ２５４０

ポーリング出力データワード数 Ｄ２５４１

ノードアドレス＝８ ＢＳ入力データ先頭番地 Ｄ２５４８

ＢＳ入力データワード数 Ｄ２５４９

ノードアドレス＝２０ ポーリング入力データ先頭番地 Ｄ２６２２

ポーリング入力データワード数 Ｄ２６２３

ポーリング出力データ先頭番地 Ｄ２６２４

ポーリング出力データワード数 Ｄ２６２５

ノードアドレス＝２２ ＢＳ入力データ先頭番地 Ｄ２６３２

ＢＳ入力データワード数 Ｄ２６３３

備考

・本サンプルプログラムは に送信したデータの折り返しチェックを行っています。FLEXI/O

・次ページサンプルプログラムのＲ００７１が非同期データ入力／出力の起動リレーです。

「５．２．３ リセット要求」 「５．２．４／５．２．５ パ ラ メ ー タ・本プログラムの動作には 、

、 のプログラムが必要です。設定要求」 「５．２．６ 動作モード制御要求」

・本プログラムではスレーブデバイスごとに、出力データおよび入力データの書き込み／読み出しを

ＷＲＩＴＥ命令／ＲＥＡＤ命令で行っています。これ以外に、入力／出力データをまとめて（最大

２５６ワード）読み出し／書き込みを行う方法があります。この方法では、ＲＥＡＤ命令／ＷＲＩ

ＴＥ命令の実行回数が少なくなり、ラダープログラムの実行時間が短くなる利点があります。
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|R0071 R0710 |
1|-| |---------------------------------------------------------------( )--|
| || |
2|-----+[ 01442 MOV RW116][ 00004 MOV RW117][H0000 READ RW116 -> D1666]|
| |／＊ ポーリングデバイス数～トータルデバイス数読み出し ＊／ |
| | |
| +[ 01424 MOV RW116][ 00008 MOV RW117][H0000 READ RW116 -> D1670]|
| |／＊ ビットストローブ、ポーリング未応答デバイス読み出し ＊／ |
| | |
| +[ 01478 MOV RW116][ 00016 MOV RW117][H0000 READ RW116 -> D1650]|
| ／＊ ノードエラーカウンタ～ステーションステータス読み出し ＊／ |
|R0710 |
3|-| |---|^|-+[ 00000 MOV D1700][ 00000 MOV D1701][ 00000 MOV D1702]------|
| | |
| | |
| +[ 00000 MOV D1703]------------------------------------------|
| | |
| | |
| +[ 00255 MOV D1710][ 00000 MOV D1711][ 00255 MOV D1712]------|
| | |
| | |
| +[ 00000 MOV D1713][ 00255 MOV D1714][ 00000 MOV D1715]------|
| ／＊ 送信データ初期化 ＊／ |
|R0710 |
4|-| |-+-|^|--[ 00017 MOV D0100][ 00001 MOV D0101][ SET R0011]------------|
| | |
| |R0011 |
| +-|/|--[D1665 = 08256]-------|^|--[ SET R0711]------------------|
| ／＊ リセット要求：スレーブデバイスパラメータ消去 ＊／ |
|R0711 |
5|-| |-+-|^|--[ SET R0012]------------------------------------------------|
| | |
| |R0012 |
| +-|/|--[D1665 = 08192][ SET R0712][ RST R0711]------------------|
| ／＊ 自局、スレーブデバイスパラメータ設定要求 ＊／ |
|R0712 |
6|-| |-+-|^|--[ 00019 MOV D0100][ 05648 MOV D0101][ SET R0013]------------|
| |／＊ 動作モード制御要求 ＊／ |
| |R0013 |
| +-|/|--[D1668 = D1669]-----+[ SET R0713][ RST R0712]------------|
| ／＊ スレーブデバイス数 | |
| 確認 ＊／ | |
| +[D0101 MOV D1690]------------------|
| |
|R0710 R0713 |
7|-| |---| |-+[D1690 = D1665][ SET R072F]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D1690 <> D1665][ RST R072F][ RST R0071][ +1 D4000]------|
| ／＊ ステーションステータス確認 ＊／ |
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|R072F R0714 |
8|-| |---|/|-+[ 00756 MOV RW130][ 00004 MOV RW131]------------------------|
| | |
| | |
| +[D1700 WRITE RW130 -> H0000]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D2504 MOV RW132][D2505 MOV RW133]------------------------|
| | |
| | |
| +[D1710 WRITE RW132 -> H0000]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D2540 MOV RW132][D2541 MOV RW133]------------------------|
| | |
| | |
| +[D1712 WRITE RW132 -> H0000]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D2624 MOV RW132][D2625 MOV RW133]------------------------|
| | |
| | |
| +[D1714 WRITE RW132 -> H0000][ SET R0715][ SET R0714]------|
| ／＊ 送信データ書き込み ＊／ |
|R072F R0715 |
9|-| |---| |--[00005 TON T051][ SET R0716][ RST R0715]------------------|
| ／＊ 折り返し時間待ち ＊／ |
|R072F R0716 |
10|-| |---| |-+[D2502 MOV RW134][D2503 MOV RW135]------------------------|
| | |
| | |
| +[H0000 READ RW134 -> D2100]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D2538 MOV RW134][D2539 MOV RW135]------------------------|
| | |
| | |
| +[H0000 READ RW134 -> D2103]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D2622 MOV RW134][D2623 MOV RW135]------------------------|
| | |
| | |
| +[H0000 READ RW134 -> D2107]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D2548 MOV RW134][D2549 MOV RW135]------------------------|
| | |
| | |
| +[H0000 READ RW134 -> D2106]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D2632 MOV RW134][D2633 MOV RW135]------------------------|
| | |
| | |
| +[H0000 READ RW134 -> D2110][ SET R0717][ RST R0716]------|
| ／＊ 受信データ読み出し ＊／ |
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|R072F R0717 |
11|-| |---| |-+[ RST R072A][D1710 = D2102][ SET R072A]------------------|
| | |
| | |
| +[ RST R072B][D1712 = D2105][ SET R072B]------------------|
| | |
| | |
| +[ RST R072C][D1714 = D2109][ SET R072C]------------------|
| | |
| |R072A R072B R072C |
| +-| |---| |---| |--[ SET R0718][ RST R0717]------------------|
| | |
| | |
| +[00010 TON T052][ RST R0717][ RST R0071][ +1 D4003]------|
| ／＊ 送信データ⇔受信データ比較 ＊／ |
|R072F R0718 |
12|-| |---| |--[00001 TON T053]-----+[ +1 D1710][ -1 D1712][ +1 D1714]|
| ／＊ 送信データ更新 ＊／ | |
| | |
| +[ RST R0714][ RST R0718]------------|
| |
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５．３．３ 同期モードデータ入力／出力

出力時：Ｔ３／Ｔ３ＨからＤＮ３１１の出力データエリアに、スレーブデバイスに対する出力データ

を書き込みます。次に、出力データセマフォまたはビットストローブ出力データセマフォを

使用して、ポーリング命令またはビットストローブ命令を指示します。

ＤＮ３１１は、ポーリング命令／ビットストローブ命令を指示されると、書き込まれた出力

データをスレーブデバイスに送信します。

入力時：ＤＮ３１１はポーリング応答／ビットストローブ応答により、スレーブデバイスからデータ

を受信します。全スレーブデバイスから受信し終わると、ＤＮ３１１は入力データエリアの

データを更新します。次に入力データセマフォを使用して、Ｔ３／Ｔ３Ｈに対し、入力完了

を通知します。

Ｔ３／Ｔ３Ｈで入力データを読み出す場合は、ＤＮ３１１の入力完了を確認してから、入力

データを読み出します。

Ｔ３／Ｔ３Ｈデータ更新周期

Ｔ３／ 出力 入力 出力
Ｔ３Ｈ データ データ データ

出力 出力
指示 入力 指示 入力

完了 完了
出力 入力 出力 入力

ＤＮ３１１ 処理 処理 処理 処理

スレーブ 応答 応答

図５．５ 同期モードデータ入力／出力

出力／入力データセマフォの使用方法（同期モード時のみ）

出力データセマフォ（ポーリング／ビットストローブ）と入力データセマフォの関係を図５．６に

示します。斜線部は、それぞれのセマフォの値が「１」になっている状態を示します。

ポーリング方式とビットストローブ方式の機器が混在している場合、入力データセマフォレジスタ

がポーリング方式とビットストローブ方式の兼用なので、データの入力／出力は、

ポーリング方式→ビットストローブ方式→ポーリング方式→ビットストローブ方式→…

のように、片方の処理が完了してから、もう片方の処理を行うようにして下さい。

Ｔ３／ 出力データ 入力データ 出力データ
Ｔ３Ｈ エリア書込 エリア読出 エリア書込

出力指示 出力指示
｢１｣書込 ｢１｣書込

出力データ 読出完了
セマフォ ｢０｣書込

出力完了 出力
｢０｣書込 完了

入力データ ｢０｣
セマフォ 書込

入力完了
｢１｣書込

ＤＮ３１１ 出力 入力 出力
処理 処理 処理

図５．６ 同期モード時のセマフォ使用方法
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入力データエリア レジスタ割付

００００Ｈ Ｄ２１００

０００１Ｈ ノードアドレス＝１ Ｄ２１０１

０００２Ｈ Ｄ２１０２

０００３Ｈ Ｄ２１０３

０００４Ｈ ノードアドレス＝６ Ｄ２１０４

０００５Ｈ Ｄ２１０５

０００６Ｈ ノードアドレス＝８ Ｄ２１０６

０００７Ｈ Ｄ２１０７

０００８Ｈ ノードアドレス＝２０ Ｄ２１０８

０００９Ｈ Ｄ２１０９

０００ＡＨ ノードアドレス＝２２ Ｄ２１１０

出力データエリア レジスタ割付

０１７ＡＨ ノードアドレス＝１ Ｄ１７１０

０１７ＢＨ Ｄ１７１１

０１７ＣＨ ノードアドレス＝６ Ｄ１７１２

０１７ＤＨ Ｄ１７１３

０１７ＥＨ ノードアドレス＝２０ Ｄ１７１４

０１７ＦＨ Ｄ１７１５

ビットストローブ

出力データエリア レジスタ割付

０２Ｆ４Ｈ Ｄ１７００

０２Ｆ５Ｈ Ｄ１７０１

０２Ｆ６Ｈ Ｄ１７０２

０２Ｆ７Ｈ Ｄ１７０３

ＲＡＳ情報 レジスタ割付

０５Ａ２Ｈ ポーリングデバイス数 Ｄ１６６６

０５Ａ３Ｈ ビットストローブデバイス数 Ｄ１６６７

０５Ａ４Ｈ オンラインデバイス数 Ｄ１６６８

０５Ａ５Ｈ トータルデバイス数 Ｄ１６６９

０５９０Ｈ Ｄ１６７０

０５９１Ｈ ビットストローブ Ｄ１６７１

０５９２Ｈ 未応答デバイス Ｄ１６７２

０５９３Ｈ Ｄ１６７３

０５９４Ｈ Ｄ１６７４

０５９５Ｈ ポーリング Ｄ１６７５

０５９６Ｈ 未応答デバイス Ｄ１６７６

０５９７Ｈ Ｄ１６７７

０５Ｄ５Ｈ ステーションステータス Ｄ１６６５
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セマフォレジスタ レジスタ割付

０２Ｆ８Ｈ ＢＳ出力データセマフォ Ｄ００９５

０２Ｆ９Ｈ 出力データセマフォ Ｄ００９６

０２ＦＡＨ 入力データセマフォ（読出） Ｄ００９７

０２ＦＡＨ 入力データセマフォ（書込） Ｄ００９８

ワークレジスタ レジスタ割付

ビットストローブ出力データセマフォアドレス格納用 ＲＷ１１０

ビットストローブ出力データセマフォデータ長格納用 ＲＷ１１１

出力データセマフォアドレス格納用 ＲＷ１１２

出力データセマフォデータ長格納用 ＲＷ１１３

入力データセマフォアドレス格納用 ＲＷ１１４

入力データセマフォデータ長格納用 ＲＷ１１５

ＲＡＳ情報読み出しアドレス格納 ＲＷ１１６

ＲＡＳ情報読み出しデータ長格納 ＲＷ１１７

動作モード制御要求の要求モード格納 Ｄ１６９０

ノードアドレス＝１ ポーリング入力データ先頭番地 Ｄ２５０２

ポーリング入力データワード数 Ｄ２５０３

ポーリング出力データ先頭番地 Ｄ２５０４

ポーリング出力データワード数 Ｄ２５０５

ノードアドレス＝６ ポーリング入力データ先頭番地 Ｄ２５３８

ポーリング入力データワード数 Ｄ２５３９

ポーリング出力データ先頭番地 Ｄ２５４０

ポーリング出力データワード数 Ｄ２５４１

ノードアドレス＝８ ＢＳ入力データ先頭番地 Ｄ２５４８

ＢＳ入力データワード数 Ｄ２５４９

ノードアドレス＝２０ ポーリング入力データ先頭番地 Ｄ２６２２

ポーリング入力データワード数 Ｄ２６２３

ポーリング出力データ先頭番地 Ｄ２６２４

ポーリング出力データワード数 Ｄ２６２５

ノードアドレス＝２２ ＢＳ入力データ先頭番地 Ｄ２６３２

ＢＳ入力データワード数 Ｄ２６３３

備考

・本サンプルプログラムは に送信したデータの折り返しチェックを行っています。FLEXI/O

・次ページサンプルプログラムのＲ００７３が非同期データ入力／出力の起動リレーです。

「５．２．３ リセット要求」 「５．２．４／５．２．５ パ ラ メ ー タ・本プログラムの動作には 、

、 のプログラムが必要です。設定要求」 「５．２．６ 動作モード制御要求」

・本プログラムではスレーブデバイスごとに、出力データおよび入力データの書き込み／読み出しを

ＷＲＩＴＥ命令／ＲＥＡＤ命令で行っています。これ以外に、入力／出力データをまとめて（最大

２５６ワード）読み出し／書き込みを行う方法があります。この方法では、ＲＥＡＤ命令／ＷＲＩ

ＴＥ命令の実行回数が少なくなり、ラダープログラムの実行時間が短くなる利点があります。
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|R0073 R0730 |
1|-| |---------------------------------------------------------------( )--|
| |
| |
2|-----+[ 01442 MOV RW116][ 00004 MOV RW117][H0000 READ RW116 -> D1666]|
| |／＊ ポーリングデバイス数～トータルデバイス数読み出し ＊／ |
| | |
| +[ 01424 MOV RW116][ 00008 MOV RW117][H0000 READ RW116 -> D1670]|
| |／＊ ビットストローブ、ポーリング未応答デバイス読み出し ＊／ |
| | |
| +[ 01478 MOV RW116][ 00016 MOV RW117][H0000 READ RW116 -> D1650]|
| ／＊ ノードエラーカウンタ～ステーションステータス読み出し ＊／ |
|R0730 |
3|-| |---|^|-+[ 00000 MOV D1700][ 00000 MOV D1701][ 00000 MOV D1702]------|
| | |
| | |
| +[ 00000 MOV D1703]------------------------------------------|
| | |
| | |
| +[ 00255 MOV D1710][ 00000 MOV D1711][ 00255 MOV D1712]------|
| | |
| | |
| +[ 00000 MOV D1713][ 00255 MOV D1714][ 00000 MOV D1715]------|
| ／＊ 送信データ初期化 ＊／ |
|R0730 |
4|-| |-+-|^|--[ 00017 MOV D0100][ 00001 MOV D0101][ SET R0011]------------|
| | |
| |R0011 |
| +-|/|--[D1665 = 08256]-------|^|--[ SET R0731]------------------|
| ／＊ リセット要求：スレーブデバイスパラメータ消去 ＊／ |
|R0731 |
5|-| |-+-|^|--[ SET R0012]------------------------------------------------|
| | |
| |R0012 |
| +-|/|--[D1665 = 08192][ SET R0732][ RST R0731]------------------|
| ／＊ 自局、スレーブデバイスパラメータ設定要求 ＊／ |
|R0732 |
6|-| |-+-|^|--[ 00019 MOV D0100][ 05656 MOV D0101][ SET R0013]------------|
| |／＊ 動作モード制御要求 ＊／ |
| |R0013 |
| +-|/|--[D1668 = D1669]-----+[ SET R0733][ RST R0732]------------|
| ／＊ スレーブデバイス数 | |
| 確認 ＊／ | |
| +[D0101 MOV D1690]------------------|
| |
|R0730 R0733 |
7|-| |---| |-+[D1690 = D1665][ SET R074F]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D1690 <> D1665][ RST R074F][ RST R0073][ +1 D4000]------|
| ／＊ ステーションステータス確認 ＊／ |
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|R074F R0734 |
8|-| |---|/|-+[ 00756 MOV RW130][ 00004 MOV RW131]------------------------|
| | |
| | |
| +[D1700 WRITE RW130 -> H0000]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D2504 MOV RW132][D2505 MOV RW133]------------------------|
| | |
| | |
| +[D1710 WRITE RW132 -> H0000]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D2540 MOV RW132][D2541 MOV RW133]------------------------|
| | |
| | |
| +[D1712 WRITE RW132 -> H0000]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D2624 MOV RW132][D2625 MOV RW133]------------------------|
| | |
| | |
| +[D1714 WRITE RW132 -> H0000][ SET R0735][ SET R0734]------|
| ／＊ 送信データ書き込み ＊／ |
|R074F R0735 |
9|-| |---| |-+[ 00001 MOV D0095]------------------------------------------|
| | |
| | |
| +[ 00760 MOV RW110][ 00001 MOV RW111]------------------------|
| | |
| | |
| +[D0095 WRITE RW110 -> H0000][ SET R0736][ RST R0735]------|
| ／＊ ビットストローブ出力データセマフォに「１」書き込み ＊／|
|R074F R0736 |
10|-| |---| |-+[ 00760 MOV RW110][ 00001 MOV RW111]------------------------|
| | |
| | |
| +[H0000 READ RW110 -> D0010]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D0010 = 00000][ SET R0737][ RST R0736]------------------|
| ／＊ ビットストローブ出力データセマフォのクリア確認 ＊／ |
|R074F R0737 |
11|-| |---| |-+[ 00762 MOV RW114][ 00001 MOV RW115][ 00000 MOV D0097]------|
| | |
| | |
| +[H0000 READ RW114 -> D0097]------------------------------|
| |／＊ 入力データセマフォ読み出し ＊／ |
| | |
| +[00100 TON T060][ RST R0737][ RST R0073][ +1 D4001]------|
| | |
| | |
| +[D0097 = 00001][ SET R0738][ RST R0737]------------------|
| |
|R074F R0738 |
12|-| |---| |-+[ 00000 MOV D0098][ 00762 MOV RW114][ 00001 MOV RW115]------|
| | |
| | |
| +[D0098 WRITE RW114 -> H0000][ SET R0739][ RST R0738]------|
| ／＊ 入力データセマフォに「０」書き込み ＊／ |
|R074F R0739 |
13|-| |---| |-+[ 00001 MOV D0096]------------------------------------------|
| | |
| | |
| +[ 00761 MOV RW112][ 00001 MOV RW113]------------------------|
| | |
| | |
| +[D0096 WRITE RW112 -> H0000][ SET R073A][ RST R0739]------|
| ／＊ 出力データセマフォに「１」書き込み ＊／ |
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|R074F R073A |
14|-| |---| |-+[ 00761 MOV RW112][ 00001 MOV RW113]------------------------|
| | |
| | |
| +[H0000 READ RW112 -> D0010]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D0010 = 00000][ SET R073B][ RST R073A]------------------|
| ／＊ 出力データセマフォのクリア確認 ＊／ |
|R074F R073B |
15|-| |---| |-+[ 00762 MOV RW114][ 00001 MOV RW115][ 00000 MOV D0097]------|
| | |
| | |
| +[H0000 READ RW114 -> D0097]------------------------------|
| |／＊ 入力データセマフォ読み出し ＊／ |
| | |
| +[00100 TON T070][ RST R0740][ RST R0073][ +1 D4004]------|
| | |
| | |
| +[D0097 = 00001][ SET R073C][ RST R073B]------------------|
| |
|R074F R073C |
16|-| |---| |-+[ 00000 MOV D0098][ 00762 MOV RW114][ 00001 MOV RW115]------|
| | |
| | |
| +[D0098 WRITE RW114 -> H0000][ SET R073D][ RST R073C]------|
| ／＊ 入力データセマフォに「０」書き込み ＊／ |
|R074F R073D |
17|-| |---| |--[00001 TON T061][ SET R073E][ RST R073D]------------------|
| ／＊ 折り返し時間待ち ＊／ |
|R074F R073E |
18|-| |---| |-+[ 00001 MOV D0096]------------------------------------------|
| | |
| | |
| +[ 00761 MOV RW112][ 00001 MOV RW113]------------------------|
| | |
| | |
| +[D0096 WRITE RW112 -> H0000][ SET R073F][ RST R073E]------|
| ／＊ 出力データセマフォに「１」書き込み ＊／ |
|R074F R073F |
19|-| |---| |-+[ 00761 MOV RW112][ 00001 MOV RW113]------------------------|
| | |
| | |
| +[H0000 READ RW112 -> D0010]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D0010 = 00000][ SET R0740][ RST R073F]------------------|
| ／＊ 出力データセマフォのクリア確認 ＊／ |
|R074F R0740 |
20|-| |---| |-+[ 00762 MOV RW114][ 00001 MOV RW115][ 00000 MOV D0097]------|
| | |
| | |
| +[H0000 READ RW114 -> D0097]------------------------------|
| |／＊ 入力データセマフォ読み出し ＊／ |
| | |
| +[00100 TON T062][ RST R073B][ RST R0073][ +1 D4002]------|
| | |
| | |
| +[D0097 = 00001][ SET R0741][ RST R0740]------------------|
| |
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|R074F R0741 |
21|-| |---| |-+[D2502 MOV RW134][D2503 MOV RW135]------------------------|
| | |
| | |
| +[H0000 READ RW134 -> D2100]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D2538 MOV RW134][D2539 MOV RW135]------------------------|
| | |
| | |
| +[H0000 READ RW134 -> D2103]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D2622 MOV RW134][D2623 MOV RW135]------------------------|
| | |
| | |
| +[H0000 READ RW134 -> D2107]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D2548 MOV RW134][D2549 MOV RW135]------------------------|
| | |
| | |
| +[H0000 READ RW134 -> D2106]------------------------------|
| | |
| | |
| +[D2632 MOV RW134][D2633 MOV RW135]------------------------|
| | |
| | |
| +[H0000 READ RW134 -> D2110][ SET R0742][ RST R0741]------|
| ／＊ 受信データ読み出し ＊／ |
|R074F R0742 |
22|-| |---| |-+[ 00000 MOV D0098][ 00762 MOV RW114][ 00001 MOV RW115]------|
| | |
| | |
| +[D0098 WRITE RW114 -> H0000][ SET R0743][ RST R0742]------|
| ／＊ 入力データセマフォに「０」書き込み ＊／ |
|R074F R0743 |
23|-| |---| |-+[ RST R074A][D1710 = D2102][ SET R074A]------------------|
| | |
| | |
| +[ RST R074B][D1712 = D2105][ SET R074B]------------------|
| | |
| | |
| +[ RST R074C][D1714 = D2109][ SET R074C]------------------|
| | |
| |R074A R074B R074C |
| +-| |---| |---| |--[ SET R0744][ RST R0743][ +1 D0000]------|
| | |
| | |
| +[00005 TON T063][ RST R0743][ RST R0073][ +1 D4003]------|
| ／＊ 送信データ⇔受信データ比較 ＊／ |
|R074F R0744 |
24|-| |---| |-+[ +1 D1710][ -1 D1712][ +1 D1714]------------------------|
| |／＊ 送信データ更新 ＊／ |
| | |
| +[ RST R0734][ RST R0744]------------------------------------|
| |
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６．ＲＡＳ情報（通信メモリ上のＲＡＳエリアを除く）

本章ではＤＮ３１１が持つ、以下のＲＡＳ機能について説明します。

１．正面パネル上の表示器

・モジュールステータス／ネットワークステータス表示用ＬＥＤ（ＭＳ／ＮＳ）

・７セグメントＬＥＤ（ＮＡ／ＥＲＲＯＲ）

２．ＲＡＳ情報読み出しによる情報

・ＲＡＳ履歴カウンタ

・イベント履歴

Ｔ３／Ｔ３Ｈ用通信メモリ上のＲＡＳ情報エリアについては、「４．３ ＲＡＳ情報エリア」を

ご覧下さい。

注意
１．本章はＴ３／Ｔ３ＨからＤＮ３１１の各種機能を使用する場合に、必要

と考えられる項目を説明しています。

内容を十分理解されてから、プログラムを作成してください。

ＲＡＳ情報を読み出すサンプルプログラムは、５章で説明していますが

サンプルプログラムは基本的な例であり、実システムに適用する場合は

十分な検討の必要があります。
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６．１ モジュールステータス／ネットワークステータス表示用ＬＥＤ（ＭＳ／ＮＳ）

ＤＮ３１１の正面パネルにある２色発光ＬＥＤ（モジュールステータス／ネットワークステータス

表示用ＬＥＤ）は、色（緑／赤）の区別と点灯／点滅／消灯により、モジュールステータス（ＭＳ）

とネットワークステータス（ＮＳ）の概要を表示します。

表６．１ モジュールステータス／ネットワークステータス表示用ＬＥＤ

ＬＥＤ 表示状態 表示の意味（主な異常）

ＭＳ 消灯 ・ＤＮ３１１に電源が供給されていない

・ＤＮ３１１に電源は供給されているが、ランモードになっていない

ノードアドレス／エラーコード表示用７セグメントＬＥＤが

自局ノードアドレスを表示していれば、電源供給有り

緑点灯 ・ＤＮ３１１は正常動作中

緑点滅 ・ＤＮ３１１はスイッチ設定読み出し中

赤点滅 ・ＤＮ３１１に回復可能な異常発生

→スイッチ設定異常（ディップスイッチ／ロータリースイッチ）等

赤点灯 ・ＤＮ３１１に回復不可能な異常発生（ダウン状態）

モジュール交換が必要な場合もあります

ＮＳ 消灯 ・ＤＮ３１１に電源が供給されていない（ＭＳを確認）

・ＤＮ３１１に電源は供給されているが、ランモードになって

いない（ＭＳを確認）

・ＤＮ３１１に回復不可能な異常発生（ダウン状態：ＭＳを確認）

・ＤＮ３１１にネットワーク電源が供給されていない

緑点灯 ・ＤＮ３１１はスレーブデバイスと正常に通信中

緑点滅 ・ＤＮ３１１とスレーブデバイス間の通信が確立していない

・ＤＮ３１１にスレーブデバイスが１台も登録されていない

赤点滅 ・１台異常のスレーブデバイスと通信ができなくなった

赤点灯 ・ＤＮ３１１でバスオフ発生による通信停止

・ノードアドレス重複による通信停止
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６．２ ７セグメントＬＥＤの表示内容

ＤＮ３１１の正面パネルにある７セグメントＬＥＤ（ＮＡ／ＥＲＲＯＲ）はノードアドレス／エラ

ーコード表示用です。

ＤＮ３１１がスレーブデバイスと正常伝送していれば、自局のノードアドレス（正面パネルのロー

タリスイッチで設定した値）を表示します。

また下記の異常の場合は、７セグメントＬＥＤはモジュールまたはネットワークの状態を表示します。

・ＤＮ３１１／ネットワーク／スレーブデバイスに異常が発生した場合

・Ｔ３／Ｔ３Ｈからの各種要求でエラーが発生した場合

・ＤＮ３１１がダウンした場合

スレーブデバイスのパラメータ設定でスキャンリストを作成中は、本ＬＥＤは自局ノードアドレスを

点滅表示します。

表６．２、表６．３で７セグメントＬＥＤとモジュールステータス／ネットワークステータス表示

用ＬＥＤの組合せとその意味について説明します。表中の「⇔」は両側の表示内容を交互に表示する

ことを示します。

表６．２ ７セグメントＬＥＤと２色発光ＬＥＤの組合せ内容

Ｍ：ＤＮ３１１ノードアドレス、Ｓ：スレーブデバイスノードアドレス

７セグメント ＭＳ ＮＳ 内 容

ＬＥＤ

消灯 消灯 消灯 Ｔ３／Ｔ３Ｈ側電源が投入されていません

リセット要求による初期化処理中です

Ｍ点灯 消灯 消灯 スタンバイモードを示します

（電源投入直後、リセット要求後）

Ｍ点滅 消灯 消灯 スレーブデバイスパラメータ設定中

Ｍ点灯 緑点灯 緑点灯 正常伝送中（モジュール／ネットワーク共異常無し）

７０⇔Ｍ 緑点灯 赤点灯 ＤＮ３１１がスレーブデバイスとのノードアドレスの重複

を検出しました

７２⇔Ｓ 緑点灯 赤点滅 １）正常伝送中に一部のスレーブデバイスから応答が無く

なった場合

２）スキャンリスト上にポーリング方式デバイスがあるの

に、動作モード設定でポーリング許可にしない場合

３）スキャンリスト上にビットストローブ方式デバイスが

あるのに、動作モード設定でビットストローブ許可に

しない場合

４）スレーブデバイスパラメータ設定時に、受信データ

サイズ、スキャンタイプが実際と異なる場合

７３⇔Ｓ 緑点灯 赤点滅 スレーブデバイスパラメータ設定時に、ベンダＩＤ、製品

タイプ、製品コードが実際と異なる場合

７５⇔Ｍ 緑点灯 赤点滅 伝送開始時にスレーブデバイスが１台もネットワーク上に

存在しない場合（この表示のみ）

７５⇔Ｍ 緑点灯 緑点滅 １）スレーブデバイスパラメータを１台も設定しないで

ランモード要求をした場合

※ＤＮ３１１とスレーブデバイスが伝送を開始する前に

この状態が発生しますが、３０秒以上この状態が続く

場合はスレーブデバイスパラメータを確認して下さい

７７⇔Ｓ 緑点灯 赤点滅 スレーブデバイスパラメータ設定時に、送信サイズが実際

と異なる場合
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表６．３ ７セグメントＬＥＤと２色発光ＬＥＤの組合せ内容

Ｍ：ＤＮ３１１ノードアドレス、Ｓ：スレーブデバイスノードアドレス

７セグメント ＭＳ ＮＳ 内 容

ＬＥＤ

７８⇔Ｓ 緑点灯 赤点滅 スキャンリスト上にあるスレーブデバイス（１台以上）と

伝送を開始できない場合

７９⇔Ｍ 緑点灯 赤点滅 １）ラン要求時に「ＳＴＡＲＴ」ビットを「１」にしなか

った場合（７８⇔Ｓもつづいて表示します）

２）正常伝送中に全スレーブから応答がなくなった場合

（７２⇔Ｓも続いて表示します）

３）伝送開始時にスレーブデバイスが１台もネットワーク

上に存在しない場合（この表示のみ）

８４⇔Ｍ 緑点灯 緑点滅 スレーブデバイスがまだ初期化できていない場合

９１⇔Ｍ 緑点灯 赤点灯 バスオフ発生時

（バスオフ発生時に通信停止を選択している場合）

９２⇔Ｍ 緑点灯 消灯 １）ＤＮ３１１にネットワーク電源が供給されていない

２）ＤＮ３１１のネットワークコネクタが外れている

Ａ０～ＣＡ 不定 不定 Ｔ３／Ｔ３Ｈからの各種要求が異常完了した場合、

完了ステータス（表４．１６）が７セグメントＬＥＤに

表示されます

Ｆ０⇔Ｍ 赤点灯 消灯 ダウンモード：ウォッチドッグ・タイムアウトエラー

Ｆ１⇔Ｍ 赤点滅 消灯 ダウンモード：メモリバス異常発生

Ｆ２⇔Ｍ 赤点滅 消灯 ダウンモード：ＴＲＡＰ発生

Ｆ３⇔Ｍ 赤点灯 消灯 ダウンモード：ＲＯＭのＢＣＣチェックエラー発生

（ＤＮ３１１起動時）

Ｆ４⇔Ｍ 赤点灯 消灯 ダウンモード：ＲＡＭのリード／ライトエラー発生

（ＤＮ３１１起動時）

Ｆ５⇔Ｍ 赤点灯 消灯 ダウンモード：Ｔ３／Ｔ３Ｈ通信用メモリのリード／

ライトエラー発生（ＤＮ３１１起動時）

Ｆ６⇔Ｍ 赤点滅 消灯 ダウンモード：ＤＮ３１１ノードアドレス設定異常

Ｆ７⇔Ｍ 赤点滅 消灯 ダウンモード：ＤＮ３１１ネットワーク通信速度設定異常

Ｆ８⇔Ｍ 赤点滅 消灯 ダウンモード：スキャンリスト用ＥＥＰＲＯＭリード

エラー発生
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６．３ ＲＡＳ情報読み出しデータ

ここでは、ラダープログラムで読み出した、ＤＮ３１１のＲＡＳ情報（ＲＡＳカウンタ、イベント

履歴、実行ノード情報）の説明をします。ＲＡＳ情報読み出し要求は「４．６．６ ＲＡＳ情報読み

出し要求」をご覧下さい。

６．３．１ ＲＡＳカウンタ

ＲＡＳ情報読み出し要求で要求情報種別を「１」にした場合、確認応答エリアにＲＡＳカウンタを

読み出せます。

確認応答エリア

０６６０Ｈ 要求コード（００１５Ｈ）

０６６１Ｈ 完了ステータス

０６６２Ｈ ＲＡＳ情報ワード数 １００ワード

０６６３Ｈ ＲＡＳカウンタ

：

：

表６．４ ＲＡＳカウンタ一覧表（１）

シンボル名 アドレス 内 容

RAS_CNT[0] ０６６３Ｈ 異常割り込み（intret）

RAS_CNT[1] ０６６４Ｈ 異常割り込み（trap）

RAS_CNT[2] ０６６５Ｈ HOST割り込み回数

RAS_CNT[3] ０６６６Ｈ ポート要求割り込み回数

RAS_CNT[4] ０６６７Ｈ 受信応答割り込み回数

RAS_CNT[5] ０６６８Ｈ 受信応答ID異常

RAS_CNT[6] ０６６９Ｈ 受信応答要求コード不正

RAS_CNT[7] ０６６ＡＨ ポート要求受付回数

RAS_CNT[8] ０６６ＢＨ ポートリクエストレジスタON以外回数

RAS_CNT[9] ０６６ＣＨ ポートメモリプール異常回数

RAS_CNT[10] ０６６ＤＨ ポートメモリプール異常ステータスコード

RAS_CNT[11] ０６６ＥＨ リセット要求回数

RAS_CNT[12] ０６６ＦＨ リセット応答

RAS_CNT[13] ０６７０Ｈ パラメータ要求回数

RAS_CNT[14] ０６７１Ｈ パラメータ応答回数

RAS_CNT[15] ０６７２Ｈ 制御要求回数

RAS_CNT[16] ０６７３Ｈ 制御応答回数

RAS_CNT[17] ０６７４Ｈ RAS読み出し要求回数

RAS_CNT[18] ０６７５Ｈ RAS読み出し応答回数

RAS_CNT[19] ０６７６Ｈ 時刻設定要求回数

RAS_CNT[20] ０６７７Ｈ 時刻設定応答回数

RAS_CNT[21] ０６７８Ｈ 入力データ読み出し要求回数

RAS_CNT[22] ０６７９Ｈ 入力データ読み出し応答回数

RAS_CNT[23] ０６７ＡＨ 出力データ書き込み要求回数（ビットストローブ）

RAS_CNT[24] ０６７ＢＨ 出力データ書き込み応答回数（ビットストローブ）

RAS_CNT[25] ０６７ＣＨ 出力データ書き込み要求回数（ポーリング）

RAS_CNT[26] ０６７ＤＨ 出力データ書き込み応答回数（ポーリング）
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表６．５ ＲＡＳカウンタ一覧表（２）

シンボル名 アドレス 内 容

RAS_CNT[27] ０６７ＥＨ 明示的メッセージ要求回数

RAS_CNT[28] ０６７ＦＨ 明示的メッセージ応答回数

RAS_CNT[29] ０６８０Ｈ 不正要求コード受信回数

RAS_CNT[30] ０６８１Ｈ 不正要求コード受信内容

RAS_CNT[31] ０６８２Ｈ 正常応答回数

RAS_CNT[32] ０６８３Ｈ 異常応答回数

RAS_CNT[33] ０６８４Ｈ 送信MBXメモリプール異常（データ用）

RAS_CNT[34] ０６８５Ｈ 送信MBXメモリプール異常（MBX）

RAS_CNT[35] ０６８６Ｈ MBX送信異常

RAS_CNT[36] ０６８７Ｈ MBX受信異常

RAS_CNT[37] ０６８８Ｈ 受信データサイズ0バイト

RAS_CNT[38] ０６８９Ｈ 受信MBX解放異常（データ用）

RAS_CNT[39] ０６８ＡＨ MBX受信正常

RAS_CNT[40] ０６８ＢＨ ダウンコード

RAS_CNT[41] ０６８ＣＨ ダウン詳細コード

RAS_CNT[42] ０６８ＤＨ コンファームレジスタ2秒待ち回数

RAS_CNT[43] ０６８ＥＨ インジケーションレジスタ2秒待ち回数

RAS_CNT[44] ０６８ＦＨ EP-ROM SCANリストCRCエラー

RAS_CNT[45] ０６９０Ｈ DBASE正常SCANリスト数

RAS_CNT[46] ０６９１Ｈ SCANリスト設定数（EP-ROM）

RAS_CNT[47] ０６９２Ｈ ビットストローブ20ms応答待ち

RAS_CNT[48] ０６９３Ｈ オーバーラン回数

RAS_CNT[49] ０６９４Ｈ エラーアクティブ回数

RAS_CNT[50] ０６９５Ｈ エラーパッシブ回数

RAS_CNT[51] ０６９６Ｈ バスオフ回数

RAS_CNT[52] ０６９７Ｈ 送信割り込み回数

RAS_CNT[53] ０６９８Ｈ 受信データID異常回数

RAS_CNT[54] ０６９９Ｈ NMIエラー

RAS_CNT[55] ０６９ＡＨ DEVICEｰNET要求データタイムアウト

RAS_CNT[56] ０６９ＢＨ I/Oコネクションインアクティビティタイムアウト

RAS_CNT[57] ０６９ＣＨ 明示的コネクションインアクティビティタイムアウト

RAS_CNT[58] ０６９ＤＨ ベンダーID不正

RAS_CNT[59] ０６９ＥＨ プロジェクトタイプ不正

RAS_CNT[60] ０６９ＦＨ プロジェクトコード不正

RAS_CNT[61] ０６Ａ０Ｈ 送信最大データ長不一致（ポーリング）

RAS_CNT[62] ０６Ａ１Ｈ 送信最大データ長不一致（COS）

RAS_CNT[63] ０６Ａ２Ｈ 受信最大データ長不一致（NOフラグメント）

RAS_CNT[64] ０６Ａ３Ｈ コネクションテーブルフラグメントバッファ獲得失敗

RAS_CNT[65] ０６Ａ４Ｈ フラグメントデータタイプ異常

RAS_CNT[66] ０６Ａ５Ｈ フラグメントデータ中間カウター異常

RAS_CNT[67] ０６Ａ６Ｈ フラグメントデータ最終カウンター異常

RAS_CNT[68] ０６Ａ７Ｈ 受信最大サイズオーバー

RAS_CNT[69] ０６Ａ８Ｈ 受信データ長異常（フラグメントデータ）

RAS_CNT[70] ０６Ａ９Ｈ ポーリング20ms応答待ち

RAS_CNT[71] ０６ＡＡＨ NMI リードポート読み出し値
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表６．６ ＲＡＳカウンタ一覧表（３）

シンボル名 アドレス 内 容

RAS_CNT[72] ０６ＡＢＨ CAN送信回数

RAS_CNT[73] ０６ＡＣＨ CAN送信不可（ステータスレジスタ内容）

RAS_CNT[74] ０６ＡＤＨ

RAS_CNT[75] ０６ＡＥＨ

RAS_CNT[76] ０６ＡＦＨ

RAS_CNT[77] ０６Ｂ０Ｈ

RAS_CNT[78] ０６Ｂ１Ｈ

RAS_CNT[79] ０６Ｂ２Ｈ

RAS_CNT[80] ０６Ｂ３Ｈ

RAS_CNT[81] ０６Ｂ４Ｈ

RAS_CNT[82] ０６Ｂ５Ｈ

RAS_CNT[83] ０６Ｂ６Ｈ

RAS_CNT[84] ０６Ｂ７Ｈ

RAS_CNT[85] ０６Ｂ８Ｈ

RAS_CNT[86] ０６Ｂ９Ｈ

RAS_CNT[87] ０６ＢＡＨ

RAS_CNT[88] ０６ＢＢＨ

RAS_CNT[89] ０６ＢＣＨ

RAS_CNT[90] ０６ＢＤＨ

RAS_CNT[91] ０６ＢＥＨ

RAS_CNT[92] ０６ＢＦＨ

RAS_CNT[93] ０６Ｃ０Ｈ

RAS_CNT[94] ０６Ｃ１Ｈ

RAS_CNT[95] ０６Ｃ２Ｈ

RAS_CNT[96] ０６Ｃ３Ｈ

RAS_CNT[97] ０６Ｃ４Ｈ

RAS_CNT[98] ０６Ｃ５Ｈ

RAS_CNT[99] ０６Ｃ６Ｈ
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６．３．２ イベント履歴

ＲＡＳ情報読み出し要求で、要求情報種別を「２」にした場合、確認応答エリアにイベント履歴デ

ータを読み出せます。

確認応答エリア

０６６０Ｈ 要求コード（００１５Ｈ）

０６６１Ｈ 完了ステータス

０６６２Ｈ ＲＡＳ情報ワード数 ｎ個ｘ８ワード

０６６３Ｈ イベント履歴 （最大１６０ワード）

：

：

◎イベント履歴構成

・レコード容量：８ワード

・レコード数 ：１６０個

・オーバフロー時の動作：古い情報を更新します。従って、常に新しい情報から１６０個の

事象トレースが確認できます。

・フォーマット：本フォーマットはＤＮ３１１内部の情報であるため、バイナリコード。

コードの内容は表６．７および表６．８をご覧下さい。

但し、時刻についてはＢＣＤ表示です。

Ｆ ０

０６６３Ｈ 事象コード

０６６４Ｈ 詳細情報１

０６６５Ｈ 詳細情報２

０６６６Ｈ 詳細情報３ １個目のイベント履歴

０６６７Ｈ 詳細情報４

０６６８Ｈ 月 年

０６６９Ｈ 時 日

０６６ＡＨ 秒 分

０６６ＢＨ 事象コード

０６６ＣＨ 詳細情報１

０６６ＤＨ 詳細情報２

０６６ＥＨ 詳細情報３ ２個目のイベント履歴

０６６ＦＨ 詳細情報４

０６７０Ｈ 月 年

０６７１Ｈ 時 日

０６７２Ｈ 秒 分

図６．１ イベント履歴構成（２個読み出しの場合）
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表６．７ 事象トレース項目（１）

事象ｺｰﾄﾞ 詳細情報1(H) 詳細情報2(H) 詳細情報3(H) 詳細情報4(H) 内 容

0001H ﾀﾞｳﾝｺｰﾄﾞ 1:ﾒﾓﾘﾁｪｯｸ ﾓｼﾞｭｰﾙﾀﾞｳﾝ時

2:TRAP READﾎﾟｰﾄ内容

3:WDT WDT_FLG内容

0002H 起動種別 DNﾓｼﾞｭｰﾙ起動

01:電源

02:ｿﾌﾄﾘｾｯﾄ ｽﾃｰｼｮﾝｽﾃｰﾀｽ ﾗｲﾄﾎﾟｰﾄ ﾘｾｯﾄ正常受付

03:T3/T3H HALT ｽﾃｰｼｮﾝｽﾃｰﾀｽ ﾗｲﾄﾎﾟｰﾄ ﾘｰﾄﾞﾎﾟｰﾄ T3/T3H HALT

0003H ﾓｰﾄﾞ変化前 ﾓｰﾄﾞ変更後 ｽﾃｰｼｮﾝ変化

0004H 要求ﾓｰﾄﾞ 受信要求ｺｰﾄﾞ 比較ID 受信ID 受信指示応答

0005H 1 EP_ROM構成ﾃﾞｰﾀ DBASE設定数 ｽｷｬﾝﾘｽﾄ作成

2 EP_ROM CRC 算出CRC

0050H 要求ｺｰﾄﾞ 完了ｽﾃｰﾀｽ ﾛｰﾀﾞｰ処理

0100H 要求ID 要求ｺｰﾄﾞ 完了ｽﾃｰﾀｽ 制御ﾎﾟｰﾄ

0111H ｽﾃｰｼｮﾝｽﾃｰﾀｽ ﾗｲﾄﾎﾟｰﾄ内容 ﾘｾｯﾄ要求

0112H 種別 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ要求

00:自局設定 01:ﾎﾟｰﾄNOｴﾗｰ

02:ﾉｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ

不一致

03:ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞﾓｰﾄﾞ

04:ｽｷｬﾝ時間

05:間抜き

06:送信ｶｳﾝﾀ

01:ｽﾚｰﾌﾞ設定 01:個数異常

02:ﾎﾟｰﾄNOｴﾗｰ

03:ﾉｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ

異常

04:自局ﾉｰﾄﾞｱﾄﾞ

ﾚｽと同指定

05:ﾃﾞｰﾀ長異常

0113H 種別

01:未使用BITON 要求ﾓｰﾄﾞ 現ｽﾃｰｼｮﾝｽﾃｰﾀｽ 制御要求

02:同一要求

03:許可ﾋﾞｯﾄON

(STBY時は不正)

04:STBY+RUN

05:RUN中のRUN

06:ﾀｽｸ起動異常

07:STBY中STBY

08:構成ﾃﾞｰﾀ未 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定ﾌﾗｸﾞ 完了ｽﾃｰﾀｽ

0118H 要求ｺｰﾄﾞ(18H) 完了ｽﾃｰﾀｽ 時刻設定

0200H 要求ID 要求ｺｰﾄﾞ 完了ｽﾃｰﾀｽ

0241H 要求ﾃﾞﾊﾞｲｽID ｽｷｬﾝﾀｲﾌﾟ ﾃﾞｰﾀ読み出し

0242H 種別

01:ｻｲｽﾞ異常 要求ﾃﾞﾊﾞｲｽ ｽｷｬﾝﾀｲﾌﾟ ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ

02:ｽｷｬﾝﾀｲﾌﾟ 要求ﾃﾞﾊﾞｲｽ ｽｷｬﾝﾀｲﾌﾟ ﾃﾞｰﾀ書き込み
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表６．８ 事象トレース項目（２）

事象ｺｰﾄﾞ 詳細情報1(H) 詳細情報2(H) 詳細情報3(H) 詳細情報4(H) 内 容

0300H MBX-ID ｲﾍﾞﾝﾄID ｻｰﾊﾞﾉｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ ｸﾗｲｱﾝﾄ MBX送信異常

ﾉｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ

0401H ﾉｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ 受信ﾃﾞﾝﾀﾞｰID ﾃﾞﾝﾀﾞｰID異常

0402H ﾉｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ 受信ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾀｲﾌﾟ

0403H ﾉｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ 受信ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｺｰﾄﾞ

0404H ﾉｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ 受信ﾃﾞｰﾀ長 ﾃﾞｰﾀ長異常

0405H ﾉｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ ﾃﾞｰﾀ長 受信ﾃﾞｰﾀ長異常

0406H ｴﾗｰｺｰﾄﾞ ﾉｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ 受信ﾉｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ 重複ﾉｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ

受信

0407H ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 重複ﾉｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ

異常

0408H ﾉｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ ｽﾄﾛｰﾌﾞ削除

0409H ﾉｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ削除

FFFFH 前ｽﾃｰｼｮﾝｽﾃｰﾀｽ ｽﾃｰｼｮﾝｽﾃｰﾀｽ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 詳細ｺｰﾄﾞ ｼｽﾃﾑﾀﾞｳﾝ
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６．３．３ 実行ノード情報

ＲＡＳ情報読み出し要求で、要求情報種別を「３」にした場合、確認応答エリアにスレーブデバイ

スの実行情報（モジュールステータスと７セグメントＬＥＤ表示ステータス）を読み出せます。

確認応答エリア

０６６０Ｈ 要求コード（００１５Ｈ）

０６６１Ｈ 完了ステータス

０６６２Ｈ ＲＡＳ情報ワード数 ６４ワード

０６６３Ｈ 実行ノード情報

：

０６Ａ２Ｈ

１）モジュールステータス（０６６３Ｈ～０６８２Ｈ：３２ワード）

確認応答エリアの０６６３Ｈ～０６８２Ｈがモジュールステータスです。モジュールステータス

は、ＤＮ３１１がスレーブデバイスやネットワークに対してどういう動作をしているかをコード

で示します。表６．９の「ＮＡ＝□」は、ノードアドレスを示します。

表６．９ モジュールステータス

Ｆ ８ ７ ０ Ｆ ８ ７ ０

０６６３Ｈ ＮＡ＝１ ＮＡ＝０ ０６７３Ｈ ＮＡ＝３３ ＮＡ＝３２

０６６４Ｈ ＮＡ＝３ ＮＡ＝２ ０６７４Ｈ ＮＡ＝３５ ＮＡ＝３４

０６６５Ｈ ＮＡ＝５ ＮＡ＝４ ０６７５Ｈ ＮＡ＝３７ ＮＡ＝３６

０６６６Ｈ ＮＡ＝７ ＮＡ＝６ ０６７６Ｈ ＮＡ＝３９ ＮＡ＝３８

０６６７Ｈ ＮＡ＝９ ＮＡ＝８ ０６７７Ｈ ＮＡ＝４１ ＮＡ＝４０

０６６８Ｈ ＮＡ＝１１ ＮＡ＝１０ ０６７８Ｈ ＮＡ＝４３ ＮＡ＝４２

０６６９Ｈ ＮＡ＝１３ ＮＡ＝１２ ０６７９Ｈ ＮＡ＝４５ ＮＡ＝４４

０６６ＡＨ ＮＡ＝１５ ＮＡ＝１４ ０６７ＡＨ ＮＡ＝４７ ＮＡ＝４６

０６６ＢＨ ＮＡ＝１７ ＮＡ＝１６ ０６７ＢＨ ＮＡ＝４９ ＮＡ＝４８

０６６ＣＨ ＮＡ＝１９ ＮＡ＝１８ ０６７ＣＨ ＮＡ＝５１ ＮＡ＝５０

０６６ＤＨ ＮＡ＝２１ ＮＡ＝２０ ０６７ＤＨ ＮＡ＝５３ ＮＡ＝５２

０６６ＥＨ ＮＡ＝２３ ＮＡ＝２２ ０６７ＥＨ ＮＡ＝５５ ＮＡ＝５４

０６６ＦＨ ＮＡ＝２５ ＮＡ＝２４ ０６７ＦＨ ＮＡ＝５７ ＮＡ＝５６

０６７０Ｈ ＮＡ＝２７ ＮＡ＝２６ ０６８０Ｈ ＮＡ＝５９ ＮＡ＝５８

０６７１Ｈ ＮＡ＝２９ ＮＡ＝２８ ０６８１Ｈ ＮＡ＝６１ ＮＡ＝６０

０６７２Ｈ ＮＡ＝３１ ＮＡ＝３０ ０６８２Ｈ ＮＡ＝６３ ＮＡ＝６２

表６．１０ モジュールステータスコード

モジュール 内 容

ステータスコード

０（００Ｈ） 正常状態

１（０１Ｈ） 伝送可能状態になっていない

２（０２Ｈ） 伝送路上にデータが流れていない

３（０３Ｈ） 通信エラー発生

４（０４Ｈ） スキャンリストと実際のスレーブ構成が異なる

５（０５Ｈ） ネットワークに異常が発生

６（０６Ｈ） ネットワーク電源の異常検知

９（０９Ｈ） バスオフを検知

１０（０ＡＨ） 重複ノードアドレスを検知
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２）７セグメントＬＥＤ表示ステータス（０６８３Ｈ～０６Ａ２Ｈ：３２ワード）

確認応答エリアの０６８３Ｈ～０６Ａ２Ｈが、７セグメントＬＥＤ表示ステータスです。７セグ

メントＬＥＤ表示ステータスは、ＤＮ３１１の状態、ネットワークの状態、ＤＮ３１１が管理し

ているスレーブデバイスの状態を示します。ＤＮ３１１正面パネルのエラーコード表示と対応し

ています（表６．２、表６．３に表示されないものもあります）。表６．１１の「ＮＡ＝□」は、

ノードアドレスを示します。

表６．１１ ７セグメントＬＥＤ表示ステータス

Ｆ ８ ７ ０ Ｆ ８ ７ ０

０６８３Ｈ ＮＡ＝１ ＮＡ＝０ ０６９３Ｈ ＮＡ＝３３ ＮＡ＝３２

０６８４Ｈ ＮＡ＝３ ＮＡ＝２ ０６９４Ｈ ＮＡ＝３５ ＮＡ＝３４

０６８５Ｈ ＮＡ＝５ ＮＡ＝４ ０６９５Ｈ ＮＡ＝３７ ＮＡ＝３６

０６８６Ｈ ＮＡ＝７ ＮＡ＝６ ０６９６Ｈ ＮＡ＝３９ ＮＡ＝３８

０６８７Ｈ ＮＡ＝９ ＮＡ＝８ ０６９７Ｈ ＮＡ＝４１ ＮＡ＝４０

０６８８Ｈ ＮＡ＝１１ ＮＡ＝１０ ０６９８Ｈ ＮＡ＝４３ ＮＡ＝４２

０６８９Ｈ ＮＡ＝１３ ＮＡ＝１２ ０６９９Ｈ ＮＡ＝４５ ＮＡ＝４４

０６８ＡＨ ＮＡ＝１５ ＮＡ＝１４ ０６９ＡＨ ＮＡ＝４７ ＮＡ＝４６

０６８ＢＨ ＮＡ＝１７ ＮＡ＝１６ ０６９ＢＨ ＮＡ＝４９ ＮＡ＝４８

０６８ＣＨ ＮＡ＝１９ ＮＡ＝１８ ０６９ＣＨ ＮＡ＝５１ ＮＡ＝５０

０６８ＤＨ ＮＡ＝２１ ＮＡ＝２０ ０６９ＤＨ ＮＡ＝５３ ＮＡ＝５２

０６８ＥＨ ＮＡ＝２３ ＮＡ＝２２ ０６９ＥＨ ＮＡ＝５５ ＮＡ＝５４

０６８ＦＨ ＮＡ＝２５ ＮＡ＝２４ ０６９ＦＨ ＮＡ＝５７ ＮＡ＝５６

０６９０Ｈ ＮＡ＝２７ ＮＡ＝２６ ０６Ａ０Ｈ ＮＡ＝５９ ＮＡ＝５８

０６９１Ｈ ＮＡ＝２９ ＮＡ＝２８ ０６Ａ１Ｈ ＮＡ＝６１ ＮＡ＝６０

０６９２Ｈ ＮＡ＝３１ ＮＡ＝３０ ０６Ａ２Ｈ ＮＡ＝６３ ＮＡ＝６２

表６．１２ ７セグメントＬＥＤ表示ステータスコード

モジュール 内 容

ステータスコード

７０（４６Ｈ） ＤＮ３１１が重複ノードアドレスチェックで異常発生

７２（４８Ｈ） ＤＮ３１１がスレーブデバイスと通信できない

７３（４９Ｈ） スレーブデバイスのベンダＩＤ、製品タイプ、製品コードが

ＤＮ３１１のスキャンリストと異なっている

７５（４ＢＨ） スレーブデバイスがネットワーク上に１台も無い

スキャンリストにスレーブデバイスが１台も登録されていない

７６（４ＣＨ） ＤＮ３１１に対してスレーブデバイスからの応答が無いので、

ＤＮ３１１側で通信のタイムアウト検出

７７（４ＤＨ） スレーブデバイスの送信サイズがＤＮ３１１のスキャンリスト

と異なる場合

７８（４ＥＨ） ＤＮ３１１がスレーブデバイスと伝送を開始できない

７９（４ＦＨ） ＤＮ３１１がスレーブデバイスに対して送信できない

８０（５０Ｈ） ＤＮ３１１の通信ポートがＩＤＬＥモードになっている

８１（５１Ｈ） ＤＮ３１１の通信ポートがＦＡＵＬＴモードになっている

８２（５２Ｈ） 送／受信データのフラグメントでエラーが発生

８３（５３Ｈ） スレーブデバイスの初期化が拒否された

８４（５４Ｈ） スレーブデバイスの初期化が未完了

８５（５５Ｈ） ＤＮ３１１の受信バッファでオーバーフロー発生

９１（５ＢＨ） ＤＮ３１１でバスオフ発生

９２（５ＣＨ） ＤＮ３１１のネットワーク電源に異常発生
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７．トラブルシューティング

本章では、ＤＮ３１１を使用している時に異常が発生した場合の、原因を調査する方法と対処する

方法について説明します。異常時の対処の際には、Ｔ３／Ｔ３Ｈ本体の取扱説明書も併せて参照して

下さい。

７．１ モジュール起動時

１）モジュールが正常に立ち上がらない（スタンバイ状態にならない）場合

モジュールが正常な場合、電源投入／リセット要求により、ＤＮ３１１は初期化処理を行い、スタ

ンバイ状態になります。

スタンバイ状態：ＭＳ、ＮＳ：消灯 ７セグメントＬＥＤ：ノードアドレス点灯

ＳＴＡＲＴ

Ｔ３／Ｔ３Ｈの電源モジュール Ｎｏ 電源モジュールの１次側電源を
に電源が供給されていますか？ 定格どおりに供給して下さい

Ｙｅｓ

ＤＮ３１１はベースユニット Ｎｏ スロットに正しく挿入し、固定用
に正しく装着していますか？ ねじを締めて下さい

Ｙｅｓ

ステーションステータスが Ｎｏ
ダウンモードではない？

Ｙｅｓ

モジュールを交換して下さい他のＴ３／Ｔ３Ｈと組合せる Ｎｏ
と正常に立ち上がりますか？ ダウン情報を読み出し、モジュール

と併せて弊社に送付して下さい
Ｙｅｓ

Ｔ３／Ｔ３Ｈを交換して下さい

ＥＮＤ

２）スレーブデバイスと通信中にダウンモードになった場合

モジュールを交換して下さい。対策

交換する前にダウン情報を記録しておいて下さい（モジュール正面に表示）。

ダウンしたモジュールとその時のダウン情報を併せて弊社に送付して下さい。
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７．２ リセット要求（スキャンリストクリア）

１）リセット要求発行後、ダウンモードになる

ＳＴＡＲＴ

ダウンコードは Ｎｏ リセット要求時は入力／出力データの
「Ｆ５Ｈ」以外ですか？ 読み出し／書き込みは停止して下さい

Ｙｅｓ

モジュールを交換して下さい
ダウン情報を読み出し、モジュール
と併せて弊社に送付して下さい

ＥＮＤ

２）スキャンリストクリア指定のリセット要求でモジュールがスタンバイに戻らない

スキャンリストクリアを指定した場合、およびスキャンリストが未設定の場合、リセット要求は

約９秒かかります。これ以上時間がかかる場合は、電源を再投入して下さい。

電源を再投入後のリセット要求でも９秒以上かかる場合は、 。モジュールを交換して下さい
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７．３ ランモードにならない場合

ここからはモジュールが正常に立ち上がっていることを前提に説明します。モジュールの立上げ後

にスタンバイモードからランモードに変更する場合は、動作モード制御要求の前に、パラメータ設定

要求で自局のパラメータを設定する必要があります。またスレーブデバイスの構成を変更した場合は、

一度スキャンリストをクリアしてから、パラメータ設定要求でスレーブデバイスのパラメータを設定

して下さい。

１）自ノードパラメータ設定要求

ＳＴＡＲＴ

パラメータ設定要求を Ｎｏ 「４．６．３ パラメータ設定要求
実行していますか？ （自ノード）」を参照して、要求を

実行して下さい。
Ｙｅｓ

パラメータ設定要求は Ｎｏ 「４．５ セマフォエリア」内の
完了していますか？ セマフォエリア使用方法を確認して

下さい。
Ｙｅｓ

完了ステータスを基に異常
原因を取り除いて下さい

ＥＮＤ スレーブデバイスパラメータ設定が
未実施なら、スレーブデバイスパラメータ設定へ
設定済みなら、動作モード制御要求へ
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２）スレーブデバイスパラメータ設定要求

ＳＴＡＲＴ

パラメータ設定要求を Ｎｏ 「４．６．４ パラメータ設定要求
実行していますか？ （スレーブデバイス）」を参照して

要求を実行して下さい。
Ｙｅｓ

パラメータ設定要求は Ｎｏ 「４．５ セマフォエリア」内の
完了していますか？ セマフォエリア使用方法を確認して

下さい。
Ｙｅｓ

※スレーブデバイスパラメータ設定では
完了ステータスを基に異常 １スレーブあたり約４秒かかります。
原因を取り除いて下さい １回のパラメータ設定要求で１０台まで

スレーブデバイスを設定できるので、
時間は最大約４０秒かかります。

ＥＮＤ 動作モード制御要求へ
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３）動作モード制御要求

ＳＴＡＲＴ

動作モード制御要求を Ｎｏ 「４．６．５ 動作モード制御要求」
実行していますか？ を参照して要求を実行して下さい。

Ｙｅｓ

動作モード制御要求は Ｎｏ 「４．５ セマフォエリア」内の
完了していますか？ セマフォエリア使用方法を確認して

下さい。
Ｙｅｓ

完了ステータスが Ｎｏ ＤＮ３１１内部のシリアル番号が
シリアル番号未登録以外？ 壊れています

モジュールを交換して下さい
Ｙｅｓ

完了ステータスを基に異常
原因を取り除いて下さい

ＥＮＤ
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７．４ スレーブデバイスとのデータ通信

１）スレーブデバイスとのデータ通信がスタートしない

７セグメントＬＥＤに異常コードが表示される場合は「６．２ ７セグメントＬＥＤの表示内

容」 を参照して原因を取り除いて下さい。

確認内容

ＤＮ３１１ Ｔ３／Ｔ３Ｈ側電源の確認

ネットワークケーブルの接続確認（誤配線、切断）

「３．４ ネットワークへの接続」を参照して下さい

ノードアドレスの設定確認（ノードアドレス重複）

「３．２．２ ノードアドレス設定用ロータリースイッチ」を

参照して下さい

ネットワーク通信速度の設定確認（通信速度統一）

「３．２．１ 動作モード／通信速度設定用ディップスイッチ」

を参照して下さい

自ノードパラメータ設定、スキャンリストの確認

「４．６．３ パラメータ設定要求（自ノード）」および

「４．６．４ パラメータ設定要求（スレーブデバイス）」を

参照して下さい

スレーブデバイス スレーブデバイスの取扱説明書による正常動作の確認

スレーブデバイス本体電源の確認

ネットワークケーブルの接続確認（誤配線、切断）

ノードアドレスの設定確認（ノードアドレス重複）

ネットワーク通信速度の設定確認（通信速度統一）

スレーブデバイス特有の設定項目の確認

ネットワーク トランクケーブル両端の終端抵抗（１２１Ω）の確認

ネットワーク最大長の規定の確認

「１．２．２ 幹線／支線とケーブル最大長」を参照して下さい

ドロップケーブル長さ（６ｍ以内）の確認

ドロップケーブルの総延長の確認

「１．２．２ 幹線／支線とケーブル最大長」を参照して下さい

ネットワーク電源供給方法／電源容量の確認

「３．５．１ ネットワーク電源供給方法」と

「３．５．３ ネットワーク電源供給装置」を参照して下さい

ネットワークケーブルの接地確認

「３．５．４ ネットワーク接地」を参照して下さい
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２）スレーブデバイスとの通信が途中で停止した

７セグメントＬＥＤに異常コードが表示される場合は「６．２ ７セグメントＬＥＤの表示内

容」 を参照して原因を取り除いて下さい。

確認内容

ＤＮ３１１ Ｔ３／Ｔ３Ｈ側電源の確認

ネットワークケーブルの接続確認（誤配線、切断）

「３．４ ネットワークへの接続」を参照して下さい

ノードアドレスの設定確認（ノードアドレス重複）

「３．２．２ ノードアドレス設定用ロータリースイッチ」を

参照して下さい

ネットワーク通信速度の設定確認（通信速度統一）

「３．２．１ 動作モード／通信速度設定用ディップスイッチ」

を参照して下さい

自ノードパラメータ設定、スキャンリストの確認

「４．６．３ パラメータ設定要求（自ノード）」および

「４．６．４ パラメータ設定要求（スレーブデバイス）」を

参照して下さい

スレーブデバイス スレーブデバイスの取扱説明書による正常動作の確認

スレーブデバイス本体電源の確認

ネットワークケーブルの接続確認（誤配線、切断）

ノードアドレスの設定確認（ノードアドレス重複）

ネットワーク通信速度の設定確認（通信速度統一）

スレーブデバイス特有の設定項目の確認

ネットワーク トランクケーブル両端の終端抵抗（１２１Ω）の確認

ネットワーク最大長の規定の確認

「１．２．２ 幹線／支線とケーブル最大長」を参照して下さい

ドロップケーブル長さ（６ｍ以内）の確認

ドロップケーブルの総延長の確認

「１．２．２ 幹線／支線とケーブル最大長」を参照して下さい

ネットワーク電源供給方法／電源容量の確認

「３．５．１ ネットワーク電源供給方法」と

「３．５．３ ネットワーク電源供給装置」を参照して下さい

ネットワークケーブルの接地確認

「３．５．４ ネットワーク接地」を参照して下さい

３）オーバーランエラーが発生する

オーバーランエラーは、ＤＮ３１１内部のＣＡＮコントローラの受信データ処理が受信データの

入力速度に追従できずに、スレーブデバイスが送信したデータを、ＤＮ３１１が取り損ねた場合

に発生します。

オーバーランエラーの発生回数は、ＲＡＳ情報エリアの０５ＣＣＨに保持されています。

オーバーランエラーが発生する場合の対処方法：

１）ネットワーク通信速度を遅くしてください。

（５００ｋｂｐｓ→２５０ｋｂｐｓ→１２５ｋｂｐｓ）

２）ポーリングスレーブとビットストローブデバイスが混在する場合は、自局パラメータ設定要

求の「ポーリング送信モード」を「１」にして下さい。

（１スレーブデバイス毎にポーリング要求後、ポーリング応答を待つ方式）
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８．据付／配線工事

８．１ 設置環境、ベースユニットの取り付け

ＤＮ３１１は「Ｔ３／Ｔ３Ｈ本体ハードウェア説明書」の「４．１ 設置環境」に記載してある、

設置環境で使用して下さい。またＤＮ３１１を収納した盤の設置は、「４．１ 設置環境」に記載の

事項に注意して設置を行って下さい。

ベースユニットの取り付けについては「Ｔ３／Ｔ３Ｈ本体ハードウェア説明書」の「４．２ ベー

スユニットの取り付け」に記載の事項に注意して、取り付けを行って下さい。

注意
１．Ｔ３／Ｔ３Ｈ本体ハードウェア説明書に記載されている環境で使用して

下さい。

規定以外の環境で使用した場合、感電、火災、故障、誤動作の原因と

なることがあります。

２．Ｔ３／Ｔ３Ｈ本体ハードウェア説明書に記載の取り付け方法に従って

取り付けて下さい。

指定方向以外の取り付け、または取り付けに不備がありますと、落下、

火災、故障、誤動作の原因になることがあります。

８．２ モジュールの取り付け／取り外し

「Ｔ３／Ｔ３Ｈ本体ハードウェア説明書」の「４．３ モジュールの取り付け、取り外し」に記載

の事項に注意して、モジュールの取り付け／取り外しを行って下さい。

注意
１．ＤＮ３１１はＴ３／Ｔ３Ｈ用ですので、必ずベースユニットに取り付けて

使用して下さい。単独での使用及び他の用途への使用はおやめ下さい。

感電、ケガの恐れがあり、また故障の原因となります。

２．ＤＮ３１１の着脱および配線の着脱は、必ず電源を切った状態で行って

下さい。

感電、誤動作、故障の原因となります。

３．ＤＮ３１１に電線くずなどの異物が入ることのないようにして下さい。

火災、故障、誤動作の原因となることがあります。

４．コネクタ、ケーブルの接続、およびＤＮ３１１のベースユニットへの

装着は、ストッパ／ネジ止めにより、抜ける、ぐらつくということが

ないように、確実に固定されていることを確認して下さい。

固定が不十分ですと、振動などによる故障、誤動作の原因となります。
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８．３ 電源配線／接地

８．３．１ 電源配線

１）Ｔ３／Ｔ３Ｈ側電源配線

「Ｔ３／Ｔ３Ｈ本体ハードウェア説明書」の「４．６ 電源配線」に記載の事項に注意して、

配線を行って下さい。

２）ネットワーク電源の電源配線

本取扱説明書の「３．５ ネットワーク電源／接地」を参照して下さい。

８．３．２ 接地方法

１）Ｔ３／Ｔ３Ｈ側接地配線

「Ｔ３／Ｔ３Ｈ本体ハードウェア説明書」の「４．５ 接地」に記載の事項に注意して、配線を

行って下さい。

２）ネットワーク電源の接地配線

本取扱説明書の「３．５ ネットワーク電源／接地」を参照して下さい。

注意
１．ケーブルの配線は必ず電源を切った状態で行って下さい。

電源が入った状態での配線作業は、感電の恐れがあります。

２．Ｔ３／Ｔ３Ｈ電源モジュールの配線は、サヤ付きの圧着端子を用いるか、

テープで被覆するなどして、導電部分が露出しないようにして下さい。

また端子台カバーは脱落、破損の無いように取り扱い、配線終了時には

端子台カバーを端子台に確実に取り付けて下さい。

導電部が露出していると感電の恐れがあります。

３．必ず接地を行って下さい。

接地しない場合、感電、誤動作の恐れがあります。

４．ネットワーク側コネクタにデバイスネットケーブルを接続する場合、

誤配線に注意して下さい。ネットワーク電源の短絡等により、他ノード

との通信ができなくなることがあります。

５．ネットワーク側コネクタを、ＤＮ３１１正面パネルのデバイス側コネクタ

へ着脱する場合、Ｔ３／Ｔ３Ｈ側電源の投入中は行わないで下さい。

ＤＮ３１１の故障、誤動作の原因になることがあります。

６．ネットワーク側コネクタをデバイスに取り付ける場合、逆向きの取付け

はできません。無理に押し込まないで下さい。ネットワーク側コネクタ、

デバイス側コネクタが破損します。

７．配線作業は、資格のある専門家が行って下さい。

配線を誤ると火災、故障、感電の恐れがあります。
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８．４ ネットワーク敷設

ネットワーク構成機器については、「３．６ ネットワーク構成機器」を参照して下さい。ここで

は、制御盤外、制御盤内での敷設要領を説明します。

注意
ネットワーク敷設上の基本注意事項

１．デバイスネットケーブルの敷設工事は、十分な安全対策とノイズ対策が

が必要ですので、専門業者に依頼して下さい。

設置方法の規格は を参照して下さい。DeviceNet Volume Release1.3Ⅰ

２．安全対策、規格に詳しい専門業者に敷設工事を依頼されることを推奨

します。

３．デバイスネットのネットワーク構成機器をノイズの多い環境に敷設する

ことは避けて下さい。敷設する必要がある場合は、以下に述べるノイズ

対策を必ず実施して下さい。

８．４．１ 盤外敷設要領

１）敷設環境と適用工事：ケーブルの敷設は環境に合わせ、一般的に下表に示す工事を行います。

表８．１ 敷設環境と適用工事

ケーブル敷設を行う環境

工事内容

大分類 小分類

ケーブルに損傷を 配管によらない工事

与えない場所 配管工事

ケーブルに損傷を 通常、人、物の移動がある場 配管工事

与える場所 所

湿気、薬品、油、熱等の影響 金属管工事

を受ける場所

ネズミ等の動物によりケーブ 配管工事

ルに損傷の受ける恐れのある

場所

著しい機械的衝撃または重量 金属管工事

物の圧力を受ける場所

電磁誘導障害の恐 ケーブルの離隔と保護工

れがある場所 事 金属管工事

「配管工事」と記したところは、金属管、硬質ビニル管のどちらを用いても可とします。
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２）配管によらない工事要領

ケーブル保護のためのフロアダクトを通すか、ワイヤプロテクタケーブルカバーを用います。A

なお、この時強電流線と混同しないようにします。

ケーブルに損傷を与えないように、壁隙に配線したり、電磁気誘導障害を及ぼさない装置等のB

床下に配線します。

低圧屋内配線と平行、接近または交差する場合はケーブルの離隔基準を守って下さい。C

床からはなして壁等に取り付ける場合または垂直配線する場合は、ケーブルに損傷を与えないD

ように約３ｍ間隔で固定して下さい。

ケーブルを曲げる場合、その曲率半径はケーブルの最小曲げ半径を越えないようにして下さい。E

３）配管工事における注意事項

同一管内に強電流線が混在しないようにします。A

管を湾曲させる場合は、その角度を９０°以内とします。B

管を湾曲させる場合は、その曲率半径は管内計径の６倍以上でかつ管内のケーブルの最小曲げC

半径を越えないようにします。

金属管は接地します。D

４）他の配線との分離

ネットワークケーブルは、原則として電力線及び磁界・電界を発生する機器から２ｍ離して配線

します。２ｍの離隔距離が難しい場合は、誘導源の実際の電圧及び電流により下表を参考にして

離隔距離を決定して下さい。

但し、伝送信号は微弱信号であるため誘導源は４４０Ｖ，１００Ａ以下に抑えて下さい。

表８．２ 推奨最小離隔距離

誘導源 最小平行線間距離（ｍｍ）

電圧、電流 100A超過 100A以下 50A以下 10A以下

440V超過 2000 2000 2000 2000

440V以下 2000 600 600 600

220V以下 2000 600 600 500

110V以下 2000 600 500 300

60V以下 2000 500 300 150
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また耐ノイズ性を考慮し、蓋付きの金属ケーブルダクトまたは鋼製防護管の使用を推奨します。

この場合、平行配線における電力線と推奨最小離隔距離を次表に示します

表８．３ 推奨最小離隔距離（蓋付き金属ダクト及び金属管施工）（単位ｍｍ）

ケーブルの敷設方法 蓋付きダクトまたは鋼製防護管

延平行距離 10m 25m 100m 200m 500m 501m

以下 以下 以下 以下 以下 以上

電 125V以下10A以下 10 10 50 100 200 250

力 250V以下50A以下 10 50 150 200 250 250

ケ 400V以下100A以下 50 100 200 250 250 250

500V以下200A以下 100 200 250 250 250 250

ー

ブ

ル 上記を越えるもの 500以上

＜マイクロコンピュータ応用計測制御機器設置環境ガイドライン＞

（日本電気計測器工業会）より

ケーブルダクトを使用する場合は、下図のように、内部にセパレータ（鋼製）を置いて、電力

ケーブルと分離して下さい。

金属ダクト

セパレータ

○ ○ ○ ○ ○

伝送 電力ケーブル

ケーブル 計装電源線

電磁弁・操作信号線等

図８．１ ダクト内敷設例

ピット内の敷設に関してもダクト内と同様にセパレータを使用して下さい。

セパレータ（鋼製）

信号線 電源

○ ○ ○ ○

接地（第３種接地）

図８．２ ピット内敷設例
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５）敷設ルート

伝送ケーブルを敷設する上で望ましいルートの順序は次の通りです。

専用ルート使用する場合A

計算機システム専用ルートを使用する場合B

一般計装専用ルートを使用する場合C

プラント制御専用ルートを使用する場合D

８．４．２ 盤内敷設要領

盤内でのデバイスネットケーブル配線は次の点に注意して下さい。

１）配線経路

デバイスネットケーブルの配線は盤内の微弱信号ルートを使用して下さい。

特に電源ケーブルからは５０ｃｍ以上離隔して下さい。

２）ケーブルの固定

ケーブルの自重がコネクタに直接かからないようにクランプ材で固定して下さい。

また、ケーブルの曲げはケーブルの最小曲げ半径を越えないようにして下さい。

３）ケーブルの許容曲げ半径等の物理的特性値はメーカに問い合わせて下さい。

４）高温、多湿な環境、塵埃、オイルミストの有る場所は避けて敷設して下さい。
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付録１ 保守・点検

定期点検

下記の項目を定期的（６ヶ月に１度程度）に確認して下さい。また周囲の状況・環境が変わった場

合にも確認を行って下さい。

付表１ 定期点検項目

点検項目 点検内容 判定基準 異常時の対策

電源関係 電源端子で電源電圧の 仕様範囲内であること 入力電圧を規定範囲内に

(Ｔ３側電源／ 測定をする する

ネットワーク

電源) 電源端子ネジのゆるみは ゆるみのないこと 電源を切り、ドライバで

ないか ネジを締め付ける

配線ケーブルの損傷は 損傷のないこと 電源を切り、ケーブルを

ないか 再配線する

取付状態 モジュールはしっかりと ゆるみ、ガタのないこと ドライバでネジを締め付

固定されているか ける

ネットワーク ネットワーク側コネクタ ケーブル固定ネジのゆる ケーブル固定ネジをゆる

ケーブルの接続 にネットワークケーブル みが無いこと めて、ケーブルを固定し

は固定されているか 直す

接続ケーブルは切れかか 外観に異常のないこと 新たに芯線を剥き直して

っていないか から、コネクタに固定し

直す

ネットワーク側コネクタ モジュール側コネクタか ネットワーク側コネクタ

がモジュール側に完全に らゆるんでいないこと をしっかりモジュール側

挿入されているか に差し込んでから、コネ

クタの固定ネジをしめる

伝送ケーブルの トランクケーブル

配線 ／ドロップケーブル： 損傷のないこと システムを停止し、電源

(8.4 ネット ケーブルに損傷はないか を切り、再配線をする

ワーク敷設を

参照) 動力線等の近くに配線さ 動力線等が近くにないこ 動力線等から離す

れていないか と シールドをする

周囲状況 温度、湿度、振動、ほこ 一般仕様内であること 仕様内に入るように改善

り等が規定値以内か確認 する
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注意
１．モジュール、端子台、ケーブルの着脱は必ず電源を切った状態で行って

下さい。

電源が入ったままの状態で作業しますと、感電の恐れがあり、また誤動

作、故障の原因となることがあります。

２．システムを常に正常に保ち、不要なトラブルを未然に防ぐために、日常

点検、定期点検、清掃を実施して下さい。

３．ＤＮ３１１が正常に動作しない場合は、「７．トラブルシューティング」

を参考に原因を確認して下さい。

故障発生時は、支社店(販売店)又はサービス代理店に連絡し、返却及び

修理依頼をして下さい。

当社または指定サービス代理店以外での修理は、動作および安全の保証

はいたしかねます。

４．モジュールのハードウェアの分解、改造またはソフトウェアの改造は、

絶対に行わないで下さい。

故障、誤動作により火災、感電、ケガの恐れがあります。

５．点検時にモジュールのコネクタにて電圧を測定する場合には、十分に

注意して作業を行って下さい。感電の恐れがあります。

６．モジュールの交換は、必ずネットワークを停止し、Ｔ３／Ｔ３Ｈ側電源

およびネットワーク電源を切った状態で行って下さい。

感電、誤動作、故障の原因となることがあります。

７．煙が出ている、異臭がするなどの異常状態のままで使用しないで下さい。

火災、感電、故障の原因になります。

このような場合は、直ちに全ての電源を切って、支社店(販売店)または

サービス代理店に連絡して下さい。

お客様による改造、修理は大変危険ですので絶対に行わないで下さい。
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付録２ ＲＥＡＤ命令／ＷＲＩＴＥ命令実行時間

ＲＥＡＤ命令／ＷＲＩＴＥ命令は、Ｔ３およびＴ３Ｈで実行時間が異なります。

１）Ｔ３の場合（基本／拡張ベースユニット）

・ＲＥＡＤ命令

命令実行時間（μｓ）＝７４９．１６（μｓ）＋１４．９８（μｓ／ワード）×Ｎ（ワード）

・ＷＲＩＴＥ命令

命令実行時間（μｓ）＝７３３．１６（μｓ）＋１４．９８（μｓ／ワード）×Ｎ（ワード）

２）Ｔ３Ｈの場合（基本ベースユニット）

・ＲＥＡＤ命令

命令実行時間（μｓ）＝２６１．０１（μｓ）＋９．９７（μｓ／ワード）×Ｎ（ワード）

・ＷＲＩＴＥ命令

命令実行時間（μｓ）＝２８０．６２（μｓ）＋１２．８６（μｓ／ワード）×Ｎ（ワード）

３）Ｔ３Ｈの場合（拡張ベースユニット）

・ＲＥＡＤ命令

命令実行時間（μｓ）＝２５２．０４（μｓ）＋９．９３（μｓ／ワード）×Ｎ（ワード）

・ＷＲＩＴＥ命令

命令実行時間（μｓ）＝２７８．５７（μｓ）＋１２．９１（μｓ／ワード）×Ｎ（ワード）
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付録３ ＤＮ３１１Ａについて

ＤＮ３１１Ａでは、従来型ＤＮ３１１の機能拡張および問題点の修正を行っています。

１．ＤＮ３１１Ａの特徴

１－１ ＯＤＶＡコンフォーマンステストに合格

ＤＮ３１１ＡはＯＤＶＡコンフォーマンステストに合格しています。

１－２ 従来型ＤＮ３１１との互換性

（ａ） 通信機能DeviceNet

従来型ＤＮ３１１と変わっていません（ポーリング命令／応答方式、ビットストローブ

命令／応答方式をサポートしています）

（ｂ）Ｔ３／Ｔ３Ｈ⇔ＤＮ３１１Ａ間の通信用メモリの配置

従来型ＤＮ３１１と変わっていません

（ｃ）ステーションステータス

ビット０は、ＤＮ３１１Ａではネットワーク電源正常／異常を表示します。

（従来型ＤＮ３１１では「予約ビット」でした）

ＯＮ ：ネットワーク電源異常

ＯＦＦ：ネットワーク電源正常

（ｄ）スレーブデバイスのパラメータ設定要求

スレーブデバイスのスキャンタイプ指定で、従来型ＤＮ３１１では「ポーリングとビッ

トストローブの混合方式」を指定可能でしたが、ＤＮ３１１Ａでは本指定は使用しなく

なりました。これはポーリングとビットストローブの混合方式を使用するスレーブが存

在しないためです。

（ｅ）動作モード制御要求

ビット４は、従来型ＤＮ３１１では「伝送開始／停止ビット」でしたが、ＤＮ３１１Ａ

ではビット４を操作しても動作に影響しません。ＤＮ３１１Ａではランモードになれば

「伝送開始」、スタンバイモードになれば「伝送停止」になります。

ただし従来型ＤＮ３１１用ラダープログラムとの互換性維持のため、本ビットのＯＮ／

ＯＦＦはステーションステータスのビット４に反映されます。

（ｆ）７セグメントＬＥＤ表示

状 態 従来型ＤＮ３１１ ＤＮ３１１Ａ

ネットワーク上に存在しないス 「７２」と存在しないスレ 「７８」と存在しないスレ

レーブをマスタに登録して伝送 ーブのノードアドレスを交 ーブのノードアドレスを交

を開始した 互に表示 互に表示

マスタとスレーブが正常伝送中 「７２」と存在しないスレ 「７８」と存在しないスレ

にスレーブの応答が無くなった ーブのノードアドレスを交 ーブのノードアドレスを交

互に表示 互に表示

マスタに登録したスレーブの受 「７２」と受信サイズが異 「７７」と受信サイズが異

信サイズが、実際のスレーブの なるスレーブのノードアド なるスレーブのノードアド

受信サイズと異なっていた レスを交互に表示 レスを交互に表示

マスタに登録したスレーブのス 「７２」とスキャンタイプ 「８３」とスキャンタイプ

キャンタイプが、実際のスレー が異なるスレーブのノード が異なるスレーブのノード

ブのスキャンタイプと異なって アドレスを交互に表示 アドレスを交互に表示

いた
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２．「自ノードパラメータ」もＤＮ３１１Ａに書込み

従来型ＤＮ３１１の場合、制御電源投入（またはモジュールリセット）の都度に、ユーザはラダ

ープログラムで自ノードパラメータをＤＮ３１１に設定する必要がありました。

ＤＮ３１１Ａは自ノードパラメータを自局内部の不揮発性メモリに記憶します（スレーブデバイ

スパラメータと同様）。このため、ＤＮ３１１Ａに自ノードパラメータとスレーブデバイスパラ

メータを１回設定してあれば、ユーザは制御電源投入（またはモジュールリセット）のあとで、

動作モード制御要求を使用してＤＮ３１１Ａをランモードにすることができます。

３． に対応DeviceNet Wizard for TOSHIBA

３－１ 自ノードパラメータとスレーブデバイスパラメータの登録

従来型ＤＮ３１１の場合、ユーザはラダープログラムで、ＤＮ３１１に自ノードパラメータ設定

とスレーブデバイスパラメータ登録をする必要がありました。

DeviceNet Wizard for TOSHIBA DeviceNet WizardＤＮ３１１Ａは （別売）対応のため、ユーザは

を使用して、自ノードパラメータとスレーブデバイスパラメータをＤＮ３１１Ａにfor TOSHIBA

登録することができます。

もちろんラダープログラムを使用した、自ノードパラメータ登録とスレーブデバイスパラメータ

登録も、ＤＮ３１１Ａでは可能です。

３－２ スレーブデバイスデータの入力／出力データエリアへの割付

従来型ＤＮ３１１の場合、スレーブデバイスデータは、登録してあるスレーブデバイスのノード

アドレスの小さい順に、入力／出力データエリアの先頭から割付けられます（４．４ 入力／出

力データエリアへのスレーブデバイスデータの割付 を参照）。

ＤＮ３１１Ａでは、ユーザは を使用して、スレーブデバイスパDeviceNet Wizard for TOSHIBA

ラメータをＤＮ３１１Ａに設定した後、スレーブデバイスデータをＤＮ３１１Ａの入力／出力デ

ータエリアに自由に割り付けることができます。

３－３ ラダープログラムによるパラメータ登録と によるパラメーDeviceNet Wizard for TOSHIBA

タ登録について

ラダープログラムによる登録と による登録が混在しないようにしDeviceNet Wizard for TOSHIBA

てください（例：自ノードパラメータはラダープログラム、スレーブデバイスパラメータは

で設定）。両者による登録が混在すると、登録内容の書き換えなDeviceNet Wizard for TOSHIBA

どが発生し、スレーブデバイスデータの入力／出力データエリアへの割付ができなくなるおそれ

があります。

４．従来型ＤＮ３１１での問題点

従来型ＤＮ３１１では下記の制限がありましたが、ＤＮ３１１Ａでは制限はなくなりました。

ＤＮ３１１からの送信データサイズが「０バイト」のポーリングスレーブを使用する場合、

スレーブが何らかの理由（スレーブ電源ＯＦＦ、コネクタ取り外し、等）で、ＤＮ３１１と

通信不能になった時、ＤＮ３１１はそのスレーブが異常であることを認識できない。

異常原因解決後も、スレーブ⇔ＤＮ３１１間の通信が再開できない。
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５． についてDeviceNet Wizard for TOSHIBA

は 上で動作するソフトウェアです。DeviceNet Wizard for TOSHIBA Microsoft Windows95/98/NT4.0

下図のようなグラフィカルなユーザインタフェースにより、ユーザはマスタモジュールへのスレ

ーブパラメータの登録やマスタモジュール入力／出力エリアへのスレーブデータの割付を簡便に

できるようになっています。

DeviceNet Wizard for TOSHIBA TDW33E2SSは弊社からご購入下さい。製品コード：

DeviceNet Wizard for TOSHIBA DeviceNet実際の各種作業は、 がインストールされたパソコンを

ネットワークに接続して行います。パソコンと ネットワークを接続するインタフェーDeviceNet

スは下記の３種類があります。製品は各メーカの代理店から御購入下さい。

製品コード 説 明 メーカ

1770-KFD RS-232C Rockwell Automationインタフェース

1784-PCD PCMCIA Rockwell Automationインタフェース

S-STechnologies5136-DN ISAバスインタフェース
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付録４ DN311Aﾌｧｰﾑｳｪｱ(Rev.B)での追加／修正機能について

ここではＤＮ３１１Ａファームウェア（Ｒｅｖ．Ｂ）で追加／修正された機能を説明します。

ファームウェア（Ｒｅｖ．Ｂ）は、従来のファームウェア（Ｒｅｖ．Ａ）で発生する下記の現象を、

発生しないように対策を実施したものです。

ファームウェア（Ｒｅｖ．Ｂ）は、ＤＮ３１１Ａのシリアル番号「０２８００００１」以降の製品

から導入しています。また、「０２８００００１」より前のシリアル番号が付いている製品でも、シ

リアル番号の末尾に「Ｂ」のシールが貼ってある場合は、ファームウェアはＲｅｖ．Ｂにバージョン

アップ済みです。

製造年／月（２００２年 ８月） 製造月：１０月…Ｘ

１１月…Ｙ

１２月…Ｚ

０２８００００１シリアル番号の見方：

２００２年 ８月生産ロット内の整理番号

修正項目

No.1 Ｓ３とＤＮ３１１Ａ、Ｓ２とＤＮ６１１Ａを組み合わせ時のＲＵＮ起動時動作

現象 Ｓ３モジュール（本体ＯＳ：ver02.60）とＤＮ３１１Ａ（ファームウェア：rev.A）、

Ｓ２モジュール（本体ＯＳ：ver02.60）とＤＮ６１１Ａ（ファームウェア：rev.A）

の組合せにおいて、Ｓ３／Ｓ２ＣＰＵモジュールをＲＵＮ起動しようとすると、

Ｓ３／Ｓ２ＣＰＵモジュールが「ＤＮ初期化異常」でダウンモードになります。

発生 Ｓ３／Ｓ２ＣＰＵモジュールの本体ＯＳ：ver02.60とＤＮ３１１Ａ／ＤＮ６１１Ａの

条件 ファームウェア：rev.A を組み合わせた場合のみ

補足 １）Ｓ３／Ｓ２ＣＰＵモジュールの本体ＯＳが「ver02.60」より前のものであれば、

本現象は発生しません。

２）Ｔ３シリーズ／Ｔ２シリーズとＤＮ３１１Ａ／ＤＮ２１１Ａを組み合わせた場合、

本現象は発生しません。

３）Ｓ２ＴとＤＮ６１１Ａを組み合わせた場合も本現象は発生しません。

No.2 ラン要求／スタンバイ要求を連続して発行された場合の動作

現象 ＤＮ３１１Ａ／ＤＮ６１１Ａ／ＤＮ２１１Ａ（ファームウェア：rev.A）において、上位コ

ントローラから、「ラン要求」「スタンバイ要求」を連続して発行すると、ＤＮ３１１Ａ

／ＤＮ６１１Ａ／ＤＮ２１１Ａがスレーブデバイスと通信できなくなることがあります。

発生 スタンバイ要求→ラン要求の間隔が、一定期間より長いと、本現象は発生しません。

条件 一定期間…ＤＮ３１１Ａ／ＤＮ６１１Ａ／ＤＮ２１１Ａの自局パラメータに設定する

「伝送タイミング」の期間

補足 本現象が発生した場合はＤＮ３１１Ａ／ＤＮ６１１Ａ／ＤＮ２１１Ａをリセットし、再度

ラン要求を発行すると、スレーブデバイスとの通信が出来るようになります。
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No.3 ネットワーク電源異常から復帰した時の動作

現象 ＤＮ３１１Ａ／ＤＮ６１１Ａ／ＤＮ２１１Ａ（ファームウェア：rev.A）において、

スレーブデバイスと通信中にネットワーク電源異常を検出する。その後ネットワーク電源

が正常になった時に、ＤＮ３１１Ａ／ＤＮ６１１Ａ／ＤＮ２１１Ａがスレーブデバイスと

通信できなくなることがあります。

発生 ネットワーク電源異常→正常検出の間隔が一定期間より長いと、本現象は発生しません。

条件 一定期間…ＤＮ３１１Ａ／ＤＮ６１１Ａ／ＤＮ２１１Ａの自局パラメータに設定する

「伝送タイミング」の期間

補足 本現象が発生した場合はＤＮ３１１Ａ／ＤＮ６１１Ａ／ＤＮ２１１Ａをリセットし、再度

ラン要求を発行すると、スレーブデバイスとの通信が出来るようになります。

追加項目…Ｔ３／Ｔ３Ｈシステムで使用する場合、影響ありません

No.1 統合ｺﾝﾄﾛｰﾗＳ３／Ｓ２モジュールでのＤＮ３１１Ａ／ＤＮ６１１Ａのサポート

内容 １）Ｓ３／Ｓ２ＣＰＵモジュールをＲＵＮ起動すると、ＤＮ３１１Ａ／ＤＮ６１１Ａが

非同期モードでＲＵＮ起動します。

従来はユーザプログラムにてＤＮ３１１Ａ／ＤＮ６１１ＡにＲＵＮ要求を発行する

必要がありました。

２）ＤＮ３１１Ａ／ＤＮ６１１Ａの入出力データを、「エンジニアリングツール２」を

使用してネットワーク変数として登録し、Ｓ３／Ｓ２で利用することが可能になりま

した。

従来はＤＮ３１１Ａ／ＤＮ６１１Ａの入出力データエリアをＭＲＥＡＤ命令、

ＭＷＲＩＴＥ命令で読み書きする必要がありました。

適用 １）Ｓ３／Ｓ２ＣＰＵモジュールの本体ＯＳ：ver02.60以降とＤＮ３１１Ａ／ＤＮ６１１

条件 Ａのファームウェア：rev.B以降を組み合わせて下さい。

２）エンジニアリングツール２を使用し、モジュール登録を「ＤＮ３１１Ａ－ＡＳ」、

「ＤＮ６１１Ａ－ＡＳ」として下さい。

３）スレーブデバイスパラメータをＤＮ３１１Ａ／ＤＮ６１１Ａへ登録する場合は、

を使用して下さい。DeviceNet Wizard for TOSHIBA

４）Ｓ３／Ｓ２へのＤＮ３１１Ａ／ＤＮ６１１Ａ登録台数は最大３２台です。

制約 １）ＤＮ３１１Ａ／ＤＮ６１１Ａに対して、リセット要求、パラメータ設定要求、動作

事項 モード制御要求、ＲＡＳ情報読み出し要求、時刻設定要求を使用する場合は、

従来通りＭＲＥＡＤ／ＭＷＲＩＴＥ命令（あるいはファンクションブロック）で

アクセスして下さい。

２）エンジニアリングツール２でのモジュール登録を「ＤＮ３１１Ａ」「ＤＮ６１１Ａ」

とした場合は、従来通りＭＲＥＡＤ／ＭＷＲＩＴＥ命令（あるいはファンクション

ブロック）でアクセスして下さい。

３）ＤＮ３１１／ＤＮ６１１（Ａ無しモデル）をご使用になる場合は、モジュール登録を

「ＤＮ３１１Ａ」「ＤＮ６１１Ａ」として下さい。
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